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プロローグ　～Ichわたし undと Duあなた～




　傲慢で、冷徹で、人の心を踏みにじる、最低な外科医。

　最初の印象はそれだった。

　勝手な彼の都合で迫られた契約結婚。

　当然『愛』なんてあるはずがなくて、絶対にこの人だけは好きにならないと思った。

　そのはずなのに――。

　どうしてだろう。

　医師として命に真剣に向き合おうとする眼差しや、内に秘めたやさしさ、ひたむきな情熱、その中にある意外な脆さを見つけるうちに、私は心から……この手を放したくないと、願ってしまっていた。

「おまえは、俺のことが嫌いだったはずなのにな」

　彼は、皮肉げに微笑む。

　悔しいけれど、言い返せない。その代わりに、私は『愛』の宣戦布告をする。

「私は、あなたに巻き込まれたんだから、責任をとって幸せにしてくれなきゃ許さない」

　彼はただ黙って、私の唇を塞いだ。

　それは、身を焦がすほど熱く、一生忘れられそうにない、たしかに愛に満ちたキスだった。










１　最悪の再会？




「お見合い？」

　真ま下した美み澄すみは思わず電話の主に問い返した。

　三月中旬――。

　東京に桜の開花宣言がされる頃。

　勤め先の保育園が経営難のために閉園し、行き場を失った美澄が保育士を続けるか転職するか悩んでいた、ある日のことだった。

『そう。聞いてちょうだい。お相手はねぇ、東雲しののめ総そう合ごう病びょう院いんの院長のご子息よ。とっても優秀な外科医で、とっても素敵な美男子だから期待していいわよ』

「は、はぁ」

　電話の主は、英はなぶさ八や重え――その名のとおり、八重の桜が似合う、和風美人である。彼女は、父方の叔母・冴さえ子この親友であり、美澄が学生の頃から慕っている女性だ。

　そんな八重から久しぶりに連絡をもらって嬉しかったのも束の間。突然持ちかけられた縁談に美澄は戸惑っていた。

『美澄ちゃんの好みにも合うと思うのよ。前に、どんな男性が好みか教えてくれたじゃない？』

「私の好み？　えーっと。なんて言ってたかな」

『年上で、やさしい人がいいけれど草食系じゃなくて、ちょっとつれないところがあって、肉食系でドキドキさせてくれる人がタイプーだとか。こういうのなんて言うんだっけ。ドンピシャ、そう、ドンピシャだと思うわ』

　テンションの高い彼女の声がキンキンに響いてきて、耳がちょっと痛い。

「あの、八重さん……」

『彼、美澄ちゃんより八つ離れてたかしらね。もしかしたら、ちょっと口の悪いところもあるかもしれないけれど、それはご愛あい敬きょうというか。年頃の女性は、俺様な王様にキュンとするじゃない？』

　電話の向こうの彼女はすっかり盛り上がっているらしく、まったく口を挟む余地がない。

　こちらとの温度差がとにかくすごい。

　美澄は、大縄跳びの飛ぶタイミングを見計らうかのようにやり過ごしたあと、やっと声を出せた。

「あーあの！　八重さん、せっかくだけれど、今とてもそんな気分じゃないし、それに、好み以前に、そんなハイスペックのすごい人、私……不相応じゃないかな」

　角が立たないようにやんわりとお断りをする。これぞ社会人としての処世術。さすれば道は開かれん――相手は空気を読んで頷いてくれるというもの。

　だが、考えが甘かったようだ。世の中には通用しない相手ももちろんいるのだ。

『何を言ってるの。そんなことないわよ。美澄ちゃんはとっても可愛いんだし、料理だって上手だし、不摂生気味のお医者様にとってありがたいわよ。その上、子どもが好きで保育士さんやっているんだもの。そのあたり、彼の理想の条件にばっちりよ』

　……と八重のように、持論を信じて疑わない人。

　そういう人種の熱烈な説得に美澄は弱いのだった。

「その保育士なんですけれど、一週間前に、勤め先の保育園が潰れちゃったんです。お見合い相手よりも、私、次の就職先を探さないと……」

　そう、保育士っていっても、ただ資格を持っているだけで、今は無職の状態だ。

　子どもは好きだけど、夢だけで暮らしていけるほど現実は甘くはないのだ。

　保育園が潰れ、再就職を考えたときに、美澄は改めて預金通帳を眺めた。安月給のまま日々追われていくだけでいいのか躊躇していたところなのである。

　アパートの家賃、光熱費、食費、通信費、その他の生活費に奨学金の返済……手取り十数万円では生活するのがやっとで、貯金はおろか好きなものだってなかなか買えやしない。

　保育士を続けるにしても別の職に就くにしても、今は、恋にうつつを抜かしている場合ではない。とりあえず再就職するまでの間いくらか公的な保障があるとはいえ、将来のことを考えれば、のんびりしている猶予はないのだ。

　それこそ、結婚なんていつになるか――。

『あら。だったら、この際、永久就職だっていいじゃない。自分の子どもを育てるいい機会にもなるわ』

　八重はからっと笑う。美澄は唖然としてしまった。

　永久就職だなんて、バブル世代の人でもめったに口にしなくなった、今の時代にそぐわない言葉ではないだろうか。

「そんな都合のいい話が――」

『あ、ごめんなさい。来客だわ。詳しい話はまた近々、ね』

　一方的に通話は切られ、美澄はため息をつく。

（もう、八重さんってば。強引なんだから……）

　八重との関係はだいぶ昔に遡る。幼い頃に両親を亡くした美澄は高校卒業まで父方の叔母・冴子の家に暮らしていたのだが、しょっちゅう遊びにきていた八重と美澄は何かと気が合ったのだった。

　冴子が第二の母なら、八重は年の離れた姉といえる人かもしれない――年齢を尋ねるとはぐらかされるので年齢不詳の美人ということにしている――彼女は短大で寮母をしていて、美澄がその短大の教育学科に合格した際にはとても喜んでくれたものだ。

　今でも付き合いは続いていて、叔母を通さなくてもたまに仲良くふたりで出かけたりすることもある。八重が何かと気にかけてくれるのは大変有難いのだけれど……。

「結婚か……」

　今年で二十五歳。結婚適齢期ではあるけれど、急がないといけない年齢でもない。とはいえ、職場はなくなったし、そもそも子どもたちの相手に明け暮れ、出逢いの場はほとんどない。

　子どもたちのお世話は大変だ。正直、割に合わない仕事だと思う。けれど、それ以上に子どもたちから学ぶことや癒されることも多く、美澄は子どもたちの笑顔と彼らの成長していく姿を生き甲斐に、保育士として頑張ってきた。

（ただ、将来のことを考えると、別の職業を選んだ方がいいのかな……なんて思うんだよね）

　頭の中で何度もゆらゆら傾きかける天秤は、まだまだ落ち着きそうにはない。

　やがて、美澄は考えることを放棄する。

　やめた。久しぶりに何もない週末の金曜日なんだし、少しくらい怠惰な休暇を味わったっていいだろう。

　そうと決まれば、彼女の行動は早い。さっそく美澄はおやつに食べようと思っていたコンビニスイーツを冷蔵庫から取り出し、いそいそと食器棚からお皿とフォークを用意する。

　甘いクリームがたっぷりついたロールケーキをお皿に乗せてテーブルの前に置くと、すばやく着席して手を合わせた。さくっとフォークをひと刺し、おもいっきり頬張る。

「ん～最高！　休日はこれよこれ！」

　甘い誘惑に落ちていくこの感じが心地よい。

　その後も美澄はだらだらと家で過ごした。夕飯は余り物のカレーを温めるだけにし、いつもよりも早くお風呂に入って湯冷めしないうちにベッドにもぐりこんだ。登録していた動画チャンネルを次々眺めながらいつの間にかうとうとする。これこそが至福のひととき。

　八重から改めて連絡が届いたのは深夜過ぎのことだった。うっすらと瞼を開けた際、点滅するメッセージをぼんやりと見たような気がしたけれど、睡魔に負けてスマホを手放していた。

　まあいいや、朝になったらにしよう――。

　実際、美澄が起きたのは昼過ぎだった。寝落ちしたまま惰眠を貪っていたことを彼女は激しく後悔した。

「――待って。冗談でしょ!?」

　がばっと布団を捲りあげる勢いで、美澄はベッドから起き上がった。

　肩の下まで伸びた髪の毛はボサボサで、顔はむくんでいる。スマホの画面を目で追ううちに、貧血気味の彼女の白い肌は、よりいっそう青白くなっていく。

【明日の夕方、私の名前で予約してあるから。ちょっと可愛くお洒落をして出てきてちょうだいな。件くだんの透とう夜やさんが待っているから。よろしくね】

　メッセージと共にお洒落なレストランの写真が添えられていた。そこは『porteポルト-bonheurボヌール』という有名なフレンチのお店だった。

　その下に、可愛い女の子がフレーフレーと応援しているスタンプが押されていた。

　美澄はぽかんとしてその文面を再度目で追った。

「いやいや。透夜さんって、誰!?」

　頭がぼうっとして思考が追い付かない。たしか、東雲総合病院の院長のご子息がどうとか、八重が嬉々として話をしていたような。

　八つ年上の外科医だとか。それ以外にも色々なオプションが搭載されていた気がするけれど、もう思い出せない。

【むりむり。八重さん、私お見合いなんてしないからね。無理だよ】

　何度連絡を入れても応答がない。既読すらつかない。これはあえて通知すらオフにし、未読スルーをしているのだ。

「待って。どうするの。このまま知らないふり……だめか」

　相手が待っているのに失礼になってしまうだろう。まして八重の名前で予約をとっているのなら、彼女の顔に泥を塗ることになりかねない。

「あぁ、もう！　なんでこんなことに……！」

　電話で話をしたときに、今は結婚する気なんてないし、なんなら嘘をついてでも好きな人がいるとか、ちゃんと釘を刺しておけばよかった！

　美澄は途方に暮れたあとで、仕方なく時刻までに身支度を整え、出かけることにしたのだった。




＊　＊　＊




（……ていうか、最初からふたりで会うとか、いきなりハードル高すぎない!?）

　アパートを出たあと、悶々としていた美澄は、心の中で叫んだ。

　お見合いというより、これでは、婚活マッチングアプリで出逢った人との初デートみたいではないだろうか。

　気乗りがしない。だるい。けれど、人と会うのに失礼があったらいけないし。

　美澄は渋々ため息をつき、コンパクトミラーをかざして髪を指先で整え、ショーウィンドウに映る自分の姿を見直した。

　いつもは結んでいる髪をおろして、ヘアアイロンでゆるく巻いた。

　淡いペールカラーのワンピースに桜色のボレロを羽織り、春先はまだ肌寒いので、その上からトレンチコートを着ている。足元は逆にビビッドなボルドー色のパンプスを合わせた。手持ちの少ない服を引っ張り出し、ファッション雑誌を丸っと真似した格好だった。

　普段パンツやスニーカーばかりだから、脚元がすうすう肌寒くて落ち着かない。ストッキングは破れていないだろうか。気を遣うことが多くありすぎる。

　しかしこうしてお洒落をしてみると、気持ちが上がるのも事実で。

（変じゃないよね……？）

　仕方なく出てきたとはいえ、ドキドキしないわけがない。緊張半分、好奇心半分といったところだろうか。

　お洒落で美人の八重が言うのだ、彼女の審美眼を信じれば、彼は絶世の美男子（とまでは言ってないかもしれないけど）に違いない。

　もしも自分好みのやさしくて素敵な人だったら、年収＆職業なんて気にせず、プロポーズに頷いてしまうかもしれない。

　永久就職……という言葉が脳裏を掠めつつある中、案外それも悪くないかもと、勝手な妄想を浮かべてにやけそうになる表情をハッとして引き締め、美澄はレストランの中へと入っていく。

「真下と申します。英八重の名前で予約してあると思うのですが」

「真下美澄様ですね？」

「はい」

「お待ちしておりました。お連れ様は先にお席にご案内しております。こちらへどうぞ」

　話は通っていたらしい。やはり避けられない事態だったようだ。すっぽかさないでよかった、と胸を撫で下ろす。

　しかし一方で、急に眩暈がするような、激しい緊張感がこみ上げてきていた。

　ヒールがほどよくやわらかな絨毯に埋まる。躓いたりしないように、美澄はなるべく優雅に歩くことを意識した。

　日々クレヨンのついたエプロンを身に着け、ぺたんこのシューズでバタバタと子どもを追い回していた自分にはまったく似つかわしくない場所だ。

　美澄はレストランの中を見渡す。その中で、男性ひとりが座っている席はひとつだけ。

　さらっとした黒髪の下に、整った双眸が見え隠れしている。端整な顔立ちであることは、ひと目見てわかった。

　美澄は思わず胸のあたりに手をやった。心臓のあたりからざわりと一気に昂揚するような感覚を味わう。男の人とふたりきりなんて一体いつぶりだろう。

　平常心、平常心。何度も心の中で唱える。浮ついているところを気取られてはいけない。あくまでも八重の紹介で会うことにしただけなのだから。

（よし……！）

　気分を入れ替え、よそいきの表情を作りつつ上品に挨拶をしようとしていた美澄は、彼が顔を上げた瞬間、見たことがある人物だったことに驚き、その場で固まってしまった。

（この人……！）

　美澄は激しく動揺する。

　どうして――嘘でしょう。

　人違い？　記憶違い？　ただ似ている人？

　ううん、絶対に、忘れるわけがない。

　院長の息子だなんて、この人、そんな立場の人だったんだ――。

　案内係が去ってから、彼は立ち尽くす美澄に声をかけてきた。

「どうしました」

　クールな低音が、美澄の鼓膜を刺激する。びくりと、彼女は頬を硬くした。

　警戒体勢を敷いた美澄のことなど、彼はまったく気付いていない。それがなおさら美澄を苛立たせる原因となった。

「だって、まさか、あなたがお見合い相手だったなんて……思わないじゃないですか」

　美澄が声を震わせると、彼は怪訝な表情を浮かべた。

「失礼。どこかでお会いしたことがありましたか？」

「……病院であなたに会ったことがあります。東雲総合病院の、外科医ですよね？」

「病院……ああ、なるほど。患者さんでしたか」

　彼は頷く。なんともないように。よくあることだとでも言いたげに。

　それがますます美澄の癪に障った。

「先生はたくさんの患者さんを診ていらっしゃるから覚えていないでしょうけど、私は先生から言われたこと、ずっと覚えていますから」

　精一杯丁寧に、棘を忍ばせつつ、キッと睨みつける美澄の様子を見て、彼はようやく思い当たったらしい。端整な表情をわずかに崩した。

「ああ。ひょっとして、あのときのか」

「思い出してくれましたか？」

「まったく、あの人も誰を紹介するのかと思えば……」

　今にも舌打ちをしかねない、急に態度を変えた医師とは思えない姿に、美澄はますますムッとする。

　下等生物を見るような冷めた目が気にいらない。看護師や保育士にナイチンゲールのような聖母さを求められても困る。自分という医師がすべてみたいな尊大かつ横柄な態度は改めてもらいたいというもの――。

　美澄は悶々としながら、彼との出逢いを振り返った。




　――去年の十二月、あれはクリスマス間近の日曜日だった。

　美澄は保育園のクリスマス会で使う小道具の買い出しのため、雑貨店に来ていた。

　会計を終えて外を見ると、日が暮れて雪が降りはじめ、珍しい光景に通行人皆が空を見上げていた。東京では十二月に雪が降ること自体珍しい。

　ちらちらと輝く冬空に感嘆し、さあ帰ろうと店を出たところ、歩道にざわめきが走った。

　なんだろうとその方角をみれば、自転車が猛スピードでやってくるではないか。そのせいで、人の方が慌てて避けているのだ。自転車を運転していた男はスマホを眺めながら運転しており、人が避けていくのをいいことに、前方をまったく気にする様子がない。

（誰も注意しないし、怖いな。巻き込まれたら大変……）

　危ないから気をつけようと自転車が去るのを待った。そのときだった。

　美澄は店の中から子どもが飛び出してきたのを発見する。見覚えのある顔から美澄が勤める保育園に通う園児であることがわかった。

　どうやら母親の会計を待ちかねて雪空を見るために飛び出してきたらしい。

『だめ！　危ない――！』

　このままじゃ間に合わないかもしれないと、美澄はその子の元へと全力で走った。

　あわや自転車が接触するという、間一髪のところだった。自転車からかばうように園児を抱き込んだ直後、背中にどんっという衝撃を受けた。美澄は突き飛ばされるように街路樹へと投げ出された。その直後、激しい痛みに見舞われ、美澄は呻く。悲鳴やざわめきが遠くに聞こえた。

　自転車の主はハッと息を呑んだ声を漏らしたものの、怖くなったのか、そのまま自転車に乗り直し、遠ざかっていってしまったようだ。

　通行人が大丈夫ですかと声をかけてくる。しかし美澄は声を出せない。息をしようとすると痛みが走るのだ。背中や腕の感覚がなく、額からは血が流れていた。脇腹にじわじわと鈍痛が広がっていく。見れば、街路樹の木の枝がめり込むように刺さっていた。

　朦朧とする中、美澄は慌てて園児の状況を確かめた。園児は泣いていたが、幸い怪我はなかった。

　良かった……安心した途端、力が入らなくなった。すぐに起き上がれなかった美澄を心配し、通行人がざわつく。慌ててやってきたらしい園児の母親がすぐに救急車を呼んでくれた。

　その後、美澄は東雲総合病院の救急外来に運ばれた。頭は打っていなかったようで額は切れただけだったが、念のため検査をすることになった。腹部の傷の方がずっと具合が悪かった。大量出血しないように樹の枝が刺さったまま運ばれ、その日に緊急手術となり、美澄はしばらく入院となった。

　そのとき当直で対応したのが、口の悪い外科医――目の前の彼だったのだ。

　手術が終わって目が覚めた際、美澄は真っ先に園児のことを思い浮かべた。

『先生、あの子の容態はどうでしょうか？』

『あの子なら、かすり傷程度で済んだ。心配は要らない』

『そうですか。よかった』

　ほっとして、美澄はお礼を告げようとしたのだが、医師の言葉に遮られる。

『なぜ、こんな無茶をした』

『あのときは必死で……あのままじゃあの子がひかれてしまうと思ったら体が勝手に……』

　医師は園児の母親から事情を聴いたらしい。満身創痍状態の美澄がなぜか激しく説教される始末。

『君が怪我をしたことは、正義のヒーローの勲章じゃない』

『私はそんなつもりじゃ！』

『中途半端な正義感で、自分の身ひとつ守れないやつに誰かを助ける資格なんかないんだ』

『そんな言い方！　そうですか。手術してくださってありがとうございました！　一日でも早く退院して出て行きます！』

『その様子ならすぐに治るから大丈夫だろう』

　そっけなく彼は言った。なんでもないことのように。怪我人に対して言う言葉じゃないし、わざわざ捨て台詞を吐く必要なんてないのに。

　人命救助のために医師がいるのではないの？

　人として保育士として、園児に何もなかったことを喜んではいけないの？

　そんなわけで、彼の第一印象は超最悪だったのだ。

　その冷徹な外科医が、今、自分のお見合い相手として目の前にいるとは――なんて皮肉のきいた奇跡なのだろう。




「――とりあえず、座ったらどうだ。突っ立ったままだと、変に思われるぞ」

　この状況を諦めて受け入れたらしい。彼は小さくため息をついて、美澄を着席するよう促した。

「……」

　こちらは晴天の霹靂に見舞われ、まったく食事をする気分ではないのだけれど。さすがにこのままさよならというわけにはいかないだろう。周りの客の視線をなんとなく感じて、美澄は渋々だが着席する。

　フルコースを予約してくれていたらしい。けれど、お互いに躊躇ためらってしまい、乾杯をするわけでもなく談笑するわけでもないので、果たして最後のデザートが運ばれてくるまで、この空気に耐えられるかわからない。

　何を話せばいいというのか――。

　迷った末、美澄はとりあえず状況を整理することにした。

「東雲先生は、英八重さんとはどういうご関係ですか？　実のところ私、何も聞かされていないんです」

「俺の父親と繋がりがあるんだ。ふたりは幼なじみらしい」

「そうなんですね」

　院長の幼なじみということは……一体、八重は何歳なのだろうという疑問がまた湧いてしまった。年齢不詳な上に、顔が広いというか……とりあえず今はそんなことよりも、この事態を収束しなければならない。

「お互いに気にいらない相手のようですし、この縁談はなかったことにしませんか？　今夜の食事は……八重さんのご厚意に甘えることにしますが、これっきりということで。それでいいですよね？」

　まくしたてるように美澄は言った。

　しかし彼の方からは意外な答えが返ってくる。

「俺は君を気にいらないとは言っていない」

　彼が引き止めるようなことを言うので、意表を突かれた美澄の顔は赤くなっていった。

（何よそれ。どういう意味なの）

　彼はまっすぐに美澄を見ている。真正面から改めて捉えた彼の顔立ちは、いやみなほど整っていて、文句のつけどころがない。

　凛々しい双眸だとか、少し目尻にかかる前髪とか、甘さを感じる口元だとか、ただそれだけでも、パーツごとに女性をドキドキさせる条件が揃いすぎている。

（なんか勝負を挑む前に敗北を味わっている気分。いいえ。これは条件反射的なもの！　だって、憎たらしいくらい見た目はいいんだもの）

　美澄は心の中で言い訳を連ねる。

　しかし彼に美澄を口説こうという素振りはない。こちらの考えを見透かしたらしい彼は、小さくため息をついた。

「俺も別に、最初から本気で結婚を考えていたわけじゃない」

「じゃあ、あなたはなんのためにお見合いの件、承諾したんですか？　そういえば、八重さんから、理想の条件があるようなこと聞きましたけど」

「それは、色々聞かれたから適当に答えただけだ。大人の付き合いだよ。君だって断れなかった口だろう」

　まさに美澄が経験したことだけに、その光景が目に浮かぶようだった。

「それは……」

　美澄はその先の言葉を見失い、口を噤んだ。

　たしかにそうだ。あわよくば永久就職をちらつかせられたことは黙っておこう。打算がまったくなかったわけではないのだから。

　よくよく考えれば、これって運命の再会というやつでは？　能天気なアイデアがむくりと浮かんできて、美澄は頭を振った。

（とんでもない！　見た目がいくらいいからって、あんな冷たいこと言う人だもの。価値観は絶対に合わないわ）

「君は保育士だろ？　しいて挙げれば、子ども好きの方がいいと言ったから選ばれただけだろう」

　つまりは……おまえじゃなくてもいいということだ、と釘を刺されたらしい。

　傾きかけた天秤がものすごい勢いで戻ってきた。めらめらと胸の奥が熱くなる。

　やっぱり彼とはこれっきりということで！

　今すぐ立ち上がりたい気持ちを振り払い、美澄はフォークとナイフを握り直した。ここまできたら開き直るしかない。

「もういいです。お腹空いたので」

　黙々と食べ始めた美澄を尻目に、彼も食事を進めることにしたらしい。しばらく遠くの方に聞こえるピアノの音色を聴きながら、フルコースを味わうことに徹した。

　彼は時折時計を気にする。スマホは必ず見えるところに置いておく。医者という職業柄、いつでも呼び出されたらいけるようにしているのかもしれない。

「――はぁ。お腹いっぱい。美味しかったぁ」

「ものすごい勢いで食べてたな」

　少し小馬鹿にしたように彼が言う。

　こういうお店だから上品さを装ってはいたけれど、食欲を優先した美澄の様子を、彼はしらけた目で見ていた。

「フルコースなんて、めったに食べられないですから。これも八重さんのおかげですね」

　美澄は開き直ることにした。

「それじゃあ」

　と、そっけなく別れの挨拶をしようとしたときだった。

　彼はスマホに目を落としたあと、何か思い立ったように言った。

「……そうだ。ちょうどいいかもな。これも何かの縁っていうことで、ちょっと付き合ってもらおうか。行くぞ」

「は？」

「心配するな。金なら払う。どうせここも俺のおごりだ」

「えっ!?　八重さんの予約じゃなかったんですか？」

　そうとは知らずに平らげたあとで、美澄の顔からさっと血の気が引いた。

（うわぁ。どうしよう……！）

　有名なフレンチ店のフルコースに品のよいワイン……けっこうな金額だと思う。

「食べた分は働いてもらわないとな」

　もはや後の祭りだ。彼は意地悪な表情を浮かべていた。

「ちょ、何を考えてるんです？　突然、野獣化しないでください。私にその気はありませんからっ」

　きゃんきゃん騒ぐ子犬を一蹴するように、彼は待てのポーズをとる。

「そうじゃない。おまえに頼みたいことがあるんだ」

「頼みたいことって……いかがわしいことじゃありませんよね」

　疑うたぐるような目を向けて警戒していると、彼は気だるそうにため息をついた。

「今夜、姉貴の子どもを預かることになったから、面倒を見る人間が欲しいんだ。一時的にうちのベテランの看護師が見てくれるって言うんで預けてるんだが、さすがに明日の午後までずっとそのままでいるわけにもいかないからな」

「理由はわかりましたが、私たち初対面ですよ。それもお見合いは破談です。あなたの事情なんて私に関係ないですよね？　当然のように言わないでください。なんで私が――」

「フルコース、食べたよなぁ」

　ただでさえ整った顔にわざとらしくにっこりとした顔で言われると、ものすごい圧を感じる。美澄は思わず後ずさった。

「ぐっ……それを出されると。わかりました。お金はお支払いしますから」

　財布に手をかけようとする美澄だったが、その中身が頼りないことなど彼女にはわかっている。ただなんとか彼の強引な命令から逃れられないかの時間稼ぎだ。

「手、出せ」

　急に命じられて、条件反射的に美澄は手を出した。その手を握られ、ぐいっと引っ張られる。

「金を払うよりも、給料もらった方が得だぞ。いいから来い」

「ちょ、東雲の某なにがしさん、院長の息子さん」

　有無を言わさずに連れ出され、美澄は男の後を追う。

「真下美澄」

　突然、彼がくるりと振り向く。

「は、はい」

　思わず美澄は返事をしてしまっていた。

「俺の名前は、東雲の某ではない。透夜だ」

「東雲、透夜……さん」

　圧倒されてしまい、美澄はとりあえず復唱する。

　立ち尽くす美澄をよそに、彼は颯爽とタクシーを呼びつけ、美澄を中に押し込んだ。

　振りほどいて逃げればよかったのに。おごってもらったという引け目があったからとはいえ、ほろ酔いの気分がどこか判断力を鈍らせていたのかもしれない。そうとしか説明できるはずがなかった。










２　いきなりのプロポーズ!?




　タクシーを降りたあと、目の前にそびえたつ高級そうなタワーマンションを見上げ、美澄は感嘆のため息をつく。

「さすがは東雲先生……立派なところにお住まいなんですね。さぞかし景色もよさそうで……」

「病院から一番近いマンションがここだ。おまえが夢見ているような高層階の眺めは望めないから安心しろ」

　冷めたように言って、透夜はさっさとエントランスのエレベーターに向かう。

　いやみのつもりではなかったのだが、いやみを返されてしまい、美澄はむくれながら彼についていく。

「わ、私だって、あなたが相手じゃなかったら、今ごろそういうロマンチックな状況になっていたかもしれないじゃないですか」

「ふーん。あの喰いっぷりを自覚した上で、そう言うなんて、大層めでたいことだな」

　ばっさりと切り捨てられ、美澄はむっとする。

（八重さん、聞いてないよ。口が悪いなんてものじゃないよ。俺様王様？　魔王の間違いでは!?）

「勝手に誘っておいて、あんまりにも失礼すぎません？」

　のこのこついてくる自分も大概だわ。

　美澄は押しに弱い自分が恨めしくなった。

「本当に、ほんっとに、何もしませんよね」

　悔しさのあまりに食い下がると、エレベーターの扉が閉まった瞬間、いきなり壁際に追い詰められた。

（な、言ってるそばから――!?）

　美澄は目を丸くして、自分よりも背の高い彼を見つめ返す。今にも吐息がかかるような、キスできる距離にふたりはいる。言い合いに夢中になっていてまったくの無防備だったことを反省する暇もなかった。

「むやみやたらに男を煽ると、痛い目に遭うってこと学習しておけ」

「……っ」

　透夜は壁に手をついたまま美澄を見下ろした。エレベーターはその間にも上昇していく。いつの間にかボタンは押されていたらしい。

「おまえが迫られたいって言うなら、ご要望に応えても構わないが？」

　いきなりおまえ呼ばわりされ、冷たい視線を辿れば、獰猛な熱を孕んだ瞳を感じて、美澄はどきりとした。

　これが彼の本性。目の前の男は、レストランで気取っていた紳士でもなければ、人命を救う医者でもない。ただの白衣の皮を被った獣だ。

「……っ最低」

「俺に何かされたら訴えればいい。あの日手術が終わったときみたいに必死な顔で、な」

　透夜が挑発的にそう言い、美澄から離れる。

「今の、完全に脅しじゃないですか。信じられない。私、帰――」

「残念だが、もう着いた」

　透夜は逃げても無駄と言いたげな意地悪な顔をして待っている。階下のボタンを押す気はないし、どうしても放さないという覚悟が見える。店を出て彼に主導権を握られてから、もうとっくに彼のテリトリーに入ってしまっているのだ。

　ここは絶対王政の魔王の城――。美澄は思わずぶるりと身震いをした。

（なんで本当についてきちゃったの、私。でも、今ここで帰るのは本当に逃げるみたいで悔しい）

　謎の負けず嫌い魂がこみ上げてきて、美澄はつんと顔をそむけ、なんでもない素振りでエレベーターから出た。

「で？　どこですか？　忌まわしい魔王様の居城は」

　行ってやろうじゃないの。何かあれば、彼の勤める東雲総合病院に通報してやる！

　美澄はあたりを見渡す。

「魔王ってな……。まあいい。こっちだ」

　透夜は顎をしゃくった。

　七階の一番奥が、透夜の住んでいる部屋のようだ。彼はカードをかざしてロックを解除するとドアを開き、美澄の方を振り向いた。

　透夜の言いたいことを察した美澄はスマホの緊急通報画面を突き出した。

「ここまで来たら逃げませんよ。でも、何かあったら緊急アラーム鳴らしますからね」

　透夜はしらけた顔をしている。彼の方はとっくに意地悪モードなど解除していたらしい。

「どうぞ。おまえの好きにしろ」

　そう言い、聞きわけのない子どもを見るかのような顔で美澄を一瞥し、靴を脱いだ。

　この男、本当に可愛くない！　そっちが頼んできたくせに。

　しかしここまで来たら観念するしかない。

「お邪魔します」

　美澄も靴を脱いで揃え、彼についていく。

　玄関からふたつほど部屋を通りすぎ、透夜はリビングのドアを開いた。

　広々とした部屋の中はさっぱりと片付けられていた。男のひとり暮らしにしては綺麗だな、と美澄は思う。調度品はひととおりデザイナー家具で揃えられているのか、それぞれ洗練されたお洒落な雰囲気が漂っている。あまり使われていなさそうな対面型のキッチンの先には品のいいソファやテーブルがあり、リビングの可動式の間仕切りの向こうにはもうひとつセパレートになっている部屋がある。あまり物は置かない主義らしい。来客用なのか仮眠用なのか布団だけがふた組積んであるのが見えた。

「なんだ、もうそろそろか。割と時間を喰ったな」

　透夜が腕時計を見て呟く。美澄が壁の時計を見ると、午後七時を回っていた。

「そろそろって？」

　美澄は首を傾げた。

　すると、程なくしてインターフォンが鳴り、透夜はすぐに応じた。Ｕターンして玄関へと行く彼を見ていると、女の人の声が聞こえてきた。

「東雲先生、連れてきましたよー」

「すまないな。ちょうど今戻ってきたところだ」

　会話をするその声音はだいぶ親しい間なのだろうと推察される。長身の彼の背に隠されていた女性が、少し身体を横にずらし、美澄を発見したらしい。ひゃーっと黄色い声をあげた。

　美澄はとりあえず彼女に会釈する。

「可愛い人じゃないですか。どうでした？　お見合い……って、やだ、先生ったら。初日にお持ち帰りなんて、やっぱり若いですね。看護師たちが噂していましたよ。案外、見た目どおりに肉食系だったんですね……」

　興奮状態の彼女に対し、透夜は冷静なままだった。

「大丈夫か？　どこか日本語がおかしいぞ」

「あら、私ったら。勝手に盛り上がっちゃって、ごめんなさい。それじゃあ、今夜はごゆっくり～」

　にやけ顔の来訪者は言いたいことだけを言ってそそくさと逃げるように帰って行った。

「……ったく。余計なことを言いふらさないといいが」

「あの」

「あれが、さっき説明したうちのベテランの看護師だ」

　こちらから聞くまでもなく、透夜が説明してくれた。

　打ち解けた相手にはあんなふうにフランクに接することができるらしい。

（……ていうか、私以外の患者さんには、やさしかったよね。なんの差なの……）

　美澄はちょっとだけ腑に落ちない気分だった。

「なるほど。お見合いの間だけ、預かってもらっていたっていうことですね。あの人にそのままお願いすればいいのに」

「そうもいかない。あの人には家庭があるからな」

「まるで私が暇人みたいに……」という小さな反論はスルーされる。

「明日は休みだから、姉貴が戻ってくるまで、俺は一日中付き合わないとならない。正直、患者でもない子どものことはよくわからないから困っていた」

　本当に困っているというのは透夜の表情からは伝わってきた。

「そんな。よくわからないって……自分の甥っ子じゃないですか」

「――それがな、俺には全然懐かないんだ」

　透夜が顎をしゃくった。いつの間にかリュックを背負っていた甥っ子くんが美澄の陰にささっと隠れていた。まるで忍者のようである。

　天使のようにサラサラな茶色の髪がふるふると震えている。子どもらしいつぶらな瞳が何かを言いたげにしている。

　怖い大人から守ってほしいというオーラをキャッチした美澄はにこりと微笑みかけた。

（かわいそうに。君の気持ちはよくわかるぞ。怖いよね、この魔王……！）

　やっぱり子どもにはちゃんとわかるのだ。うんうんと、美澄は頷く。

「なるほど。私は、助っ人……派遣保育士ということですね」

　弱点を掴んだことで優位になった美澄が感情を込めて言うと、何かを感じ取ったらしい透夜が不満げに口を曲げ、きまりわるそうに髪をかきあげる。

　そんな彼の様子を見て、美澄はなんとも得難い勝利に酔いしれた。

「何ニヤけてるんだ。気色悪い」

　ひどい言葉を言われようが、今の美澄は気分がいい。

「いいえ。別になんでも。仕方ないですね。そういうことなら」

「で、引き受けてくれるか？」

　あくまでも上から目線の彼の問いに、美澄はため息をつく。

「強引に人を居城にさらってきて、帰す気なんてさらさらなかったくせに。ここまできて、今さら聞くんですか？」

　とりあえず透夜のことは無視して、美澄がおいでと微笑みかけると、おずおずと男の子はそばにやってくる。一歳半あるいは二歳になる手前だろうか。お喋りはできるはずだ。

「おなまえは？」

「しゅう」

　可愛らしい声が聞こえてきて、美澄は頬を緩ませる。

「しゅうくんっていうんだ。私は美澄だよ」

「みん、しゅみ？」

「はい。上手に言えました。どうぞよろしくね」

　にっこりと微笑みかけると、男の子はぱあっと笑顔を輝かせた。

「うん！　しゅみ、あしょぶの！」

「うんうん、あそぼうね」

　男の子が背負っていたリュックには、【柊しゅう】という文字が書かれてあった。

　振り仰ぐと、透夜はホッとしたような顔をしていた。

「その中に柊のお気に入りのおもちゃが入ってるらしい。着替えとか消耗品はこっちのバッグに入ってる」

　透夜はそう言い、マザーズバッグを持ち上げて見せた。

「わかりました。とりあえず、柊くんにリュックを開けてもらいましょう」

　美澄は柊の目の前に座り、おいでと両手をやさしく引く。

「リュックの中にママが色々入れてくれたんだって。一緒に開けてみよっか？」

「うん！」

　小さなふっくらした手がリュックを誇らしげに開く。

　覗いて見れば、手のひらサイズの絵本、それからお気に入りらしいお絵描きセットやミニチュアの車や列車などの玩具もいくつか。

　それらを大切に取り出してテーブルに並べ、美澄はご機嫌になった柊と遊びはじめた。

「ブーブーかっこいいね。柊くんはどれが好き？」

　消防車や救急車やパトカーを手に持って並べる柊に問いかけると、救急車のマークのところを指さした。

「こりぇ！　みちゃの。これー！」

「さっき病院にいたからかな？」

「おえたち、しゅる」

　次はお絵描きをしたいらしい。子どもの興味は次から次へとうつる。かと思えば、一点に集中して没頭することも。

　柊は赤や青などのクレヨンで画用紙に書きなぐる。ちゃっかりと美澄の膝を椅子代わりに座っていた。

　ふふっと美澄は表情を綻ばせた。

「人見知りする子かなと思ったけど、そうでもなかったですね」

　透夜はソファに身を預け、柊と美澄の様子を眺めている。そんな彼の視線を感じた美澄は、柊を気にしつつ振り返った。

「それはおまえだからだ。人見知りするなんてものじゃなかったぞ。怪獣のように暴れていた。小児科病棟でもなかなか見ない暴れっぷりだった」

　透夜には悪いが、その様子をちょっとだけ見てみたい気がした。だとしたら彼は相当困っていたことだろう。ぷぷっと美澄は噴き出す。

「さっきみたいに隠れちゃう感じでもないんですか」

「ああ。だというのに、不思議なもんだな。看護師にもなかなか懐かなかったらしいのに、おまえにはそういう何かがあるのか」

　感心したように透夜が言うので、美澄はちょっとだけ誇らしくなる。

「小さな子には好かれやすいですかね。保育士あるあるですけど、まあ、それだけが取柄ですよ。その仕事も今はなくなっちゃったけど」

　ついこの間までたくさんの園児に囲まれていたことが、とても遠く懐かしく感じるくらいだ。

「今は、休職中か」

「失業中ですね。保育園が潰れちゃったので。ですから、いいですよ。一日くらいなら、柊くんのお世話をするの」

「助かる」

　魔王もようやくおとなしくなってくれたので、美澄は仕方なく頷いた。

「明日、何時に来ればいいですか」

「このまま泊まっていけ。いちいち戻るのも面倒だろ。着替えや必要なものがあったらこっちですべて用意する」

「えっ……待ってください。泊まり？」

　美澄は思わず眉間に皺を寄せ、透夜をじっと見た。

「自意識過剰か？　何もしない。柊がいるんだ。何かいやらしいことができる状況でもないだろ」

「そ、そうは言っても、前科がありますからね」

　美澄は警戒の目を透夜に向ける。

　エレベーターで壁ドンされたことを言及したいのだ。

　すると彼はため息をついて、

「俺は医者だ。人を救えないことはあっても、犯罪者になる気はない」

　そうきっぱり言い切った。

　意外に真面目に回答をもらってしまい、美澄は言葉を失った。

（この人って、なんか……）

　固く心を閉ざしたような、憂いを帯びた彼の表情に、美澄は目を奪われていた。

　救えない命があること、その凍てつくような重みを、彼は誰よりも知っていると、体現しているようだった。

（何、急に……ずるい。そんなふうに言われたら、軽口を叩けないし、言い返せない）

　美澄がしゅんとしていると、透夜が懐かしむように目を細める。

「あのとき、大きな怪我がなくてよかったな」

　ふっとやさしい微笑みが一瞬見えて、美澄は目を大きくする。息が止まりそうになる。

（この人、そんな顔もできるんだ……）

　つい見入っていたら、透夜は決まり悪かったのか、ふいっと視線を逸らした。

「勘違いするな。おまえじゃない。あのときの子どもが、だ」

　偉そうだし、素直じゃないし、口が悪いのは変わらない。けれど――。

「……わかってます。本当によかったですよ。傷も残らなかったようですし。私も、無茶はしないように気をつけます」

「ああ。そうしてくれ」

　やさしく表情が緩んだ。その一瞬が、美澄の過去の傷を癒していくように染み入る。

　そういえば――救急車で運ばれたあと、声をかけてくれた人がいたことを思い出した。

　痛みで目を瞑っていたから誰かはわからなかったけれど。記憶から溢れ、鼓膜に蘇る声が、自然と一致する。

『君はバカか。いいか？　誰かのために、自分の命を犠牲にするな。君の命だって大事なんだ。でも、よく頑張った。助けるからな。傷跡は残さないようにしてやる。もう少しだけ我慢してくれ』

　そうだ。あの言葉は、透夜がくれたものだった。

　彼のおかげで、傷跡はうっすらとした線が見えるくらいで、ほとんど残っていない。

　あのとき励ましてくれたのが目の前の透夜であったことを思い出すと、急に心臓がどきどきしはじめた。

　あのときは、どうして怒鳴られなきゃいけなかったのだろうということばかりに支配されていた。彼はただ医者として美澄のことを案じてくれたからこそ、叱咤したのではないだろうか。

（私、ひょっとして、この人のこと、誤解していたのかな……）

　それから――。

　来客用のルームウエアを借り、リビングの奥の部屋にふた組の布団を敷いた。

「柊くんをお風呂に入れられます？」

　透夜に一応聞いてみたものの、柊は透夜と目が合った途端、イヤイヤと首を振った。

　美澄はそうだ、と閃く。

　テーブルに置いていた一冊の絵本を開き、くまのお父さんとこぐまが一緒にお風呂に入っているページを開いて見せた。泡がぶくぶくとふくらんで、親子楽しくはしゃいでいるシーンだ。

「こんなふうに、おじさんと、あわあわぶくぶく、あそばない？」

「やぁ！　みしゅ、いいの」

　断固拒否。頭をぶるぶると震わせる。唇は固く引き結ばれてしまった。

「きっと、楽しいよ？」

「いや、あっち！」

　手元にあった垂れ耳のふわふわした茶色いうさぎのぬいぐるみをぽんっと投げつけられた透夜は、こめかみあたりを押さえていた。すごい嫌われようだ。あれだけ横柄な彼が柊には勝てないところを見ると、噴き出して笑ってしまいたくなるのを美澄はぐっとこらえた。

「おまえに頼むしかないようだな」

　やれやれと、透夜はだるそうに髪をかきあげた。

「お風呂で裸の付き合い大作戦……は失敗のようですね」

「おまえな。顔がにやけているぞ」

　不満げに透夜が睨んでくる。

「だって」

　美澄はこらえきれずくすくすと笑う。透夜はきまりわるそうな顔をしていた。柊は相変わらず美澄にべったりくっついて、透夜の様子を窺っているようだった。

「柊くんのきもちはよくわかったよ。でも、投げたらどうなる？　いたいいたい。ぬいちゃんもかわいそうだよ。よしよししてあげようか」

　透夜がうさぎのぬいぐるみを前に出すと、柊はさっと受け取って美澄の方を見上げた。

「ごめんねって、いいこいいこしてあげて」

「よちよち、いこいこ」

　柊は素直な子なのだ。美澄がしたとおりに真似をする。

「おじさんに、どうぞしておいで」

　ごめんなさいと謝らせることも必要だが、泣かせてしまうといけないので、とりあえず柊の気持ちに寄り添うことにした。

　きっと、嫌いなのではなくて、どうしていいかわからないのかもしれない。お医者様や男の人が怖いと思う子どもは大勢いる。

　美澄と並んだ柊は、おずおずと透夜にうさぎのぬいぐるみを差し出した。子どもなりに大きな勇気だ。

「よくできました」

　美澄は大げさなくらい柊の頭をやさしく撫でる。すると柊はほっとしたように笑顔になった。

「しかしこのえらい違い。まるで魔法使いのようだな」

　感心したように透夜が呟く。

「じゃあ、一緒にぶくぶくあわあわしよっか」

「うん！　しゅるー！」

　両手をばんざいして抱き着いてきた柊が可愛くて、美澄は頬を緩ませた。

　一方、羨ましそうに見ている透夜がかわいそうでもあり、ちょっとした優越感にも浸ってしまう。

「せめて着替えのパジャマと湯上り用の水でも用意しとく」

「ふふ。お願いしますね」

　お風呂から上がったあと、さっきのあわあわぶくぶくの絵本を読み聞かせていると、柊はすぐにうとうとしはじめた。奥の布団に連れていき、柊を寝かしつけている間、美澄は不意に透夜のことが気になった。

　振り返ると、驚くほどすぐ近くに彼の顔があって美澄は驚いた。

　さっきは少し離れたところから様子を見ていたはずなのに、いつの間にか隣に敷いたもうひと組の布団の上で横になったまま目を瞑っていたのだ。

　激務の合間の休日だというのにお見合いや苦手な子どもの相手をすることになって、寝室に行く気力もないくらい、疲れてしまったのかもしれない。それに、柊が布団に入ったことでとりあえず安心したのだろう。

「……寝ちゃってる」

　寝顔は邪気みたいなものがほどよく和らいで、子どもみたいにあどけない。

　美澄はぷっと笑った。

　泊まっていけといったのも、その実は自分が泊まってほしかったのだろう。さっきの状況を考えると、柊と一対一でお世話をするのは大変だっただろう。切実に見ていてくれる人が欲しいと思うのも仕方ないかもしれない。

（なんだかへんなことになっちゃったな）

　病院に運ばれたときに腹が立った気持ちはたしかだけれど、でも、それは過去のことだからと受け止めつつもある。

（よくよく考えれば、正論だったんだよね）

　歯に衣を着せない言い方とか、上から目線だとか、俺様王様ならぬ魔王様のような態度だとか、色々引っかかることはあるが、大きな怪我がなくてよかった、と言ってくれたことも本心からだろうというのが今ならわかる。

　お見合い相手――としては、どうなのだろう。彼も結婚する気はなさそうだったから、派遣保育士の任務が終わったら、それでさよならだろうけれど。もう少しそばにいたら彼のことをもっと知ることができるんじゃないかと、名残惜しくも思う。

　そんなことを考えてから、美澄はハッとした。

（いけない。これじゃ、あの人の思う壷じゃない）

「と、とにかく顔、見た目は本当にいいんだよね。大きな病院の院長の息子で、優秀な外科医で、それでこんなに顔がよくて、ハイスペック……それが何よりの罪じゃないの」

　美澄は透夜に毛布をかけると、彼のそばからそっと離れた。それから彼に背を向け、柊の方を向くように布団に横たわった。

　透夜がすぐ隣で寝ていると思うと、落ち着かなくてドキドキしてしまう。けれど、せっかく寝付いたばっかりなのに起こしたら大変だ。美澄は柊と透夜の間に挟まれ、しばし我慢することにする。

　柊は両手を万歳しているみたいな格好ですやすや寝ている。肩が冷えてしまわないように布団を深くかけ直しながら、その無邪気な寝顔を見守る。

　子どもの寝顔は癒される。ずっと眺めていても飽きない。もちろん、お世話は大変だ。子育てはただ可愛いだけじゃ済まない。いつでも聞きわけがいいわけではないし、急に具合が悪くなったりもする。

　だからこそ、世の中のお父さんお母さんが安心して働けるように、子どもたちが少しでも寂しくならないようにサポートするのが保育士の仕事だと、美澄は思っている。

　そして、受け持った子どもたちが大きくなって色々なことを学んで卒園していくのを見届けることが、何よりの生き甲斐だった。

　美澄には両親がいない。写真でしか顔を見ることはできない。小学生になる前のことはほとんど覚えていない。仕方ないことだけれど、やっぱりふと寂しくなることがあって、親の愛を知りたいと渇望したこともある。

　だからか、自分に置き換えて子どもを守りたいという気持ちが大きいのかもしれない。

（私、やっぱり保育士続けた方がいいのかな……）

　あれこれ想い馳せているうちに美澄自身にも眠気が差し込んできたときだった。いきなり後ろから抱きしめられ、美澄はハッとする。

「ちょ、何もしないって言いましたよね！」

　ホールドされて身動きがとれないことにパニックになってもがいた。しかし抱きつかれただけで、その先に何かをしようというわけではないらしい。

　美澄が動きを止めると、すうすうと寝息が聞こえてきたのだ。どうやら彼は寝ぼけているらしい。

（な、なーんだ……紛らわしい！）

　どっどっと心臓が激しく動揺していた。

「どうするの、これ……」

　広い胸にすっぽりと閉じ込められ、搦められた腕は重たく、簡単には振りほどくことができない。時々軽く腕が締まったりして、首の後ろにかかる吐息がくすぐったい。すっかり抱き枕代わりだ。

　彼が寝返りを打つタイミングが来るまでは諦めて、されるがままに身を預けていると、背中越しに規則正しい心臓の音が伝わってくる。だんだんと彼の体温がうつってぽかぽかしてくる。

（あったかい……）

　保育園の子どもたち以外に、こんなふうに人肌を感じたことなんてもう何年もない。恋人は学生時代にはいたけれど、保育士になってからは日々の忙しさに流され、出逢いに恵まれたことはなかった。

　不意に、透夜の節くれだった手が視界に映り込み、美澄はつい観察してしまう。

（男の人ってやっぱり大きいんだな……）

　この手は、たくさんの人を救ってきた大事な手だ。そしてこれからもたくさんの人を救っていく医師の手……そういう歴史や覚悟を感じさせる、生命力に満ちている。

　それが急にとてもかっこよく思えて、ドキドキと鼓動が速くなっていく。

　いやいや。自分勝手な彼に振り回されているのに。

　さっそく絆ほだされている場合か。

　いっそのこと免疫を高めておくとか。

　美澄は悶々としながら加速する鼓動に鎮まれと念じる。

（川の字になって親子みたい……私が小さな頃も、家族ってこんな感じだったのかな）

　目を瞑っているうちに、だんだんと眠気がうつったらしい。そのまま美澄は意識を手放していた。
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　瞼の裏を明るい陽光が染め上げていき、香ばしい匂いが漂ってくるのを感じて、美澄は目を覚ました。

　ゆっくりと身体を起こして、ぼうっとする頭のまま状況を確認する。

　時計は八時半をさしている。だいぶゆっくりの目覚めだった。隣で柊はまだ眠っていて、透夜はキッチンに立っていた。どうやら彼はコーヒーを淹れていたらしい。

　――昨日のお見合い事件は、夢、ではなかった。

「おはようございます」

　美澄はおずおずと透夜に声をかけた。

「ああ、起きたか。おはよう」

　彼はごく自然に挨拶を返してくる。

「先生は、寝起きはいいんですね」

「まあ、職業柄だな。短時間で起きられるようになっていた」

　飲むか？と言われて、美澄は頷く。

　何が起きようと、いつでも平常心でいられるのも、医者という職業柄なのだろうか。

「いただく前に、柊くんがまだ眠っているうちに、さっと顔洗ってきますね」

　髪の毛はぼさぼさだし、さすがにすっぴんの顔をあんまり真正面から見られたくない。

　美澄はとなりで柊がまだ寝ているのを確認したあと、洗面所へ直行した。

　身なりを整えたあと、美澄は透夜に問いかけた。

「――あの、昨日のこと覚えていますか。夜……」

「夜？」

「いえ。なんでもないです」

　美澄は悶々としながらも昨日のことはとりあえず秘めておくことにした。自分から口にすると、墓穴を掘りそうだったからだ。

　いつか、このネタが役に立つかもしれない。彼の弱みを握っておいた方が、何かと便利かもしれないし……という打算もあった。

　悶々と考えていたら怪訝な顔をされてしまったので、美澄は柊の着替えを用意しつつ、話題を変えることにする。

「お姉さんって、今日の午後にお迎えにくるんでしたっけ？」

「午後三時くらいだそうだ。仕事が終わったらこちらに向かうと言っているが、時間が押すこともあるようだな」

「じゃあ、ピクニック日和ですし、お昼ちょっと前に外に出ましょうか？　きっと外遊び楽しいと思います。私、朝ごはんついでに、お弁当作りますよ」

　ふたりの話し声で目が覚めたらしい。

　柊が目をこすりながらむくりと布団から起き上がった。

「あしょぶ？　おしょと？」

「うんうん。お昼になったら、お外にお出かけしようか？」

「うん！　おしょと、しゅる！」

　美澄は柊と指切りをする。

「あとで自宅に一旦戻って着替えてきてもいいですか？　その間、なんとか仲良くしていてもらえれば」

「ああ。だが、なるべく早く戻ってきてくれ」

　心なしか焦っているようにも見える透夜に少し笑って、美澄は柊のお着替えを手伝ったあと、キッチンに立った。

　しかし、冷蔵庫の中身を確認し、愕然とする。

「どうしよう。朝ごはんになるものも、卵くらいしかないですね。柊くんアレルギーとかありませんか？　プレーンオムレツ大丈夫かな」

「アレルギーは問題ない。しかし食材は失念していた。これから俺が買い物に行ってくる。欲しいものがあれば言ってくれ。ついでに、おまえの着るものも適当に見繕ってくる」

「え？　でも、それなら私が買い物に行った方が……」

「いいんだ。おまえは柊を見ていてくれ。その方が効率もいい。服も、日雇い家政婦の支給品とでも思えばいい」

　透夜は言うが早いかスマホを差し出し、連絡先の交換を要求してきた。

「は、はぁ」

　美澄は呆気にとられつつ素直に応じるしかなくなる。スマホ同士を近づけて、アドレスに無事登録完了。美澄は小さくため息をつく。深く関わるまいと思ったのに、どんどん侵食されていく気がする。

　柊に拒絶されている様子を見れば、彼が困っているのはわかったが、しかしそんなに柊と一緒にいたくないということだろうか。子どもに好かれないというより子どもの存在自体どうしていいかわからないとか？　何か仕事上でトラウマでもあるのだろうか。

　透夜は車のキーを手に取り、引き止める間もなく、あっという間に出かけて行ってしまった。

「柊くん、透夜おじさん、そんなに悪い人じゃないかもよ」

　思わず柊に問いかけたが、柊はこてりと首を傾げるだけだった。きっと、子どものことだから昨日駄々こねたことも忘れているに違いない。なんとか仲良くなるきっかけがあればいいのにな、と美澄は思う。

　それから――美澄はさっそく透夜へメッセージを送った。その間に、掃除や洗濯を済ませ、柊と絵本を読んだり玩具で遊んだり、しばし平和な時間を過ごす。

「ただいま」と帰ってきた透夜を見て、なんだか不思議な気分になりつつ、美澄はさっそくキッチンに立った。

「お買い物、ありがとうございました」

「これだけあれば充分だろ。服の方はクローゼットにかけておく。あとで見てくれ」

　透夜が抱えていた荷物には、かなり大きな袋がいくつもあり、美澄は中を覗き込んだ。

　頼んだものを余分に買ったのか、それ以外にも色々入っていた。

「って、こんなに？」

　たまねぎやじゃがいもだけで一体いくつあるのか。同じ野菜がどんどん顔を出す。

「銘柄も色々あるだろう。自炊をほとんどしないからわからない。適当に選んだ」

「なるほど。そういうことでしたか。いい機会ですから、お休みの日に料理してみたらどうですか？　日持ちするものを幾つか作っておけばチンするだけで楽ですよ。手先は器用なんでしょうし……」

　美澄の言葉に、透夜は戸惑いの表情を見せた。

「人間相手と食材相手では勝手が違うだろ」

　まさにメスを握る外科医らしい物言いに、美澄は苦笑した。

「それはそうですけど。外科医はとくに体力勝負だって聞いたことありますよ。医者の不養生にならないよう栄養とらないと。普段は何を食べてるんですか」

「時間との勝負だからな。病院ではパンやカップラーメン、弁当だな。食堂もあるが、あまり俺は利用しない。休日は適当にどこかで済ませることが多いな。あとは、付き合いがあったり、な」

「それこそ、家政婦さんとか頼んだらいいのに」

「他人を家に上げるのは好きじゃないんだ」

「はぁ。私を強引に連れてきておいてよく言いますね」

「おまえは別だ」

　と言ってから、透夜は即座に釘を刺してきた。

「ああ、特別っていう意味ではないから、くれぐれも勘違いするなよ」

　こういうところが憎たらしい。しかしだんだんと彼がどんな人かわかってきた。

「いちいちひと言多いですね」

「おまえもよく喋る」

「私はちゃんと手も動かしてますから！」

　何が面白かったのか、むきになっている美澄で遊んでいるのかもしれない。

　彼女がむくれていると、なぜか透夜はふっと笑った。

　あ、笑うとちょっとだけ可愛いところもあるんだな、と美澄はひとつ彼の意外な一面を発見した。

「お弁当作っている間は、柊くんのことお願いしますね」

「まあ、短時間なら、善処する」

　透夜は言って肩を竦めた。

（それだけ子どもが苦手だと、結婚しても子どもは要らない派？　それって私にとってはどうなんだろう？　いやいや、お見合いは終了したわけだし……）

　とりあえず疑問は横に置いておく。

　お弁当作りは順調に完了し、その後、美澄はコンビニで下着だけ調達し、用意してもらった服に着替えた。選ぶのが困るくらい何着もあり、そのどれもがファッションには疎い美澄でさえ知る有名ブランドのものだった。足のサイズも確認してくれたのかスニーカーまで揃えてくれたらしい。

　東雲先生宅の福利厚生はとにかく素晴らしかった。

「まだ朝も早いのにどこでこんな素敵な服を？」

　不思議に思い尋ねると、

「姉のつてでちょっとな」

　透夜はさらりと答えた。

（っていうか、よくよく考えて、お弁当作りに子どものお世話だけで、フレンチとこの数々の貢ぎもの……割に合うのかな）

　逆に借りを作っているような気がしてならない。まさかそれを脅しのネタに使われるのではないだろうかという心配がよぎったが、今は彼の親切だと思うようにする。

　準備を済ませると、一行は午前十一時頃にマンションの部屋を出た。玄関脇に置いてあったベビーカーに柊を乗せ、抱っこ紐を後ろのかごに装備する。お弁当類はリュックに入れることにした。

「さ、出発」

「しゅぱーつ！」

　真似っこした柊の子どもらしい愛らしさに微笑んでベビーカーを押す。後ろから透夜がついてくる。

　向かったのは、徒歩十分圏内、病院とマンションのちょうど間くらいにある比較的大きな公園だった。

　開花しはじめた桜を眺めながら、レジャーシートを敷いて、ピクニックを楽しむ家族連れが大勢いた。

（私たちもあんなふうに見えているのかな）

　ちょっと気恥ずかしいような気持ちになってきて、考えを打ち消すように彼らの方を振り向くと、

「あれっ、もう食べるんですか？」

　透夜と柊が揃ってレジャーシートに正座していた。

　柊が興味津々にバスケットを開き、さっそくサンドイッチに手を伸ばそうとしている。

「腹が減ったんだ。なあ、柊」

「……うん」

　少しだけれど、共通の目的があるからか、距離を縮めたらしい疑似親子は顔を見合わせて頷く。その様子に、美澄の母性がキュンと悲鳴をあげる。

（ちょっと、可愛いがすぎるのでは？）

　まだぎこちないけれど、これから少しでも仲良くなれたらいいな、と美澄は微笑んだ。

「じゃあ、ウエットティッシュで手を拭いて。いただきまーす」

　美澄が手を合わせると、柊も真似して続いた。

「まーしゅ！」

「ほら、先生」

「……ます」

　渋々とだが、透夜も揃えてくれた。

　それから――。

　それぞれ食事を楽しんだあと、柊はさっそく芝生の上で駆け回りはじめた。

　透夜と美澄はそんな柊を追いかけたりボールで遊んだり、公園の中を散策したりしてるうちに、やがて陽はゆっくりと傾いていった。

「あいつのはしゃいでいる姿を見たことは初めてかもしれないな」

　柊の遊んでいた玩具を片付けながら、透夜は言った。柊は疲れたらしくマグの麦茶を飲み干したあと、うとうとと頭を揺らしはじめていたので、美澄は柊をベビーカーに乗せてあげた。

「少し打ち解けた感じありましたよね。よかったですよ」

　美澄がにこやかに言うと、透夜は感心したように頷いた。

「さすがだったな。おまえ、保育士には復帰しないのか」

「……それは、考え中です。それに、今回失敗した見合いの件を報告したら、八重さんに何か言われるかもしれないし、新しい人見つけて婚活してもいいかなって」

　褒められたことがくすぐったくて、冗談を交えた会話をしたつもりだったが、透夜が珍しく動揺していた。

「あれ？　ひょっとして私のこと手放すの惜しくなりました？」

「……調子に乗るな。おまえと話していると、こっちの調子が狂う」

　ふいっと、透夜は視線を逸らす。

「それはこちらのセリフですよ。でも、悪くなかったです。お医者様の姿からは想像がつかなかったこと、たくさん発見できましたから。弱みを握った気分です」

　美澄が笑うと、透夜はこちらを一瞥し、きまりわるそうな顔をしていた。

　私服の彼はモデルにも見間違うスタイルの良さと見目麗しさで、家庭的な雰囲気からはかけ離れている。通りすぎるファミリーの中には「子連れの芸能人？」と囁く人もいた。

　医者だと知ったら、その方が驚くかもしれない。

（口の悪い外科医だけど、まあ、この見た目なら看護師さんにもモテそうだよね）

　それこそわざわざお見合いしなくても、どこかのお嬢様なんかと良縁に恵まれそうなものだが。

　美澄が観察していると、

「なんだ」

　と、透夜は鬱陶しそうに眉間に皺を寄せた。

「いいえ、なんでも」

　美澄は首を横に振る。余計なことをして機嫌を損ねたくはない。任務を完了すればそれで終わりなのだから。

　突然けたたましくスマホが鳴った。透夜がポケットから取り出す。

　どうやら彼のお姉さんから連絡が入ったようだ。

「そろそろ着くらしい」

　公園の出口のあたりで待っていると、颯爽と現れた外車が一台、ハザードランプをつけて停車する。車から綺麗な女性がひとり出てきた。まるでドラマか映画のワンシーンのようで、思わず目を奪われた。

「すごい、モデルさんみたい――もしかしてこのあたりで撮影でもしてるんですかね？」

　美澄が興奮してあたりを見渡していると、横で透夜がさらっと爆弾発言をした。

「そのモデルをしている、姉だ」

「って、ええ!?」

　美澄は驚いて透夜と彼女を見比べた。

「はぁ。東雲家の遺伝子は一体どうなってるんですか。世の中あまりにも不公平すぎませんか……」

　美しい姉弟の共演を目の当たりにし、くらくらとめまいを覚える美澄だった。

　見惚れていると、モデルのお姉さんが美澄の前に駆け寄ってきた。

「初めまして、透夜の姉の薫かおる子こです。このたびは、柊が大変お世話になりました。本当に助かったわ。ありがとう」

　目が大きい。肌が白い。スタイルがいい。とにかく美人。華やかさが半端ない。

　圧倒されつつ、美澄はハッとする。彼女をどこかで見たことがある気がしたのだ。

　そう。たしか、昨日、コーディネートを考えているときに、参考にしたファッション雑誌の表紙を飾っていたはず。

「は、初めまして。美澄です。薫子さんってもしかして……ＫＡかＯおＲＵるさんですか？」

「ええ。そうよ。知っていてもらえて嬉しいわ」

　にこっと微笑むその仕草に、オーラが漂う。

「わぁ、知らない人の方が珍しいですよ」

　頬を紅潮させた美澄の様子に虚を衝かれた表情を一瞬したあと、薫子は笑顔でいきなりハグをした。

「美澄ちゃん、あなたって可愛い人。こんな可愛い人と出逢えたんだもの。透夜、ちゃんと大事にしなさいよ。ふたりの結婚式は何が何でも絶対に出席するからね」

　大きな瞳を潤ませて、両手をぎゅうっと握ってくる薫子に、美澄は戸惑う。

「あ、あの、私は別に！」

　誤解を訂正しておくべきと思い、口を開きかけるものの、それはあえなく遮られてしまう。

「ごめんなさいね。色々話をしたいところなんだけれど、次の予定が控えているの。柊のことありがとう。美澄ちゃん、お礼は今度またゆっくり。時間のあるときにお茶でもしましょ。じゃ」

　柊をまるで荷物を抱えるようにして連れていく逞しい薫子の様子に、美澄はただ感心するように眺めていた。

「あ、はい。じゃあ」

　薫子の腕の間から顔を覗かせた柊が、にこっと笑顔を咲かせ、美澄に手を振っている。

「ばっばい」

「柊くん、またね」

　美澄もぶんぶんと手を振った。

「はぁ」

　と、透夜がため息をつく。すっかり脱力しているようだ。

「なんだか……ものすごい嵐のようでしたね」

「まったくだ」

　お互いに目が合って、それから押し黙る。

　さっき薫子が言っていた『結婚式』という発言が脳裏をよぎって、美澄は頭を振った。

（ＫＡＯＲＵさん、ごめんなさい。それは叶えられない願いです。どうかお元気で）

「俺たちも帰ろうか」

「はい」

　公園からの帰り道――。

　短い時間だったけれど、これでお別れだ。そう思うと、名残惜しいような気持ちになるのはなぜだろう。人には情というものが常に備わっていることを思い知らされる。

　お見合い相手があの外科医で、彼の甥っ子の世話を頼まれ、一日一緒に過ごした……変わった出会いだったし驚いたけれど、ただそれだけのこと。

　透夜の意外な一面を知れたこと、彼の本心に気付けたことは、美澄にとって一番の収穫だったかもしれない。

（それだけで充分……実りがあったって思うべきよね）

　なんとなく漂う寂しさを払拭するべく、美澄はそんなふうに自分に言い聞かせる。

　そして、マンションの前にたどり着き、透夜に別れを告げようとしたときだった。

「真下美澄」

　急に硬い声に呼び止められ、美澄は身構えた。

「は、はい」

　透夜は真剣な表情をしていた。その顔は何か頼みごとをするときと似ていたので、美澄は咄嗟に口を挟んだ。

「あ、だめですよ。お世話係は今日一日だけっていう約束ですからね？　お給料だったら要りません。色々お金出してもらってますし。柊くんと遊ぶのは楽しかったですから。あと、お借りしたものはちゃんとクリーニングして後日お返ししますので……」

「いや、そういう話じゃない」

「じゃあ、なんです？」

　美澄は透夜の言葉を待った。

　もしかして感謝の言葉をとうとうくれるつもりだろうか。そしたら、どんな受け答えをしようか。彼には色々散々振り回されたわけだし、ちょっと上から目線にでも答えてみようか。

　そんなふうに企んでいたのだが――。

「俺と、結婚してくれないか」

「――そう、えっ……はい？　今、なんて……」

　美澄はすぐには情報が整理できなかった。

　そんな彼女をよそに、彼は淡々と話を進めようとする。

「最初は、契約結婚という形で構わない」

「契約、結婚!?」

　晴天の霹靂、第二弾。

　美澄は驚いて透夜を見つめ返す。

　嘘だといってほしい。そんな想いで目をぱちぱちと瞬かせる。

　しかし彼はいつものポーカーフェイスを崩さない。澄んだ漆黒の瞳に捉えられ、心臓をぎゅっと捕まれそうになる。

　だが、美澄は違和感に気付き、ハッとした。

「あの、お見合いからの流れなら、そこは普通に結婚でよくないですか？　契約結婚とは？」

　美澄が尋ねると、透夜はため息をついて、彼女に問うた。

「付き合えといったら、おまえはどう答える？」

「否です」

「結婚しろといったら？」

「無理です」

「そうだろう。だから、仕方なく逃げ道を作ることにした。俺のことを知ってから断っても遅くない。ルールを決めて、とりあえず一緒に暮らすことからはじめてみればいい」

　なんでもないことのように透夜は言うけれど、美澄の理解が追い付かない。

「ま、待ってください。最初も何も。大前提として、どうして私なんですか」

「おまえのことを気に入ったからだ」

　透夜はきっぱりと断言する。

　美澄は面食らった。思いがけない言葉だったからだ。

　さらっと告白されたけれど、彼の表情は変わらないし、デレもしない。素直に喜んでいいものとは思えない。だから、どうしたら急に考えが変わるのか、俄かに信じがたかった。

「……き、気に入ったって、子どもが興味を示したおもちゃみたいに軽々しく言わないでください。まさか、さっきの本気にしたんですか？　私のこと惜しくなった～とか言ったから」

　美澄はまくしたてながら自分の顔が赤くなっていくのを感じていた。もしこれがからかわれていただけだったら、本気にした自分が恥ずかしくなるだけだ。

「今、顔がにやけたな。おまえは動揺すると早口になるようだ。わかりやすくていい」

「か、からかってるんですか？」

「いや、そういうところも悪くはない。反応が面白いから、これからも一緒にいて退屈はしなさそうだ」

　透夜はさらに話をまとめようとする。彼は本気で言っているのだろうか。

　動揺しているのは認める。というか動揺しない方がおかしい。結婚しろとか契約結婚だとか意味がわからない。

「話の腰を折らないで。何なんですか。まるで診察するみたいに。もしかして、東雲先生は、クールアンドドライな態なりをして、実はものすごくウエットなタイプですか？　ちょっと一緒にいたくらいで、情に流されましたか？」

　美澄はなんとか勢いで負けるまいとするのだが、透夜はちっとも表情を崩さない。言葉の勢いに呑まれる様子はなかった。

「おまえは俺を誤解しているだろ」

「さては、誤解させるようなことをしている自覚ありませんね？」

　言い合いに飽きたらしい、透夜はため息をついた。しかしそれから彼は手を変えたらしい。美澄の腕を掴んで、真顔で迫ってきた。

「ちょっ……」

「本心だよ。嫌いじゃないんだ。おまえのような女。はっきり物を言うし、自分の意志がある。素直で裏表がない。子どもに好かれやすいのもわかる。あと、飯がうまい。それから――」

「わーいいです。もうやめてください。蕁麻疹出そう」

　急に褒められると、むずがゆくて仕方ない。

　絆されたらだめだ。そもそも！　絶対にこの人は好きにならないと思ったのに。

　耳を塞ぎたくなってしまった美澄を尻目に、透夜は話を続けた。

「……それから、ちょっとやそっとじゃめげなそうだし、長生きしそうだ。俺は医者だからどうしても見送ることの方が多い。結婚相手には自分より長生きしてほしい」

　透夜の実感の伴った表情に、美澄はどきりとした。

　だからこそ、美澄はすんなり返事ができなかった。

「長生きできるかどうかはさておき。言っておきますけど、嫌いじゃないだなんて、口説き文句になりませんよ」

　悔しかったので、美澄はそう言い返す。

「今すぐ、好きだと、言ってほしいのか」

　透夜は真剣な表情で言い募る。

（これがこの男の素？）

　心臓がびっくりして止まりそうになったらどうしてくれるのだろうか。彼ならもちろん助けてくれるだろう。いや、そういうことじゃなくて！

　これは、本格的に口説かれているのだろうか。しかしここで気圧されるわけにはいかない。

「そ、それは、そうですよ。嫌いじゃないから結婚するっていうなら、誰だっていいってことになりますよ。好きと嫌いじゃ大違いでしょう。だいたい――」

「好きだ」

「……っ！」

　真顔で言われた言葉のその破壊力といったらない。美澄は息が止まりそうになった。それこそ、寿命が百年縮んだかもしれない。

　本当に好きって言った――。

　しかし透夜は不服そうだった。

「言葉だけならいくらでも言える。だが、おまえが求めているのはそれじゃないんだろ」

　正論を返され、美澄はドキドキしながら、なんとか次の一手を考える。

「まず、私には、断る権利がありますよね？」

　冷静になるために、一旦時間を巻き戻すことにした。

「だから、契約結婚を提案したんだ。俺はおまえを気に入っている。だけど、おまえは俺のことが好きじゃない。もたもたしているうちに他の男に横から奪われたらたまらないから、売約済としておきたい。それに、これ以上、無駄な縁談を引き受けなくて済む。婚姻届は記入しておくが、お互いが納得するまで出さない。互いにルールを決め……一年以内にお互いが好きにならなかったら契約は解除……というのはどうだ」

「要するに、お試しの偽装結婚ということですね？」

　同棲してずるずる付き合いを続けるのとは違って、方向性がきっぱりさっぱりしている。結婚という枠の中にいて、お互いを好きになれるかどうか、このまま結婚していいと思えるかどうか、試す権利。制度としては悪くはないかもしれない。

「けれど、それって私にメリットってありますか？　それに、東雲先生なら、プロの家政婦さんやシッターさんを雇うのなんてわけないでしょうし。私よりもずっと頼りになるかと思うんですが……」

　押し問答に疲れたらしい。やれやれと、透夜はため息をつく。

「おまえと話をしていると堂々巡りになる。一問ずつ質問には答えるとしようか。まず、家政婦がみな信用できるとは限らない」

「私のことだってそんな簡単に信用しない方がいいんじゃないですか」

「一応は、お互いに身元がはっきりしている。何かあれば八重さんが黙ってはいないだろう。八重さんと親しい親父の方もな」

「あなたの方は大丈夫なんですか。跡取り息子なのに、何か問題が起きませんか？　へんなことに巻き込まれるのは困りますよ」

「大丈夫だ。病院のことと、俺の結婚は別に関係がない。医者の息子にどういうイメージを抱いているかはわからないが、病院を継ぐとは決めていない。姉貴を見ていたらわかるだろう？　父は家庭では放任主義、仕事では実力主義だ。恩を感じてはいるが、俺のやることに口を出させるつもりはない。他に何か聞きたいことは？」

「聞きたいというか、気になることならありすぎて、すぐにはまとまりません」

　美澄はだんだんと目が回ってきた。

「なら、次におまえのメリットについて話そうか。たしか失業中といっていただろう」

「そうですけど……そこが引っかかるようなら、やっぱり私では……」

　及び腰の美澄に、透夜はチェックメイトを迫る。

「逆だ。俺にとっては都合がいい。共働きよりも、家にいてほしいからな。一方、おまえにとってもメリットがある。一緒に住めば家賃、光熱費は要らない。必要なものはなんでも買っていい」

「な、なんでも……」

　今、目の前で宝箱が開いたような幻覚が見えた。

「生き物以外ならな。責任と衛生を考えた上で、ペットは不可だ」

　いくら逃げ道を探そうとしても、彼は先回りして封じてくる。さすが魔王である。

「こっちの都合で引き留めている間の給料も保証する」

　ごくりと思わず喉が鳴った。東雲家の福利厚生はやはり素晴らしいようだ。

　けれど、美味しい話には罠があるというもの。

「肝心なルール抜けてませんか」

「ルールは一緒に暮らすときに決めていけばいい」

「でも、これだけは最初に言っておきます。お互いに好きになるまでは手を出さない」

　美澄はびしっと言い募った。

「ほう。好きになるまでは、ね。拒まれなければいいってことだな」

　にやりと、透夜は口の端を引き上げた。

「何言ってるんですか。そ、そういう屁理屈はだめです」

「はぁ。めんどくさいな」

　透夜は匙を投げたくなったらしい、代わりに鬱陶しそうに髪をかきあげた。それもまた美形がやると絵になるところが憎たらしい。

「めんどくさいって！　そこが一番大事なことでしょう!?」

「騒ぐな、うるさい。わかった……で、どうなんだ？」

　とてもわかりにくい。まわりくどい。どっちがめんどくさいというのだろう。

　けれど、彼なりの求愛行動であることには違いないらしい。

　正式な結婚ではなく、要するに事実婚というわけだから、戸籍を汚すことなく、ふたりは一緒に夫婦として暮らす――お試しで暮らしてみる。

　万が一、好きになるようなことがあれば、それはそれで晴れて夫婦に？

　めでたし、めでたし？

「これが最後の質問です。そうやって面倒な手順を踏んでまで私と結婚しなければならない理由が、何かあるんですか」

　――そう。このときもっと気にしておけばよかったと、後から思うことになる。このときはまだ何も知らなかったし、気付こうともしていなかったのだ。

「家庭に『癒し』を求めるのは、おかしなことではないだろ」

　意外な回答だった。

　騒がしい性格であることは一応自覚している。けっして慎ましいタイプではないし、売られたケンカは買う方だ。もちろん平和が一番だけれど。

「それが一番謎です。こんな私が癒しになりますか」

「それも、おまえ次第だ」

「ずるいですね。色々と」

　美澄にとってのメリットは大いにある。貯金や生活の保障があるのだ。次の就職先を決めるまでの間の不安が解消される。

　それから、嫌いじゃない、という言葉が、案外じわじわと効いてくる。

　美澄も、透夜のことを知ってから、案外悪い人じゃないと思った。だから、あの入院したときの彼の真意が知れたことで、本音を言えば、もう少し透夜のことを知りたいと思っている自分がいる。

　彼の提案する契約結婚をする中で、一緒にいて、お互いをわかりあえるようになったら、自然と惹かれていくものだろうか。そんな好奇心も少なからずあった。

（顔、正直言うと、好みだし……今のところ、顔くらいだけど）

　などと言い訳をしつつ、美澄は揺れる想いを整理する。

　何もすぐに結婚しろというわけじゃない。ダメだと思ったらやめることだってできるのだ。

「わ、わかりました。お試しということなら、よくあることですし。ダメでもバツがつくわけじゃないし、その話に乗ることにします！」

　美澄は自分に言い聞かせるようにしてそう告げたのだが。

　その瞬間、ふわりと微笑んだ透夜の表情にどきりとして、言葉を失う。

　作られた微笑ほほえみではない。ごく自然にこぼれてきたその微笑みが、美澄の胸を静かに打った。

　そんなに喜んでくれるとは思わなくて、少しの反発心も浮かんでこなくなる。妙にくすぐったいような熱が頬に走った。

（なんか、いい雰囲気になってない……？）

「よろしく頼む」

　手を差し出され、美澄はおずおずと握り返した。すると、ぐいっと手を引っ張られた。

「な、なんですか」

「俺は職業柄、指輪はしないが、おまえには指輪が必要かと思ってな。どんなのが好みか。欲しいものがあれば言うといい」

　独占欲を剥き出しにした獣にじっと見つめられた気分だ。

　美澄はすぐにその手を引っ込めた。触れられたところが痛くもないのにずきずきする。

「い、いいですよ。そこまでしてもらわなくて！　何もないうちから形にするのはどうかと思います。それは、ちゃんと正式に結婚したいってお互いの気持ちが向いたら、そのときに考えましょう」

「たしかに。それもそうだな」

　すぐに解放してもらえたので、美澄はホッと胸を撫で下ろす。

「じゃあ……」

　と、今度こそ別れを告げようとしたのだが。

「そういうことで、来週にも引っ越し業者に手配しておく。それまで片付けしておけよ」

　透夜がそう言い出したので、美澄は目を丸くする。

「ええ!?　来週ですか？」

　何もかもいきなりすぎる！

「何か不都合でも？　アパートから職場に通うわけでもないし、ひとり暮らしの持ち物なんかたかが知れてるだろ」

　暴論だ。彼はやっぱりお坊ちゃまなのだろうか。庶民の生活をなんだと思っているのか。

「私の心の準備の方が問題です。こっちは、昨日から色んなことがありすぎていっぱいいっぱいなのに」

「なら、問題ないな。予定空けておく」

「ちょ、聞いてます？　問題ありですってば」

「往生際が悪い」

「あなたって、本当……」

　美澄が項垂れている間にも、三月二十七日、日曜日……スマホのスケジュール画面を開き、透夜は勝手に話を進めてしまう。

　それから、彼にアパートまで送ってもらい、やっとひとりになった美澄は、一週間後には出て行かなくてはならない部屋の中を見渡し、よろよろとソファに座り込んだ。

「はぁ。疲れた……もうこのまま化石になりたい」

　スマホの通知が点滅している。八重からだった。

　しかし今は返す気にはなれなかった。

（契約結婚か……周りの人には、本当に結婚したように振舞うっていうことでしょ）

　お互いに結婚したいと思うようになる日が、来るのだろうか。わからないけれど、これもひとつの運命の形かもしれない。試してみるのは悪くないかもしれない。

　永久就職をとるか、保育士に戻るか、それとも……。

　これがターニングポイントであることには違いないのだ。










３　波乱含みの契約結婚




　引っ越し当日――。

　アパートから運び出すものは必要最低限に留め、ソファやベッドなどの古い家具は処分し、掃除機やトースターなどまだ使えそうな電化製品はリサイクルに出した。

　衣類や食器や書類を詰め込んで、だいたいダンボール六、七箱くらいだろうか。立派なトラックに運んでもらうのが申し訳ないくらいの身軽さだ。

　午後二時頃、引っ越し先のタワーマンションに着いたとき、気さくな業者の若いお兄ちゃんが「大出世ですか。お金持ちとご結婚ですか」と茶化してきたので、美澄は「宝くじがあたったんですよ、実は。内緒にしてくださいね。ははは」と冗談で流した。

　実際、高級マンションに住める上に、家賃や光熱費の負担は一切要らないなんてラッキーだ。宝くじが当選するよりも奇跡なのではないかと思う。あの口の悪い外科医がいることを除けば。

　ダンボールの開梱と片付けを済ませたあと、美澄はダイニングテーブルに透夜と向かい合い、これから一緒に暮らす上で大事なルールを話し合った。

　手元には証拠として必要になるレコーダー、パソコン、書類などが置かれてあり、なんだか妙に物々しい。しかし特別な事情に第三者を交えるわけにはいかないため、透夜側の最大限の気遣いなのだろう。

「さて、何か希望があれば、色々言ってくれ。内容をまとめよう。とりあえず、こちらから提示できるのはこんなもんか」

　透夜はパソコンの画面を美澄の方へ向けた。文書にはこう書かれてあった。

【東雲透夜（以下「甲」という。）と真下美澄（以下「乙」という。）は、以下のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。家賃や光熱費そして生活を維持するための費用はすべて甲が負担すること。家事全般は乙が担当すること。乙の家庭内労働に対する対価と、その他に必要な費用の申告があった際、契約を解除するまでの間、甲がすべて支払うこととする】

「え？　たったこれだけですか？」

「俺は他に文句がないからな。おまえが気になることがあれば、何でも言えばいい」

「他人と生活するわけですから、あとあと問題にならないように、ちゃんと話をしておいた方がいいですよ。たとえば――」

　美澄はパソコンを拝借し、エクセルの画面を立ち上げ、時間割のテンプレートを開いた。

　お互いの起床時間や帰宅時間などのタイムスケジュールを把握して円グラフにする。

　それからプロフィール一覧を作成し、してほしいこととしてほしくないことの共有、アレルギーや持病の有無、食の好み等々、空白を埋めていった。

「いわゆるこれは、『夫婦のカルテ』というやつです」

「カルテねぇ。診察でもそんなに聞かないぞ」

　と、透夜が呆れるくらい、美澄はたくさんメモをして確認した。こっちにしてみれば診察と同じくらい大事なことなのだ。

「お試し期間は、相手を知るために一、二週間に一回くらいはデートする、とか？」

「場合によっては必ずとは言えないこともあるが、善処する」

「最後の砦はこれですね……」

　一枚の婚姻届。お互いに印鑑をそばにおいてから、美澄はごくりと生唾を飲んだ。

　今すぐに本当に出すわけではない。決意表明のための儀式のようなものだ。そうだとしても、いざ目の前で見てしまえば、緊張しないわけがない。

　透夜はそれこそカルテにでも記載するかのように、さらさらとペンを走らせた。

「ん、おまえの番だぞ」

「は、はい」

　しかし美澄は緊張のあまり失敗してしまい、何度か書き直しをすることになった。それが三枚目まで続いたので、最初に美澄が書いてから、透夜が次に書くことになったのだが。

「おまえ、わざとやってないか？」

　透夜に白い目を向けられる。

「違いますよ。あっさり書ける人の方がどうかしてますってば」

　美澄がようやく間違えずに記載を終えると、美澄よりも先に、「やっとか……」と透夜がため息をつく。それも仕方ないことだ。かれこれ十枚は無駄にしているのだから。

「形式上のことなんだ、気を楽にすればいいものを」

　呆れたように言われたが、むしろそれだけの枚数を予備に持ってきた彼の意気込みの方に、美澄は気圧されてしまう。

（絶対に逃さないという覚悟を感じるというか……）

　そこまで執着される覚えはないのだが、だからこそ自惚れてしまいそうにもなるというもので、気を抜かないように身を引き締めた。

　そうして婚姻届にそれぞれ自署したあと、金銭に関わることについては別途、誓約書を作成して捺印。婚姻届と誓約書の二通は金庫に厳重に保管することになった。

「これで、俺とおまえは夫婦になったわけだ」

「はい。そうですね」

　紙切れ一枚。けれど、役所に提出されたら、その時点で婚姻が成立してしまうのだ。今は厳重なる金庫の中に仕舞われているけれど、いつか開く日が来ることはあるのだろうか。

　とりあえず、現状は偽装でしかないとはいえ、契約上は事実婚。

　これから彼との結婚生活がはじまるのだ――。

（彼は私の夫で、私は彼の妻……）

　その言葉を美澄は反芻する。

「そう硬くなるな。美澄」

「……！」

　急に呼びかけられて、美澄は弾かれたように彼を見る。

「便宜上のことだ。名前を呼ばなかったら不自然だろ」

「透夜、さん。これでいいですか？」

「ああ。そのうち慣れてくれ」

　そういう彼も少しこそばゆいような顔をしている。

　お互い様と美澄は思うことにした。

　その他、細かい部分は一緒に暮らしはじめてから色々出てくるだろうからその都度相談し合うということになり、お開きになったのだけれど。

　透夜のスマホがテーブルの上で震える。画面には東雲総合病院と表示されてあった。

「――わかった。すぐに行く。準備していてくれ」

「呼び出しですか？」

「ああ。初日から悪いな。何時に戻れるかはわからないから、適当にしていてくれ」

　透夜はそばにあったジャケットを掴み、玄関へと急ぐ。

「わかりました。えっと……いってらっしゃい」

　とりあえず見送るべきかと思い、美澄は玄関先で手を振ってみた。

　すると透夜が突然固まったので、美澄は慌てふためく。

「もしかして、これはやらない方がいいですか？　さっきのリストにはありませんでしたが」

「いや、行ってくる」

　透夜は何かを言及するわけではなく行ってしまった。

（何も言われないのも、それはそれで……恥ずかしい）

　美澄は宙を掻いた手を胸のあたりに収めると、じわりと頬に熱を感じ、しばらく心の中でじたばた悶絶する。

「何これ、すごく……むずむずする……っ」

　それから――ひとりになった美澄は、夕飯の時間まで新居の中をうろうろし、片付けをしてみたり電化製品をいじってみたり、献立を考えたりして過ごした。

『夫婦のカルテ』を確認し、美澄はうんうんと頷く。

　透夜に好き嫌いはないようだ。

（料理を作るのに、好き嫌いがないのはありがたいよね……）

　不意に、誕生日の欄に目が止まった。

「へえ、透夜さんってクリスマス生まれなんだ……」

　婚姻届を記入するときにも生年月日の欄はあったけれど、あのときは必死だったから気にしていなかった。思わず子どもたちのために変身したサンタクロースの姿を想像してみたが、似合わない……と、美澄は頭を振った。

　結局、透夜が戻ってきたのは午後九時過ぎ。美澄がお風呂から上がる頃にばったりと顔を合わせた。

「あ、おかえりなさい。夕飯、あたためなおしましょうか？」

「いや、明日食べる。とりあえず今日は寝る」

　言うが早いか透夜はバスルームに直行しようとする。

　美澄は脱衣所の状況を思い出し、ハッとした。

「ちょっと待って！」

　脱ぎっぱなしの下着を隠そうと両手を広げた。

「今すぐに片付けるから！」

　必死になっている美澄をよそに、背後からはため息がこぼれてくる。

「……今からそんなふうじゃ疲れるぞ」

「最初からそんな慣れませんよ。下着は、とりあえず慣れるまでは目を瞑って洗濯するので……」

　と言っているそばから、透夜はさっさと脱ごうとする。意外にもがっしりとした筋肉のついた逞しい体に、美澄は目を奪われ、わぁと叫びたくなった。

　医者の不養生なんて嘘だ。あんなに健康的なフェロモン剥き出しの身体をしているなんて聞いていない。魔王というか魔獣!?

　美澄は慌ててバスルームからリビングに戻ると、よろよろとソファに座り込んだ。ちらつく裸を振り払うように両手で顔を覆う。

（心臓がいくつあっても足りないよ。長生きしてほしいとか思うなら、私の寿命を守ってくださいませんか？）

　そんな騒がしい引っ越し初日の夜――。

　ソファには透夜が、寝室のベッドには美澄が寝ているという状況に、美澄はどうしても落ち着かない気持ちでいっぱいだった。

　透夜はショートスリーパーだからソファの方が都合がいいというけれど。疲れて帰ってきた旦那様をさしおいて無職の嫁が広々としたベッドを占領しているというのは、いかがなものか……などと、生真面目に考えてしまったのだ。

　一緒にベッドに寝るというルールはたしかに書いてはいなかったけれど。

（これだと、なんだか転がり込んできた居候みたいだもの……）

　なんとか寝てしまおうとしたが、無理に眠ろうとすればするほど頭は冴えてきてしまうものだ。

　とうとういたたまれなくなった美澄は、ベッドからがばっと起き上がると、リビングに戻った。そしてソファで毛布に包まっている透夜に声をかける。

「透夜さん、起きてますか。ねえ」

　数秒後に、気だるそうな返事が戻ってきた。

「……なんだ」

「やっぱりベッドに寝てください」

「気にする必要なんてないと言っただろ。睡眠時間は何より大事なんだ。おまえも引っ越し早々疲れただろ。早く寝ろよ」

　と、透夜は毛布をますます深くかぶってしまう。

「それか、この間みたいに、来客用のお布団を敷いては？　私がそっちでもいいですし」

「布団はあくまで臨時の来客用だ。子どもならいいだろうが、足がはみ出るし寝心地がよくない。それでもよければ、おまえは布団を敷いて寝ればいい。俺はこのままでいい」

　美澄は透夜の前にまわって、毛布を引っ張った。

「そこにいられると、気になるんですったら」

　はぁ、とため息をついて、透夜は毛布から顔を出し、だるそうに起き上がった。

「仕事や生活スタイルに干渉しすぎない。自由に過ごす方が楽だろ」

　透夜の言うことはもっともだった。けれど、美澄にも言い分はある。

「だって、元々はベッドで寝ていたんですよね。それに、私ひとりが寝るには広すぎて落ち着かないんですよ。ルールはもちろん大事ですけれど、状況に応じて変化することもあるわけじゃないですか。人との関係も暮らしも」

「ふうん。その言葉を後悔するなよ」

　透夜はそう言い残すと、さっさとリビングから出て行く。

「え？」

　ぽつんと取り残された美澄の方へ振り返り、透夜が来いよ、と手招きをする。

　言われるがまま美澄は彼についていくのだが。

「つまりホームシックなんだな？　寂しいんだろ。仕方ないから一緒に寝てやる」

「えっ。そ、そういうわけじゃ」

「じゃあ、どういうわけなんだ」

「だ、だから」

　言い合っているのが煩わしいと言いたげに、透夜は美澄の手を引っ張った。

「え、あ、ちょっと」

　寝室の扉は閉められ、密室にふたりきりという状況。

　さっきまでむやみに広いと思ったベッドが急に狭く感じてしまう。

「美澄」

　低く擦れるような声で名前を呼ばれてどきっとする。

　透夜が近づいてきて、美澄は後ずさった。

「待って、私、やっぱり……！」

「バカ。何、へんな想像しているんだ。さっさと寝るぞ」

　軽く頭をぽすっと押さえつけられ、美澄は肩を竦める。

　透夜はベッドにもぐりこみ目を瞑ってしまう。

　美澄はおずおずと彼の後に続き、隅の方に固まっている。

「ね、眠れない……です」

「ひとりで落ち着かないと言ってたくせに、めんどくさいやつだな」

　透夜はこちらを向いてじっと見つめてきた。まるで獲物を捉えんとする眼差しにどきりとした。

「や、やっぱり私がソファに――」

　美澄が起き上がろうとすると、透夜が腕を引っ張って、ぎゅうっと抱きしめてきた。

「きゃっちょっと！　手を出さないって言いましたよね？」

「うるさい。安眠を妨害したペナルティだ。このまま寝ろ。じゃないと、毎日こうやって抱いて寝るっていう項目追加するからな」

「うぅ……」

（なんだか私だけ妙に意識して……悔しい）

　悔しすぎて。彼が寝入った隙に、ほっぺたを摘まんでへんな顔にしてやろうか、などと大人げないことを考えてしまう美澄だった。

　しかし、ひとしきりじたばた騒いだせいか、疲労に任せて寝付いてしまえばなんということもなく。

「――まったく。人の気も知らないで」

　という呟きが聞こえてくる頃には、美澄はとうに夢の中へと旅立っていた。




＊　＊　＊




　契約結婚をはじめてから日々のルーティンに少しずつ慣れてきた三日目、午前十一時半頃――。

　美澄は洗濯や掃除を済ませたあと、お弁当が玄関の棚の上に置かれたままになっているのを発見した。

「透夜さん、忘れていっちゃったんだ」

（届けたら間に合うかな……）

　毎日、美味しいと言いながら、美澄の手料理を夢中で食べていた透夜のことが思い浮かび、美澄は迷いながらもジャケットに手を伸ばす。

　きっと病院でも適当に食事はとれるだろう。けれど、昨日もお弁当箱を空っぽにしてくれていた彼のことを考えると、やはり届けてあげたいと思う。

　病院はマンションから十五分圏内。窓から見えるところにあるのだ。

（身体が資本のお医者様なんだし……）

　美澄はさっそく病院に向かうと、外科病棟のナースステーションにひょっこりとお邪魔し、看護師に声をかけた。

「お忙しいところすみません。東雲……先生はいらっしゃいますか？」

「どちらさまでしょうか」

「えっと……」

　美澄は言葉を詰まらせた。

　しまった。なんて言えばいいのだろう。無職だから職業は名乗れない。ここに通っている患者でもない。嘘をつくわけにはいかない。しかし妻というのも半分は嘘のようなものなのに。しかしそれ以外に伝えられる関係はない。

（事実婚みたいなものなんだし、いいんだよね……？）

「はい？」

　あまりにも答えられないでいるからか、看護師が不審な目でこちらを見る。

　このままではいけない。焦った美澄は慌てて口を開いた。

「つ、つつつ、妻の美澄と申します」

　告げてから、あまりの恥ずかしさで背中にどうっと汗が流れていく。ともすれば、耳のあたりまで火が噴きそうだった。

　看護師は目を丸くし、ぱあっと明るく頬を染めた。

「あら。それじゃあ、この間のお見合いの！」

　よく見れば、彼女は柊を連れてきてくれた看護師だった。美澄はおずおずと頷く。

「どうしたの？」

　と、別の看護師が顔を出す。

「東雲先生の、電撃結婚のお相手ですよ」

　忙しい手を止めて、看護師の視線がこちらに集まった。何人かが興味深々に美澄へと近寄ってきた。

「わぁ。さっそく愛妻弁当ですか。先生、喜びますよ」

「え、えっと。栄養は大事ですから、できるだけ作りたくて」

　美澄は話を合わせることにした。

　看護師たちにちやほやされる中、「へぇ。羨ましいな」と、別の方から声が割って入った。

　首に聴診器をぶら下げ、回診から戻ってきたらしい医師は、鷹揚に微笑んで見せた。

「どうも。僕は服部はっとりといいます。東雲とは同期の馴染みなんだ。よろしくね」

　服部修しゅう司じ――胸元のネームプレートを見る。同じ外科医らしい。

「こんにちは。主人がいつもお世話になっております」

　美澄は頭を下げる。心の中で、主人だって……と、気恥ずかしいのを耐えていると、

「結婚式はやらないの？」

　唐突に訪ねられ、返答に窮した美澄だったが、当たり障りなく返事をすることにした。

「えっと、はい。今のところはその予定はなくって」

「もしやることにしたら呼んでほしいな。東雲にはお世話になってるし、ご祝儀うんと弾むからさ」

　やさしそうなお医者さんという印象を抱く。同期ということなら年齢は透夜と近そうだが、印象は正反対だ。

　ふわっとした柔らかそうな茶髪や人懐こそうな空気、そして甘いルックスは人気者のオーラを醸し出している。実際、浮ついている看護師たちの様子を見るからに、彼女たちの憧れの的のようである。

　もしもあの日この人が当直だったら、また違ったのかもしれない。不意にそんなふうに思った。それこそ、医者に憧れていたかもしれないし、最悪な気分にはならずに済んだことだろう。

（けど、もしそうだとしても、契約結婚なんて持ちかけてくる人は、透夜さんくらいよね）

「ちょうどよかった。服部先生、東雲先生はどちらにいらっしゃいますか？」

　看護師のひとりが服部に尋ねる。うっかり服部を観察してしまっていた美澄はハッと我に返った。

「東雲なら、緊急オペが終わったあと、カウンセリング室に入ってたけど……もうまもなく戻ってくると思うよ。ちょうどお昼だしね」

「服部先生も、お見合いしたらどうですか？　相棒が結婚して寂しいんじゃないんです？」

　看護師が冷やかすように言うと、

「うーん、僕はそういうの苦手でね」

　と、服部が顔の前で手を振る。

「お見合いなんてしなくても、先生はモテモテだもの」

「それもそうだったわ！」

　お昼の時間だからか、看護師たちの和やかな空気が広がっている。美澄も表情を緩ませた。

「あいつが結婚する気になったんだから、よほど、魅力的な女性ということですね。やっぱり胃袋を掴むのは強いなぁ」

　服部の視線は何かを勘繰るような色を孕んでいて、場に溶け込んで和やかになったのも束の間、美澄は妙な居心地の悪さを感じてしまう。

（なんだろう？　見透かされてしまいそうというか……）

　このときは気のせいと、そう片付けるだけに留めていた。

「えっと、お仕事中お邪魔してすみませんでした。それじゃあ、私はこれで」

　そそくさと立ち去ろうとしたそのときだった。

「あ、奥様、待ってください。東雲先生、戻ってきましたよ」

　奥様――という言葉にくすぐったさを感じる間もなく、美澄は弾かれたように振り返り、透夜を発見する。

　間違いなく、あの日の彼がいる。

　そう、白衣の彼を見るのは、これが二度目だ。

　けれど、初対面のときとは全然違う。彼を待つ間、ドキドキしてきた。

（これはあれだ。隣のクラスの彼氏をクラスメイトに呼び出してもらう展開みたいな……！）

　青春時代を思い出し、妄想を膨らませている美澄をよそに、透夜は険しい表情を浮かべている。

　あたりまえだが、今の彼はひとりの医師であり、美澄を翻弄する存在ではない。

　彼は美澄を見つけると意表を突かれたような顔をし、怪訝な表情でこちらへ近づいてくる。

「どうした。なんでおまえがここにいるんだ。どこか怪我か？　具合でも――」

　透夜は美澄の様子を気にかける。どうやら心配させてしまったらしい。

「あ、いえ。違うの。お弁当、忘れていってたから、届けにきたんです」

「なんだ。そんなことで、わざわざ来たのか」

　透夜はホッとしたように胸を撫で下ろすと、迷惑そうに事務的に言った。言葉通り美澄には用事がないときに来てほしくなかったのかもしれない。

　少しだけカチンときたし、ショックを受けつつも、不仲だと思われるのは困るだろうと、美澄はやんわりと言い返す。

「あなたったら、照れなくたって」

　透夜は目を丸くする。そして居心地悪そうにしていた。

　よし！　それだけでも美澄の反逆は成功だ。

「は？　俺は別に――」

「じゃあ、そういうことで。私はお邪魔にならないうちに帰りますね。お仕事、頑張ってください」

　言葉を遮って踵を返そうとしたとき、「待って」と呼び止められる。その声の主は透夜ではなく、服部だった。

「東雲、せっかく奥さんがわざわざ届けにきたのに追い返すのは野暮ってもんだ。この後のカンファレンスまでなら少し時間あるだろ」

「そうだが、まだやることはある」

「昼の時間に戻ってきたんだろう。照れなくても。せっかくの新婚なんだから。緊急が入れば、俺が代わりに行くからさ」

　どうやら同期の服部とは気が置けない仲らしい。彼の言うことはきくようだ。服部に促されると、渋々といったふうに透夜はこちらを振り向く。

　目が合ってこそばゆい気持ちになった。

（奥様とか奥さんとか、初めて呼ばれたもんね）

　心なしかクールな彼の顔も少しだけ温度が上がったように見える。

　まわりの視線が一斉に集まるのを感じた透夜はとうとういたたまれなくなったらしい。お弁当を乱暴にさっと受け取ると、いきなり美澄の腕を掴んだ。

「ちょっとこっち来い」

　病院という場所である以上なんとか声を抑えながらも我慢できなくなった看護師たちの感嘆のため息を耳で拾いつつ、美澄は小走りで透夜についていった。

　連れていかれたのは裏庭だった。患者の姿はなく、医師や看護師がぽつぽつと休憩しているのが見える。

　立派な桜の木がそびえたち、淡い色の花びらが一面を囲う。陽当りのいい場所は半分ほどもう翠みどりの葉が見えていた。

　小さな柊を連れて三人でピクニックしたときはまだ咲きはじめだったのに、あっという間に満開だ。これから初夏に向けて青々とした木々に変わっていくことだろう。

　午後のそよ風はだいぶ暖かく、心地がよい。けれど、ふたりの間にはぎこちない冷たい空気が漂う。

　透夜は白衣のポケットに手を突っ込み、無表情のまま何かを考え込んでいる様子だった。

「なんか怒ってます？」

　美澄は透夜の様子を窺い、そっと問いかけた。彼は一拍置いてから口を開く。

「別に。ただ、弁当は悪かったが、わざわざ届けなくてもよかったんだ」

　やはり不満だったらしい。

　結婚してほしいと言ったのはそちらなのに。見えるところにはいてほしくないとか、勝手すぎない？　けど、勝手に押しかけてきたのも悪かったかもしれないし。

　悶々としながらも美澄はなんとか呑み込んだ。ここで揉めても仕方ないし、今は不戦敗でも仕方ない。

「……わかりました。今度は忘れていってもそのまま私の胃袋におさめておきます。じゃあ、私はこれで！」

　踵を返そうとすると、いきなり二の腕を捕まれた。

「待て、勘違いするな。おまえが怒り出してどうするんだ」

　そう言う透夜の手に少しだけ力が込められた。

「怒っていません。ただ、余計なことをしたことはわかっていますし、これは……拗ねているだけですよ」

「拗ね……ああ、そういうことか」

　透夜は美澄の腕を掴んだ手を放し、ふっと小さく噴き出す。目元は完全に緩んでいる。

「な、なんで笑うんですか」

「おまえは、やっぱり素直でいい。元気すぎるくらい、そういうところは好ましい」

「そ、それはどうも」

　透夜の言葉は、美澄の気持ちを軽くする。余計なことではなかったみたいだ。彼を心配していた気持ちもちょっとでいいから伝わるといい。

「おまえ、昼はどうした」

「これからですよ」

「せっかくだ。一緒に食べるか」

　歩みよってくれたことを嬉しく思いつつ、美澄は首を横に振った。

「先生がちゃんと食べてください。私のことはお気になさらず。私は家に帰ったらゆっくり味わうので。今は見守る係に徹します」

「なら、遠慮なくいただこうか」

　弁当箱を開きながら、透夜は小さくため息をついた。

「しばらく騒がしくなるな」

　そう言い、彼はたまごやきを箸で摘まんだ。

「何がですか？」

「奥様の登場でな。視覚化されれば、意識しないわけにはいかないだろう」

　透夜が仏頂面を浮かべていた理由は、どうやらからかわれるのが嫌だったかららしい。美澄はようやく納得し、ふふっと笑った。

「あぁ。奥様とか奥さんとか、なんだかくすぐったいですね。苗字が変わったわけではないし、誰かに呼ばれるのは名前だから……ひょっとして、それで照れてたんですか～？」

「……にやけるな。ますますバカっぽく見えるぞ」

　呆れたような顔をして、透夜は箸を進める。彼は黙々とアスパラのベーコン巻きを食べていた。

「愛妻弁当を届けた奥さんに向かってバカって、ひどくないですか。しかも、ますますとは？」

「対価が欲しいなら、帰ったらひとつくらいは奥さん孝行してやる」

「えーひとつだけですか？」

　わざと上目遣いをしてみる。

　しかし透夜にぶりっこは効力がないことくらい美澄にはわかっていた。

　寒い空気が漂う。予想していたとおり、透夜はしらんぷりし、かぼちゃの煮物を黙々と味わったあと、「……バカだな」と一蹴する。

「今のは冗談ですよ。似合わないことをしました」

　美澄は肩を竦めた。

「おまえは……けっこうなお調子者だ。自覚があるだけマシだが」

「自覚のない、あなたにだけは言われたくないですよ」

　言い合っているそばから、透夜は残りのおかずもあっという間に平らげる。最後にカットしたフルーツを放り込むように口に入れた。

　ゆっくりする時間はあまりないのだろう。だからこそ、やっぱり届けられてよかったと、美澄は思った。

「……そろそろ戻る」

「はい。頑張ってくださいね。あ、お弁当箱、持って帰ります」

　美澄は両手を差し出し、彼からお弁当箱一式を受け取った。

「美澄」

「はい？」

「……ありがとうな。うまかった」

　透夜の口から聞けたその言葉で、美澄の心は軽くなる。自然と彼に微笑んでいた。

「どういたしまして」

　照れくさそうにしている彼のことが、なんだかちょっとだけ愛しく感じられて、来てよかったと美澄は思った。

「じゃあ、おうちで待ってますから」

　美澄は手を振り、その場を後にした。

　待ってます――か、と透夜が呟いた声は彼女の耳には届かなかった。










４　夫婦が恋に落ちる日




　透夜と一緒に暮らしはじめて一週間が過ぎる頃、透夜が休みの日にふたりはデートをすることになった。お試し期間中の約束のひとつだ。

　デートの前日は帰宅が遅い時間だったので、当日はゆっくり午前十時くらいに起きたあと、早めのブランチを済ませた。それから美澄の行きたいところに連れていくと透夜が言ってくれたので、スマホで検索しつつ、リクエストしたのだが――。

「動物園と水族館……本気で両方行くのか？」

　美澄のスマホの画面を眺めながら、透夜はやや不服そうに言った。

「あ、ひとつは動物園じゃなくて水族館のすぐそばにある臨時のふれあいイベントです。動物園とか水族館って、デートの定番じゃないですか？　日々の癒しになりますよ」

「まぁ、どっちかというと子どもの遠足コースだな」

　彼は色っぽいデートを予想していたのか、大人ぶった透夜の発言に、美澄は少しだけむくれてみる。

　ペットは飼ったらだめと言われたので、こういうところで触れ合いたいという希望が彼女にはあった。それに加え、契約結婚の話をしたときに家庭に癒しを求めると言っていたので、透夜が癒されてくれることも一応目的に入っているのに、彼には伝わらないらしい。

「私が行きたいところに連れていくって透夜さん言いましたよね？」

　透夜は「はいはい、わかってるよ」と、美澄の頭をぽんぽんする。

　子どもは苦手のくせに子ども扱いはするらしい。

　全然わかってないでしょう、という文句は次の行動に封殺される。

　さりげなく手を繋がれ、美澄はどきりとした。

「あの、手……」

「デートなんだから、これくらいいいだろ」

　美澄は男性にあまり免疫のない人間なので、いきなり積極的に来られると、どうしても羞恥心が先に出てしまうのだ。それに、自分よりも大きな手だとかあったかい体温だとか、どうしたって意識してしまう。

（デート……だもんね）

　透夜にとっては意識してもらいたいのかもしれない。控えめに握り返すと、透夜がこちらを見て、ふっと笑った。

「な、何」

「おまえのそういうところ可愛い。文句言いつつ、ちゃんと素直なところ」

　そう言い、わざわざ指を絡めてくる。指先が照れて落ち着かない。

「これから電車に乗るのに、あんまり煽らないでください。顔が真っ赤になったらどうするんですか」

　美澄はあちこち熱を感じながら、照れ隠しで反発する。

「どうって、もっと真っ赤になるようなことを隠れてしようか」

　透夜は意地悪な目をして言った。彼はからかって楽しんでいるようだ。

「もう、ひどい」

　言い合いながら、最寄りの駅から電車に乗った。

　電車に乗っている間も、透夜は手を放さなかった。ひとつ空いた席に座らせてくれたり、妊婦さんにすぐに気付いて席を譲ってあげたり、混雑してくると美澄が他の人と触れ合わないように壁になってくれたり……おかげで、密着して無駄にドキドキした。

　最初はデートだからいいところを見せたくてしているのかとも思ったけれど、彼の場合は自然にそうしている。お医者様の職業病のひとつといった方が正しいかもしれない。

　そうでなくても、エスコートしてくれるのは気持ちがよかった。

（デート慣れしてる……というか。お付き合いした人くらいいるよね）

　妙な感情が湧きそうだったので、とりあえずその疑念は脇に置いておくことにする。

　まずは動物ふれあいイベントに行き、うさぎが集まっているコーナーに参加する。黒や茶色やまだら模様、垂れ耳やピンとした耳など、色々なうさぎがいて興味深い。その中でも垂れ耳のふわふわした茶色いうさぎに目が留まった。

「この子可愛いですね。そういえば、柊くんが持ってたうさぎのぬいちゃんに似てません？　ふわふわもこもこ」

　美澄が表情を綻ばせ、透夜の方を振り向くと、彼はうさぎの方を見ずに微笑む。

「こっちですよ。写真とってください」

「俺は、うさぎより嫁さんをぞんぶんに眺めていたいんだが」

「なっ」

　聞こえるような普通の声で言うので、周りの人が共感性羞恥にかかったらしい。若いカップルが照れくさそうにしたり子連れのお母さんたちが微笑んでいたりする。

　無論、美澄が一番恥ずかしい。一刻も早くこの場から逃げ出したい気持ちを耐え抜き、うさぎよりも大きい体を縮ませて人の視線から守るしかなかった。

「……そ、そういうことは軽々しく言わないでくださいよ」

　美澄がうさぎを抱っこして照れている隙に、スマホのシャッター音が響いた。

「さっきよりも真っ赤な顔が撮れたな」

　楽しげに透夜が言い、スマホの画面を見せつけてくる。うさぎを抱っこした美澄はばっちり撮影されていたが、彼が言うように泥酔でもしたかのように顔が真っ赤だった。

　美澄はたまらなくなり、うさぎを解放したあと、透夜の腕を引っ張った。

「もー、すかしてないで、こっちで参加してください。次は『わんちゃんエリア』に行きましょ」

　わんちゃんエリアではドッグランに併設されているコーナーでおさんぽ体験ができるらしい。

　美澄がドッグランの方を指差すと、

「ドッグラン……犬と一緒に走るだけか？」

　透夜はまた熱量のないことを聞いてくる。

「可愛いじゃないですか。飼い主になった気分になれますよ」

「まあ、体験するっていうのは何事も必要だからな」

　大真面目に透夜は言う。しかしなんか含みがあるようにも感じる。きっと彼のことだから、恋愛経験が乏しい美澄を揶揄しているのかもしれない。いちいち反応するのを面白がるから、美澄はあえて知らないふりをした。

「透夜さんは、どの子と一緒におさんぽしたいですか？」

　パネルに並んだ犬種と名前を眺めながら、美澄は透夜の袖を引っ張った。

「どうせなら大きいやつにするか」

　透夜はそう言い、黒いラブラドールを選んだ。

「私はミニチュアダックスがいいな」

　元気良さそうにはしゃいでいる茶色い毛のミニチュアダックスを眺め、美澄は指をさす。

「おまえに似てる気がするな」

「ええ、そうですか？」

　まんざらでもない様子の美澄に、透夜は笑っている。そのことに美澄は気付いた。

「騒がしいって言うんですね。わかってますよ。言っておきますけど、こういうところ来たらはしゃいだもの勝ちですからね？」

「はいはい。行くぞ」

　順番が回ってきて受付係にふたりは案内される。

「カップルコースでよろしいですか？」

「あ、そういうのあるんですね」

「はい。おふたりで一緒にお散歩するコースです。もしおひとりずつがよろしければ、シングルコースもありますよ。障害物が多いので、ワンちゃんとより遊びを体験する感じです」

「どうしますか？　どっちも捨てがたいですね」

「カップルコースで構わない」

　透夜の即答に、美澄は笑った。

「透夜さんってあんまり迷うことありませんね？」

「おまえと一緒にデートする時間がなくなるのは惜しいからな」

　また平然とそんなことを言うので、美澄は思わず透夜の背中をばしばしと叩いて抗議する。

「本当のことを言っただけだぞ」

　と、彼は涼しい顔で言う。

　からかっているのか、本心なのか、使い分けをしているところがまたにくらしい。負けてたまるものか、と美澄の中でまた謎の対抗心が燃え盛る。

「じゃあ、さっそく行きましょう！　カップルコースで」

　それからふたりでお目当ての犬と散歩をはじめ、触れ合いをしようとしたのだが、ラブラドールが首輪を振り切るくらいの勢いでイヤイヤしていた。

　仕方ないので途中で、美澄の連れているミニチュアダックスと交換したのだが、怖がられて後ずさりされていた。

　美澄はおかしくてお腹を抱えて笑ってしまう。

「透夜さんって、子どもだけじゃなくて犬にも嫌われるんですね……何か、生命の危機みたいな、感じるものがあるんでしょうか」

「それを言うなよ。俺は救う側の医者だぞ。だから動物は嫌だったんだ」

　彼は困ったようにリードを扱い、とうとう本音を漏らした。

　形勢逆転と見て、美澄はスマホでその様子を撮影して笑うのだった。

　その後も、色々なふれあいコーナーや体験コーナーを回り、水族館のパンフレットを一部もらう。それからふたりは水族館に入る前に近くのカフェでひと休憩することにした。

「楽しかったですね。割と楽しめたんじゃないですか？」

　道路に面したカウンター席にふたり並んで、美澄はココアを、透夜はコーヒーを頼み、スマホの写真をお互いに見せ合う。

「おまえが楽しめたなら何よりだ」

　透夜は先ほどのことには触れず、大人の顔をしてコーヒーを啜る。相変わらず絵になること、と美澄は彼のスタイルの良さに見入った。

　八つ年が離れているのだし、やはりそのあたりは落ち着いていて当たり前なのかもしれないが、高校生のカップルのようにとは言わないから、もう少しだけ一緒にはしゃいでくれたらいいのに、と美澄は思った。

　透夜は特別な趣味があるわけではないようだけれど、ただこちらに合わせるだけじゃなく、彼がしたいと思うことを一緒にしてみたいという気持ちになっていたのだ。

「水族館の方はどうします？　透夜さんが行きたいところに変更してもいいですよ」

「せっかく来たんだからいいよ。水族館。俺も見たいからな」

「ほんとですか？　どこから見たいですか？　私、くらげのコーナーおすすめしますよ。あのなんともいえない脱力する感じが癒されます。あとは、定番の海底トンネルかな。時間が合えば、イルカのショーとか」

　美澄が前のめりに尋ね、パンフレットを捲っていると、透夜がふっと笑みをこぼす。

　またそんな顔をして、と非難するよりも先に、透夜の手が伸びてきて、美澄の頬を指でくすぐる。なんのきなしのスキンシップに、美澄はぽかんとしていたかもしれない。

（これはどういう意味？　ペットが可愛くてなでなでしたくなるような感じ？）

　時々、こんなふうに見守るような目をする彼は、一体何を思っているのか。

　からかうつもりというだけでなく、本気で可愛いと想ってくれているのだろうか。それが嬉しく思うようにもなってきて、胸がじんわり熱いのはココアのせいだけじゃない気がした。

　カフェから出たあと、ふたりはさっそく水族館の受付でチケットを買い、入館したあとはパンフレットを見ながら、とりあえず順路に従ってみていくことにした。

「水族館の中は涼しいですね。さっきは暑いくらいだったけど……」

　明るいコーナーから暗いコーナーへと進んでいく。水槽の中を泳ぐ色とりどりの魚を眺めていると、時間の流れがゆったりと進むような気がする。透夜もさっきのふれあいコーナーよりは興味を持っているらしく、彼の視線はあちこちへと移動する。

「熱帯魚とか、観賞用に欲しくなりません？」

「まぁ癒されるのだろうが、俺はあまり無責任なことをしたくないんだ」

　冷たいように聞こえるそれは、美澄にもちょっとだけ理解はできた。ペットが死んでしまったら絶対に悲しい。人間よりも寿命が短いことを考えれば、責任を持って家族として看取るくらいのことを考えなければならない。

　医者としてのポリシーもあるのだろうけれど、透夜のそういう真面目な本質は良いところだと美澄は思う。

　一段と足元が暗くなったので、くらげのコーナーに入るときには、ふたりはさらに密着しながら小さな水槽をゆっくりと回った。色々な模様や大きさのくらげのふわふわと浮遊する様子を眺めながら、透夜が美澄の手を引いた。

「大人のデートプランで、水族館が人気の理由はなんでか知ってるか？」

「それはもちろん癒されるからでしょう？」

　だから人気なんじゃないですか、と続けようとしたとき、唇に軽くあたたかいものが触れた。間近に迫っていた透夜の顔がうっすらと見える。彼はいたずらっぽく微笑んでいた。

「こういうことできるからだよ」

　きっとさっきまでの美澄なら、透夜の腕や背中をばしばし叩いていたのかもしれないけれど、暗がりで密着しているこの状況で、ちょっと魔がさしたのかもしれない。

　透夜がもう一度動く。美澄は離れずに目を瞑った。軽く食はむようなキスは、小さく淡い電流のようなものを流す。髪を撫でられ、すぐに他の人には見えないように離れたが、ドキドキはいつまでもおさまらない。

「だから、さっき行きたいって言ったんですか」

　美澄は少しだけ拗ねた目を透夜に向けた。

「しようと思えば、いつでもできるが、こういうの好きなんだろうし」

　悔しいが反論できずに美澄が黙り込んだのを見て、透夜は笑う。

「もちろん、おまえだけじゃない。俺を意識してるおまえの表情を見るのが好きなんだ」

「お試しなんですから、意識くらいは……しますよ」

　あまりにきまりわるかったので、美澄の声は小さく消えていく。

「続きはさすがにあとでな」

　よしよしと頭を撫でられ、美澄はむうっとする。

「続きはありませんってば」

「そうか？　それは残念だ」

　そんな言い合いをしながら、ふたりは水族館の残りを回る。ショーの時間はタイミングが合わず終了してしまったので、おみやげコーナーをそれぞれふらっと眺め、美澄はくらげモチーフのブックマーカーを買った。

　大人っぽいステンドグラス風のデザインだからきっと仕事でも使えるだろう。そう思い、うきうきしながら透夜に渡すと、彼はなぜか驚いた顔をしていた。

「かぶりすぎ」

　と、透夜は美澄に小さな袋を渡す。彼女がおみやげ選びに夢中になっている間に、いつの間にか彼も買い物を済ませていたらしい。袋の中には同じくらげのブックマーカーが入っていたのだ。

「ほんと。まったく同じだー」

　美澄はちょっとした感動を味わう。ブックマーカーだけでも色々な種類があったし、くらげのモチーフのものも色違いのものやデザイン違いのものがたくさんあったのに。

　それに必然的にお揃いになってしまい、妙にくすぐったい気持ちになる。

「相性がいい証拠になったんじゃないか」

　透夜が茶化すように言うので、美澄は即座に反発する。

「まだまだ、戦いはこれからですよ」

　そうでも言わなければ、くらげコーナーの秘密のキスまで話題に触れそうだったからだ。

「戦いって。おまえはいつまで何に張り合うつもりなんだか」

　呆れたように言うその声も、以前よりずっと親しみがあって心地がいい。

　今日はデートしてよかった、と美澄は心から思う。

「なんだ。そっかぁ。ほとんど私の行きたいところばっかりだったから、お礼のつもりだったのに返されちゃったし、夕飯はどうしますか？　透夜さんが行きたいところがあれば、そこにしましょう」

「それだけど、せっかくデートだっていうんで、洒落たレストランに連れていこうと思ってはいたんだが……そういう気分でもなくなったな」

　透夜がスマホを握りながら呻った。行き当たりばったりの美澄と違い、どうやら彼はデート用にちゃんと予約してくれていたらしい。

「どういう気分なんです？」

「おまえの手料理が食べたい。作ってくれるものならなんでもいい」

「なんでもって贅沢ですね。世界一の高級料理じゃないですか」

　ちょっと嬉しかったので、美澄は照れ隠しにわざといやみを言ってみる。

　しかし透夜は案外素直に返事をしてくれた。

「なら、なおさらデートのしめくくりに最高じゃないか」

「いいでしょう。承りましょう」

　そこまで言われたら、腕を振るわないわけにはいかない。

「スーパーの近くに美味しいワインの店がある。そこで一本買って帰ろう」

「いいですね！」

　くらげになったみたいに、ふわふわと、心地のいいデートの余韻を感じていたところ、「あら」と女性の声が割って入った。

　なんだか聞き覚えのある声のような。そう思って振り向くと、女性ふたりがこちらに手を振った。

「美澄ちゃん！　偶然ね」

　ひとりは年齢不詳の和服が似合う美人――八重。

　強引に透夜と美澄のお見合いを取り付けた張本人のご登場だ。

「八重さん、こんばんは」

「ここであなたたちに会えると思っていなかったわ」

「ごぶさたしています」

　と、透夜が頭を下げる。

「ふふ。透夜さんと美澄ちゃん、とってもお似合いよ」

　美澄は思わず透夜と顔を見合わせ、お互いに照れくさくなり肩を竦めた。

「あらあら。そちらは夫婦で仲良くデートなのね」

　もうひとりは、同じく和服姿の叔母の冴子だった。

　八重と冴子のふたりは友人同士でお茶会にでも参加していたのかもしれない。

「叔母さん、この間はお祝いありがとう。大切に使わせてもらうね」

　実は少し前に、八重に結婚したことを知らせると、そこから冴子にも話が伝わり、お祝いの食器類を贈ってもらっていたのだ。透夜のことは八重との付き合いで、冴子もよく知っているらしい。世間は案外狭いものだ。

「結婚式のときはもっとご祝儀弾むからね」

　冴子にウィンクされ、「あはは」と、美澄は笑ってごまかす。

　透夜とのお見合い話を持ってきた八重に本当のことを話すわけにはいかないから、結局、八重や冴子を起点に、色んな人に結婚したという話が事実化されていってしまう。

　しかし契約結婚のことを知られるわけにはいかず、内心びくびくしていた。

「色々話を聞きたいところだけど、すごくいい雰囲気のところ邪魔しちゃったみたいだし、また今度、ね？」

　八重が透夜にウィンクする。透夜はなぜかきまりわるそうにしていた。彼も八重には弱いのだろうか。

「なんでこう俺たちの周りの人間は嵐のようにやってきて嵐のように去っていくのかね」

　透夜は姉の薫子のことを言っているのだろう。美澄も想像して笑った。

「忙しい人が多いですよね」

「類は友をなんとかっていうし、まあおまえ自身も騒がしいしな」

「透夜さんはそこに入っていないんですか？」

「俺は医者として忙しい」

　透夜はしれっと大人ぶったことを言う。

「自分だけ格好つけちゃって」とじゃれてから、美澄は遠ざかって行った八重と冴子の姿を見ながら小さくため息をつく。

「偽装していること、これからも気をつけないといけないわけですね」

「俺は本当に結婚したと思って、おまえのことそういうつもりで紹介しているから、後ろめたさみたいなのはないけどな」

「……私はそういうわけには」

「わかってるよ。お試しってことは」

　せっかくのデートの余韻に水を差してしまっただろうか。そう思ったのは杞憂だった。

　透夜が美澄の手を握る。帰りも放してくれる気はないみたいだ。

　この手に握られるのは今日何度目だろうか。離れているよりも握ってもらえている方が安心するようになってきたのは、デートマジックだろうか。

　そんなことをぼんやりと考えていた。

　帰りもまた電車に乗り、駅を出たあとはスーパーとワインショップにそれぞれ立ち寄った。マンションに到着し、なんの気なしに空を見上げると、まんまるに満ちた月が藍色の闇に浮かんでいた。

「どうした？」

「オムライス食べたくなっちゃったなぁって」

　行き当たりばったりの美澄の発言に、透夜は呆れたように笑った。

「ワインに合うように、ビーフシチューにするとか言ってなかったか？」

「じゃあ、オムビーフシチューはどうですか？　カットしたチーズとバジルをのせて」

「美味そうだな。おまえに任せるよ。手が必要なら言ってくれ」

　透夜はそう言い、美澄が持っていたワインのショッパーを手に引っかけた。

　荷物を全部持ってくれる紳士かと思いきや、

「さっきからぷらぷらと振り回す勢いで、あぶなっかしい」

　と、ため息をつく。

「透夜さんって心配性ですよね、けっこう」

「あたりまえだ。ワインボトルが足に落ちるのも案外痛いんだぞ。もし割れたら、おまえ怪我をするだろう」

　真顔でそう言う透夜に、美澄はちょっとだけ目をぱちくりとさせた。

「思ったんですけど、案外、過保護タイプなんですね」

　感想のようなセリフになっていたかもしれない。

　透夜は我に返ったらしく、早く部屋に行くぞ、と美澄を急かした。

　あまり追及することではなかっただろうか。いつもなら職業柄がどうとか反論するのに。

「さて、お腹が空いたので、ぱぱっとオムビーフシチュー作っちゃいますね」

　美澄はキッチンに立ち、手を洗ったあと、買ってきた材料を並べた。

「透夜さん、先にお風呂行ってきてもいいですよ。明日、早いですよね」

　ワインを冷やしてくれていた透夜が振り返り、とんでもないことを言い出す。

「あとでいいよ。一緒に入ればいい」

「な、何言ってるんですか」

「別にここでもいいか。デートの続きしよう」

　透夜は美澄の後ろに立ち、彼女の腰にゆるく腕を回した。

「ちょっ……透夜さん、ふざけないでください」

「美澄」

　低い声がぞくぞくと身体の芯をくすぐる。

「ひゃっ」

　耳に感じる吐息や、ふんわりと香るトワレに、美澄は手に持ちかけていた玉ねぎを思わず落としてしまう。

　さらに、ぎゅっと抱きしめられ、身動きが取れなくなってしまった。

「だ、だめ……だめ……まだ、手は出さないって約束！」

　じたばたしていると、強引に透夜の方を振り向かせられてしまう。彼が熱っぽく見つめていることに気付き、美澄は困惑したまま見つめ返す。

「急にどうしたんですか」

「おまえが可愛いから、構いたくなっただけ」

　超ストレートに口説かれ、美澄はただ真っ赤になるしかない。

　いきなりのこのパターンは予測していなかった。

「ルール違反はダメですよ」

　どうしようか。まったく、逃げ場がなくなってしまった。

「わかってる。身体はそのうちでいい……キスくらいは許せ」

　透夜は囁くように言って、美澄の顎をついっと指先で上げると、軽く唇をくっつけた。ドキドキしながら美澄は、どう反論していいかわからなくなり身を硬くする。

　水族館でしたキスのことが蘇る。そうだ、キスならもうとっくにしている。でも、キスを許したらその先が待っているんじゃないの？　私はこのまま流されていいの？

　深く唇を求められそうになり、美澄は思わず透夜の胸を押し返した。

「……っずるいですよ」

「食前酒、ごちそうさん。これ以上はフライパンで殴られそうだ」

　透夜は意地悪な顔をしてそう言い、バスルームへと逃げて行く。

「もうっ。おかわりはなしですからね」

　その後、美澄はすっかり動揺し、オムビーフシチューのつもりがオムトマトシチューになってしまい、ますます透夜にからかわれることになってしまった。

　賑やかな攻防戦の末、ようやくダイニングテーブルを囲んで、ふたりは乾杯する。香ばしいバジルの香りと、ワインの芳醇な香りが交わり、食欲をそそる。

「オムトマトシチュー、さっぱりして美味しいな」

　さっそく透夜は美味しそうに食べてくれる。相変わらず彼の食べっぷりは好ましい。

「水っぽくなるかなぁと思ったけど、案外いいですね」

　美澄もひと口頬張ってから、うんうんと呻った。

「やっぱり、おまえの手料理が最高だな」

「さっきのチャラにしませんからね」

「お試し期間に何もしないんじゃ、発展は見込めないだろ」

「だからって、いきなりの夜這いはダメですよ？」

　念には念を入れ、美澄は忠告する。しかし透夜はしれっと聞き流す。

「はいはい。じゃ、おやすみのキスは？」

「それは……」

「また、顔が赤くなってるぞ」

「もう、からかうか食べるかどっちかにしてください」

「どっちもやめられないな」

　透夜は楽しそうに笑い、さっき美澄が禁止したというのに、遠慮なくおかわりを申し出た。仕方ないな、と言いながら、美澄は嬉しさを隠しきれず、彼に応じてしまうのだった。

（夫婦がこんな感じだったら、これからも楽しくやっていけるのかな）

　……そんな風に思いながら。




＊　＊　＊




　さらに二週間が過ぎる頃には、外はすっかり新緑の木々に囲まれ、空は青々として心地のいい初夏の季節へと移ろっていく。

　うまくやっていけるのか心配だった契約結婚だったけれど、近頃は、なんとなく生活のリズムだとか諸々の好みだとか、『夫婦のカルテ』を開いたりわざわざ相手に聞いたりしなくてもわかるようになってきた。

　とはいえ、毎日ずっと一緒に過ごしたわけではない。

　なぜなら、宿直の日やオペが重なっている日は病院に寝泊りすることがあるし、研修や学会の参加などで移動するときは現地のホテルに宿泊し、マンションの部屋に戻らないこともあるからだ。

　だから、せめて一緒に過ごせるときは、食べたいものを作れるようにメッセージに候補のレシピを送ってリクエストを聞いた。それがお互いのコミュニケーションにもなっていた。

　手探りだけれど、少しずつ、互いに寄り添っていっている感触は、美澄にはとても新鮮だった。

（なんていうのかな……夫を攻略している、みたいな感じ？）

　実際、攻略されているのは、自分の方かもしれないけれど。

　そんなある日のこと――。

「どうです？　お気に召しましたか？」

「……ああ、うまい」

　その言葉が聞けた美澄は、喜色満面だった。相変わらず、手料理を美味しそうに食べてくれるのが嬉しい。彼はめったにお世辞を言う人ではないから、本心はすぐに表情でわかる。

「よかった。やっぱり一緒に食事をして、おいしいって言ってもらえるのはいいですね」

　なにしろ今日は三日ぶりに顔を合わせたのだ。

　透夜は午後に帰ってきていて明日は休みだという。夕飯時にはこうして食卓を囲めることになった。

　目の前に透夜がいることが、美澄は自分が思っていた以上に嬉しかった。心のどこかで、彼の不在を寂しく感じていたのかもしれない。

　仮初の夫婦をはじめてから進化したこの気持ちを、なんとたとえられるだろう。

（同志……みたいな？　ちょっと違うか）

　もうとっくにただの知り合いではないし、友達ではないし、上司でもないし、先輩でもないし。結局のところ、ふたりは仮初の夫婦としか表現できない。

（契約結婚なんだし、あたりまえだけど、仮初ってなんか寂しい関係よね……）

　偽装しているということも、なんだか気持ち的に引っかかる。本物の夫婦ではないけれど、こうして過ごしていく中で、培われていく気持ちは、偽りではないのだから。

　悶々と考えていたら、透夜がこちらをじいっと見ていた。

「なんですか？　おかわり？」

　首を傾げて、美澄は手を伸ばそうとする。

「いや。単純だなと思ったんだ。今夜、おまえ妙にうきうきしてるだろ」

　透夜がからかうように言う。

「単純なのはいいことですよ。幸せを感じやすいっていうことですから」

　美澄はいつものように開き直って、笑顔を咲かせた。

「その性格、おまえのことが羨ましいよ」

　透夜は相変わらずだけれど、彼の言葉には前ほど棘のようなものはなく、やわらかい雰囲気を出すようになった。会話をしていてこちらも楽しい。

　それから、作ったご飯をすべて平らげてくれるところも、言葉は乱暴だけれど意外にやさしく気遣ってくれるところもいいなと思う。

　紳士とは程遠い性格なのに、長い髪がなかなか乾かなくて苦戦していると、ドライヤーを手伝ってくれたりもした。透夜の読みかけの本にあのおみやげのくらげのブックマーカーが挟まっているのを見かけて、ちゃんと思い出を大事にしてくれるところも嬉しかった。

　そういう小さな積み重ねの好ましい発見は、美澄の心情だけでなくふたりの関係を軟化させていく。

（私、この人のこと……嫌いじゃないかもしれない。ううん、むしろ――好きかもしれない）

　刻々と心境の変化を感じつつ、胸が熱くなっていくのを知らないふりして、美澄は久しぶりに会話を楽しんでいた。

　大体は病院内のことや薫子と柊の話題が中心だ。病院内のあるある話だとか、医師と看護師の恋愛事情だとか。無論、透夜はそういうことを自分から喋りたがらないので、美澄が話を聞きだすような形ではあったが。

　それから、柊がまた遊びにきたいと言っていたらしく、透夜が困惑している様子を見て、美澄は笑った。

　食事を楽しんだあと、片付けをしていると、透夜がキッチンにやってきた。

「あ、お酒、飲みますか？　明日はお休みでしょう？」

「ああ。おまえもそろそろ休めばいい」

「じゃあ、私も一緒に一杯」

　透夜がグラスをふたつ出してくれ、冷えたシャンパンを注いだ。ふたりでキッチンに立ったまま、軽く乾杯をして口をつける。心地のいい喉越しを感じつつ、透夜を見つめた。

　いつ見ても彼は整った綺麗な顔をしている。芸能人に見間違えられてもおかしくないだろう。医者としての彼は凛々しく精悍な顔つきをしていて、それは格好がいい。どちらの彼も嫌いじゃない。

　普段は、もっと気を緩めてくれてもいいのに。美澄はそんなことをぼんやりと思う。

　それはある意味、独占欲なのかもしれない。もっと甘えてほしいと願っているのは自分の方だ。そして、彼に甘えたいような気持ちになってくる。人肌が恋しいような、くっつきあいたいような。

（私、何考えてるの……なんか、へんな気持ちになってくる）

　恋愛脳ならぬ煩悩抹消！

　やっぱり攻略されているのは自分の方だわ、と思い直す。

　シャンパンを飲み干して、それから透夜から離れようと考えたそのときだった。

「美澄」

　名前を呼ばれ、美澄は振り向いた。

　その瞬間、透夜に唇を塞がれていた。湿った感触がぱちんと弾ける。

「……!?」

　何が起こったのか理解するのにタイムラグが発生した。唇がくっついていたのは一体何秒だっただろう。驚いて透夜を見ると、彼はいたずらっぽい瞳を覗かせていた。

「さっきから物欲しげに俺を見ている罰だ」

「……なな、っなんで、そうなるんですか。だいたい、約束しましたよね？」

　美澄は唇の感触を思い出しつつ、パニックに陥ってしまう。透夜は今キスをした。彼はどういうつもりでキスをしたのか。

「……好きになるまでは手を出さないってやつだろ。違えるつもりはない。おまえにその気がないなら、な」

　透夜の意味深な言葉が、美澄のもやもやした霧を散らそうとする。いつになく熱っぽい眼差しに、くらくら眩暈がした。

　ドキン、ドキンと、鼓動が高鳴っていくのを感じながら、美澄は瞳を滲ませた。

　透夜と見つめ合い、沈黙のまま彼の真意を問うた。

　それは一体どういうことなのだろう。彼は遠回しに本心を言えと言いたいのだろうか。

　誘導尋問とかずるい。

　そういうずるい手を使うなら、絶対に、私から先に好きとは――言いたくない。

　ただ、少しずつ惹かれていっているのはたしかだ。その証拠に、キスは嫌じゃなかった。

　負けず嫌いの性格に火が付いた。

「どうせなら……もっと、拒めないくらい激しく、してくれたらいいのに」

　その小さな呟きが、とうとうふたりの間を遮るものを壊す。

　透夜が動いた。美澄の顎を支えるようにして唇を奪う。さっきは軽く触れただけだった。けれど、もっと深く。

「んっ……！」

　透夜から噛みつくように唇を啄まれ、そして深く押し付けられる。その熱い情熱に押されて、息が乱れる。

　吐息が乱れ、息を吸うタイミングを図ったように、彼の舌が侵入してきて、美澄の頑なな心を溶かすように動いた。

　何度も何度も、唇を吸い、舌を搦めて。無我夢中でお互いを求めていた。

　乱れる呼吸を整える暇さえ与えてもらえず、彼は引くことを許してくれない。

　紳士とは程遠い、どこまでも俺様な彼の、貪るようなくちづけに、どんどん身体は熱くなる。早く降参しろとでも言いたげに縦横無尽に彼は翻弄する。

　美澄の中で、秘めた部分が甘く蕩け出すのを感じていた。

「……っ、待って、立っていられない」

　美澄は思わず透夜の胸を押し返し、息継ぎの合間に呼吸を整えた。力が入りきらなくなり、膝まで震えてしまっている。

「……そういう潤んだ瞳で煽るのが悪い」

　いつもの傲慢でしかない口調も、甘い誘惑にしか聞こえなくなっていた。そんな彼にもういっそすべてを委ねたい気持ちにもなっていた。

「私が欲しいと思うなら、あなたが連れていって」

　どこまでも負けず嫌いの口調で美澄がそう告げると、透夜は彼女の耳のそばでそれを上回る宣戦布告をした。

「言われなくてもそうする。その先は、おまえが嫌がっても、待たないし、やめないからな」

　透夜は美澄を抱き上げ、寝室へと連れていく。ベッドに美澄をおろしたあとの透夜は、宣戦布告どおりに、本当に容赦がなかった。

　もどかしいと言いたげに服を脱がされ、彼もまた身につけているものを脱ぎ捨てる。互いの身体が重なり合い、熱っぽい肌が触れ合った。

　透夜のほどよく鍛えられた筋肉質の体躯に組み伏せられ、美澄はドキドキしながら彼を見上げた。目を伏せ、唇が触れる。

　何度も角度を変えながら啄んで、舌を搦めて……さっきよりももっと甘く濃密なキスの嵐が待っていた。その間にも、透夜の体温の高い手が、美澄のやわらかい部分を撫でていく。彼の唇が肌を滑る、その心地のいい感触に、美澄は溺れつつあった。

　こうなるのは自然なことかもしれない。男女がひとつ屋根の下にいるのなら。まして結婚しているのなら。新婚なら。

（けれど、私たちは契約結婚の身。ちゃんと一線を超える前に言葉にして伝えなくていいの？）

　頭の中で問いかけながらも、追及したらこの瞬間が終わってしまう気がして、口にできなかった。

　それ以上に、透夜から求められることが、心地よくて嬉しかったから。今は、感じている気持ちのまま、彼に触れられてみたかった。

　節くれだった彼の手にやわらかいふくらみを愛され、濡れた唇に肌を吸われ、美澄は悔しいような嬉しいような、ひどく昂った感情を味わう。

　彼は想像していた以上に、貪欲な紳士で、獰猛な獣だった。

　狙った獲物には容赦なく、心を許した恋人にはとことん甘く。絶え間ない情熱を注ぐ。

　逞しい彼の止めどない求愛に、美澄は波打つようにベッドの上で何度も跳ねた。

「待って」

　美澄は悔しいけれど、思わず声をあげてしまった。息苦しいけれど、それは心地よく甘い責め苦だ。自分がだんだん淫らに作り替えられていくみたい。身悶えるにつれ、汗が背中を流れていく。

「……待たない、やめないって言ったろ」

　強く腰を引き寄せられ、とうとう下肢に甘い予感が伝わってくる。美澄は唇を震わせた。それはあっけなく、けれど待ちわびていた刹那だった。

「あ、透夜…さっ」

　気遣わしげな動きは最初だけ。無遠慮に、縦横無尽に、彼は愛そうと動く。

「あ、待って、深い……っ」

　こんなふうに激しく交わった経験なんてない。気持ちよくて頭が真っ白になる。こんな切羽詰まった昂りを知らない。

「……美澄」

　耳元で囁かれ、ますます高みへと誘われる。彼の低い声が少し乱れるのが嬉しくて、美澄もまた彼の名前を呼んで、幾度となく甘い波に揺さぶられ、果てを探した。

「あ、――っ透夜っ」

　いつの間にか互いに求め合うことだけに没頭して、光の先へ昇り詰めていた。

　――しばらく呼吸が整うまで、密着したまま、唇をなだめ合っていた。

　クールでドライに見えた男の荒々しい情熱に、今さらながら照れて、美澄はその場で騒ぎたくなった。それを察したのか否か、透夜は美澄から離れ、しばらくしたのち腕枕をしてくれる。

「案外、落ちるのが早かったな」

　ちょっとしたいやみのつもりか、透夜が美澄をからかうように見た。彼女の頬は火照ったまま、うっすらとまた色づいていく。

「あのね、落城したみたいに、言わないでもらえません？　ぐいぐい迫ってきたのはそっちなのに」

　美澄はむうっと膨れ、透夜の逞しい胸板に額をぐいっと押し付ける。彼はくすぐったそうに少しだけ引くと、彼女の頭をやさしく撫でた。

「ああは言ったが、おまえが本気で拒めば引くつもりだった。あれだけ、俺のことを罵倒していたわけだしな」

「うっ……そんな前のことはもう言いっこなしですよ。男女の関係なんて、そ、そういうものじゃないですか」

「まあ、俺は、後悔していないけどな」

　透夜はそう言い、美澄の額にキスを落とす。本当に、あのときはこうなるなんて思いもしなかった。

「こうなってよかったんでしょうか」

　美澄はおずおずと顔を上げた。

「互いが合意の上なら、順番なんて問題じゃないだろ」

　そっけない物言いは、関係を深めたからといってすぐに変化するわけではないらしい。けれど、額に、頬に、キスをしてくる彼からは、ちゃんと愛情を感じとれる。

　不意に、脇腹を触れられ、美澄は身をよじった。

「痕が残らなくてよかった。ちゃんと綺麗だ」

「……！」

　彼に先ほど愛撫された場所でもある。彼は、気にしてくれていたらしい。

「正直な話……おまえが家にいてくれることが、俺にはよほど嬉しいことだったみたいだ。まんまと落とされたのは、俺の方だったな」

　透夜の飾らない言葉に、美澄は照れながらも、嬉しかったから、本心を告げることにする。

「私も、一緒ですよ。透夜さんと一緒に過ごせるのが、嬉しくて……こんな気持ちになるなんて、自分が一番驚いています」

「俺たちは、案外、相性がよかったわけだ」

　透夜が揶揄するように言う。さっきベッドの上で交わしたことが急に恥ずかしくなってくる。

「いじわるはなしですよ」

「もう一度、可愛がるのは？」

　もっと欲しいと思ってくれることが嬉しいものの、すんなり頷くのはなんとなく悔しかったので、

「……それは、あなた次第です」

　透夜の口ぶりを真似して言ってみた。

「なら、試してみるか」

　透夜は身を起こし、美澄の唇を啄んだ。

　何度目かのキスをする。さっきの激しい情熱に駆られる交わりとはまた違い、唇を重ねて、肌を寄せるだけで、心地がよかった。

　好きとは口にしなかったけれど、好きとは言われなかったけれど、お互いの気持ちが向いている。そのことが嬉しくて、今はただそれだけでいいとこのときはそう思っていた。

「――……」

「……ん」

　一度火が付いた熱はなかなかおさまらないものらしい。結局キスだけでは済まなくなり、時間を忘れて抱き合った。

　二度目の交わりの果てに、お互いにシャワーで汗を流したあと、ベッドに入った途端、気だるさが眠気を誘った。

　やがて寝息が聞こえてきて、美澄は透夜に寄り添った。くっついているとドキドキするけれど、それ以上に安堵を覚える。一緒のベッドで眠るのもだんだん慣れてきた。これからごく自然に、ふたりは夫婦になっていけるだろうか。そんなことを考えながら、美澄も夢の中へと落ちていったのだった。










５　彼の秘められた過去




　五月の連休明けのことだった。

　美澄は東雲総合病院を訪れていた。

　頻繁に妻が病院に押しかけてきたら、さすがに迷惑だろうと思い、躊躇ってはいたのだけれど。

（ちょっとだけ様子を見るくらいなら、いいよね）

　美澄は透夜の顔を思い浮かべながら、ロビーから外科病棟の方へと移動する。

　不意に、手首の内側にキスマークが残っているのを見て、昨晩のことを思い出してしまい、頬に熱がこみ上げてくる。手首以外にもあちこちマーキングされていることは、シャワーを浴びたときに確認して文句を言ったけれど、悪びれない彼に迫られて、二度目を求められ……応じてしまう自分も大概だ。

　一線を超えてからふたりは肌を重ねる回数が多くなった。一緒に食事をするのが楽しいし、なにげない会話をするのも、ちょっとしたスキンシップも、心を満たしてくれる。

　この頃はお風呂に一緒に入ることもあった。きっかけは強引な彼からの誘いではあったが、じゃれ合いながら触れ合う時間は幸せだし、大切に愛されることで女性としての自信もつく。透夜の情熱的な求め方や、彼の真剣な表情から、想われていることが伝わってくるのが嬉しくて、美澄は前よりもずっと心を開いて、透夜のことを意識するようになったし、大事に思うようになっていた。

　今では、ちょっとでも顔が見えないと寂しいし、帰ってきたら抱きつきたいくらいの気持ちだってある。いつの間にか――恋をしていた。

　そんな幸せを感じつつも、透夜がたまにうなされていることが美澄には引っかかっていた。昨日も、透夜は朝方にうなされていた。寝入ったかと思えば、苦しそうな顔をして、額に汗を浮かべていたのだ。

　彼の苦痛を少しでも和らげたくて、美澄は透夜の両手をそっと包むように握った。

『大丈夫、大丈夫……何も怖いことなんてない。だいじょうぶよ』

　美澄は保育士だった頃にお昼寝で寝付けない子をあやしていたように、透夜の手を握ったまま囁きかけた。

　やがて彼の呼吸はだんだんと落ち着いていき、すうっと寝息が聞こえてきた。

　ほっとして、美澄も目を瞑った。

　もしもだけれど、何か辛い経験をしたり、そのことで独り抱えていることがあるのだとしたら、伝えてあげたい。

『あなたはもうひとりじゃないんですよ』

　うとうとしながら美澄は囁いた。握った手のあたたかさに癒され、そのまま睡魔に誘われて朝を迎えた。透夜が隣にいなかったのでリビングに顔を出すと、彼はいつもどおり爽やかな顔をしてコーヒーを注いでいた。

　今日、病院に来たのは、何も浮かれて夫の顔を見にきたわけではない。彼のことが心配だったからだった。

（怖い夢でも見ているのかな……）

　悪夢を見ることは誰でも経験があるかもしれない。けれど、悪夢を繰り返し見るときは、精神的なストレスが解決されていない可能性が高い、という話を保育士のときに臨床心理士を招いたセミナーで聞いたことがあった。

　救えない命があると硬い表情で吐露した透夜のことがぼんやりと思い出された。医師は重責と人の死と向き合う仕事でもある。

　ショートスリーパーなのは職業柄だと言っていたことはその通りなのかもしれないけれど、彼の場合はそれだけではなく、悪夢による中途覚醒のような不眠症の類も患っているようなのだ。

（無意識なのかな……）

　とくに雨の日にうなされていることが多い気がする。ここ一週間は雨の日が多く、あまり眠れていないらしい彼が職場でどうしているか気になったのだ。

　そのことが気がかりで、契約結婚について今後のことを話せないままでいた。

（仮眠はとってるのかな……）

　透夜は美澄にその件について何も言わない。心配させたくないのか、黙っていたいのか。いずれにせよ、お医者様は身体が資本なのだ。何か助けになることがあれば力になりたいと美澄は思う。

　お見舞いに訪れる人たちの波に紛れ、産婦人科のあたりを通りすぎて外科病棟へと行こうとしていたところ、ある人に見つかった。

「おや。今日も愛妻弁当のお届けかな？」

　にこやかに話しかけてきたその人は、服部だった。

「こ、こんにちは。服部先生」

　手ぶらで来ていることを知られまいとなんとか取り繕おうとする美澄に、服部は首を傾げる。そして彼は目敏くも気付いたらしい。

「はーん。さては、愛しの旦那様に会いたくなっちゃった？　それとも、浮気調査とか？」

　からかうような目を向けられると、意識したくなくても勝手に顔が熱を持ってしまう。

「ま、まさか。ちょっと気になって来てみただけです。しばらく寝不足のようだったので」

　当たり障りのない返答をしたつもりだったが、服部の方が一枚上手だった。

「ほんっと、愛されてるねえ。羨ましい。寝不足の原因が奥さんっていうことはない？」

　美澄の顔は完全に真っ赤になってしまった。

　どうにか矛先を変えたくて、美澄はとっさに服部に質問を投げかけた。

「服部先生は、結婚するつもりはないんですか？」

「ああ、僕は自由主義だから」

　あっけらかんと服部は言った。

「そう、なんですね」

　服部の言う自由主義とは、何か彼にしかわからない特別な意味がありそうだ。どういうふうにも捉えられる。モテモテと言われていたのに結婚しないのは、博愛主義という名の遊び人なのか、それともただの無関心なのか。

（うーん、掴めない人だわ、服部先生……）

「それより、さ。ちょっと今日の夕方、少し時間とれないかな。君に話したいことがあるんだ」

「私に、ですか？」

「うん。透夜のことで君に確かめたいことがあってね」

　美澄は弾かれたように食いついた。

「透夜さんに何かあったんですか？」

「ここじゃちょっと。プライバシーに関わる話だから」

　服部は困った表情を浮かべ、声のトーンを落とした。

　ひょっとして不眠症のことと関係があるのだろうか。同期で気心の知れている彼なら何か知っていることがあるかもしれないし、話を聞くくらいなら悪くはないだろう。

「わかりました」

「ありがとう。それじゃあ、帰りにタクシー拾って、マンションの前まで迎えに行くよ」

　連絡先を交換したあと、美澄は服部と別れて病院を出た。透夜は忙しそうにしていたので、声をかけることは断念した。それよりも服部の言う大事な話のことが今は気がかりだった。

　その日の夕方――。

　午後七時頃に服部からメッセージの通知が届いた。

『今行くから十分後くらいに外に出て』という内容だった。

　出かける準備をしていた美澄は、言われたとおりにマンションのエントランスで待つ。その後、迎えにきた服部と一緒にタクシーに乗り込むと、車はホテルの前で停車した。

　一瞬、身構えてしまった美澄に気付き、服部はすぐにひと言添えた。

「ああ、誤解しないでね。用事があるのはレストランの方だから」

　服部が手を向けた方には、きちんとレストランの名前が書かれてある。

　美澄がほっとすると、服部は苦笑し、首の後ろを掻いた。

「まったく、信用がないな」

「す、すみません。服部先生はすごくモテモテだと看護師さんが言っていましたし、その、実際に服部先生は女の人の扱いには慣れていそうですし」

「まあ、東雲よりは臨機応変にそのへんはやるけど、こう見えて真面目な医者だよ、僕は」

　その言葉が信用できるか否かは別として、あからさまに警戒しすぎたかもしれないと、美澄は肩を竦めた。

「まあ、いいさ。こっち」

　服部が案内してくれたのはカジュアルフレンチレストランだった。

　事前に予約していたらしい。服部が案内係に声をかけると、すぐに薄明りの半個室となっている席に案内された。

　その席は、外からはふたりの姿がはっきり見えるが、他の客からは見えないようになっている、いわゆるカップルシートという半個室だった。フレンチレストランというけれど、内装は和風に寄せていて、日本をリスペクトしている空気があった。

「今度、あいつと一緒に来るといいよ。花見の季節とか、最高だと思うんだ」

　服部はにこりと笑顔を見せる。

　たしかに、店内の雰囲気はとてもいい。淡い桜色を基調としたデザインの配色は、薄明りのライトになじんでいて、落ち着いた空間を作り上げている。

「なんだか縁側でお月見でもしているような気分ですね」

「そうそう。あんまり他の席から声も漏れてこない。気兼ねなく話ができるからね、おすすめなんだ」

　都会の夜空を見上げるには、周りにそびえたつビルに邪魔され、星はおろか月さえ見えにくいけれど、ひょっとしたら、外から見えるここの席こそ夜に浮かぶ湖面の月のように見えているかもしれない。完全に隔離された世界のようだ。

（たまには外でデートとかもありかな）

　ぼんやり透夜のことを思い浮かべる。

「まずは乾杯しようか」

　と、服部は手慣れたようにオーダーし、ふたりは軽めの白ワインをそれぞれいただく。

　それから料理が運ばれてくるのを待つ間、さっそく美澄は服部に尋ねた。

「それで、透夜さんの話っていうのは……？」

「僕が話をしたかったのはね、東雲のことというよりは、君たちふたりについて」

「え？　私たちふたりですか？」

　てっきり透夜のことだと思ったので、美澄は首を傾げる。

「そう。僕は疑問に思っているんだよ。どうして君たちは結婚したんだろうってね」

　服部は謎かけをするかのように言った。

「どういう意味ですか？」

　探るような視線を向けられ、美澄はぎくりとしてしまう。

「いや。随分急なことだっただろう？　おかしいなって思ったんだ」

　まさか契約結婚について、服部は何か勘づいているのだろうか。てっきり、透夜の不眠の件だと思い込んでいたが、彼が聞きたかったのは別のことらしい。

　じっと見つめてくる服部の瞳は、何もかも丸裸にしてしまうようだ。鋭く目を細められ、美澄は訥とつ々とつと言い訳をするしかなくなってしまう。

「そ、それは、お見合いの件があったからで……」

　その先がうまく紡げないでいると、服部は追い詰めるように言葉を重ねてきた。

「そうだとしたら、なおさら婚約して結婚してって、段階を踏むと思ったんだ。つまり……君たちが一緒にいるのは、ただ、形式上のことなんじゃないの」

「どうして、そんなことをおっしゃるんですか」

　返答に窮した美澄は、問い返すことしかできなかった。

「違うのかな？」

　射貫くような視線を向けられ、美澄は頬を硬くする。

「服部先生がわざわざそこまで気にする必要ありますか？」

　焦るあまりに、つい強い口調で言い返してしまう。

　すると、服部は彼女を憐れむように眉を下げた。

「君はいい子だね。素直で嘘がつけない。それに、やさしいね」

「私はそんなんじゃ……」

「いい子だよ。だから、心配になって今日、声をかけたんだ。君が、あの子に似てるから」

　服部は遠い目をして言った。

「え、あの子って……」

「あいつの幼なじみの女の子に雰囲気がよく似ているんだ」

「幼なじみ……」

　何を言われているのかよくわからない。何も知らない。

　ただ、だんだんと不安な感情だけが渦を巻いていく。嫌な予感がしてきた。

　だめ、それ以上は踏み込んだらいけない。聞きたくはない。

　その予感は抗うまもなく的中することになる。

「だから、東雲は君を選んだんじゃないかな」

　服部が決定的な言葉を言い放った。

「……」

　頭を思い切り鈍器で殴られた気分だった。息ができなくなる。まるで、初めて透夜に出逢った、怪我をしたときみたいに。彼に愛してもらった古傷のあたりが今さらずきずきとしてくる。

　何も知らない――聞いていない。

　契約結婚のときに、隠し事をしないという項目はなかった。美澄に後ろめたいようなことはなかったし、透夜を追及するような考えも浮かばなかった。

　ただ、振り返ってみれば、不自然ではあった。彼が結婚を早くしたがっていたのは何故なのか。跡継ぎ問題のことは関係ないらしいのに。

　美澄のことを気に入ったと言った彼の言葉も、あまりに性急だった。柊のお世話係の件も、まるで用意していたかのような展開で――否、用意されていたのだとしたら？

　美澄の頭が真っ白に染まりかけたとき、

「彼女のことは、そう簡単に忘れられる相手じゃないから」

　服部のその言葉が、無慈悲に美澄の心を抉った。

（忘れられない女性がいたから……だから、なの？）

　認めたくはない。けれど、そうだとしたら、今までのことが、すべて腑に落ちるのだ。

　お互い好きにならなかったら、契約は解消する――という選択肢が脳内にちらつく。

　美澄が透夜の忘れらない女性の話を知ってしまったことが彼に伝わったら、これからのふたりの関係はどうなってしまうのだろう。

　せっかく、想いを交わし合ったと思ったのに。透夜にとっては、彼女を忘れたいがための身代わりだったということなのだろうか。

　喉の奥が渇いていく。不安がせり上がってきて鼓動が早鐘を打つ。どうしようもなく心細さを感じて、胸のあたりがひりひりしてきた。

（信じたくない……だって、あんなに、大事にしてくれたのに）

　これからふたりは変わっていけるのかもしれない。そんな甘い期待を抱いていた。

　でも、透夜はまだ、忘れていないのかもしれない？

　不眠の理由も何か関係しているということ？

　どんどん気になりはじめる。

　けれど、知れば知るほど、知りたくない事実が明かされそうで怖い。それなら、知らないでいた方がずっといい。

　美澄は震える手を落ち着かせるように、冷たいグラスを握る。

「私、透夜さんが、話してくれるのを待ちます」

　そう。透夜から直接聞いた話ではない。

　真実かどうかなんてわからない。美澄は自分自身をどうにか納得させようとする。

　しかし。

「君に話すわけがないよ。あいつはそういうやつだ」

　険しい表情を浮かべ、服部はため息をつく。その表情には友を慮るような色が見えた。

「服部さんは、本当に事情を知っているんですか？」

「ああ、全部知っているよ。僕がこの目で見てきたことだから」

　決定的ともいうその言葉を聞いて、美澄は俯き、唇をぎゅっと噛んだ。

「どうする？　あいつは聞いても答えない。君に知られたくないことだから今までだって隠していたんだろう。きっとはぐらかすだろうね。だから……君が知っておきたいって言うなら、僕が全部教えるよ？」

　空いていた方の手を服部にいきなり握られて、美澄はびくりと肩を震わせる。

「ごめん。驚いたよね。手、震えてるから」

「いえ。大丈夫ですから、手を、放してください」

「このまま、放したくないって言ったら？」

　服部は握った手に力を込めた。簡単には放してくれなさそうだ。

「服部先生、誤解しないでってさっきレストランに入る前に言ってましたよね」

「結婚していないなら問題はないよね」

「そうだとしても……」

　美澄が反論をすることで、否応なしに契約結婚を認めたことになってしまった。

　しかし、服部は確信を持っている。取り繕っても無駄かもしれない。

　美澄の身体からするりと力が抜けていく。

「過去に囚われたまま忘れられないなんて嫌じゃないか？　君が本気で溺れる前に、医者としては助けたいって思うんだけどな」

「……」

　本気で溺れる前に――？

「あいつとはもう寝たの？　まあ、本気じゃなくても抱くことくらいはできるからね」

　とことん意地が悪い。いつもなら頬をひっぱたくくらいわけないのに。ただこらえるしかできない。

「……っ」

「大丈夫。僕が忘れさせてあげるよ。深入りする前に、あいつからは離れた方がいい」

　服部の指が指の間に絡まる。

　美澄の思考はそこから先の結末を見ることを拒んだ。

「一体ここで何やってる」

　突然、後方から硬い口調に咎められ、美澄はびくりと戦慄わなないた。

　振り返ると、息を切らしてやってきた透夜の姿があった。

「透夜さん、なんで」

　透夜の視線が美澄と服部の手元へと動く。

　美澄はとっさに服部から離れた。服部はやれやれと身を正す。

「ここのホテルの上にいた。セミナーに参加した帰りに、外からふたりを見かけたんだ」

　冷淡な口調で言う透夜に対し、服部は事も無げに頷いた。

「ああ、そうだ。ここのホテルだったな。今日だったっけ。お疲れ」

「白々しい。おまえはわざとここに美澄を連れてきたな」

　詰め寄る透夜に、服部は物怖じする気配もない。そればかりか――。

「察しがいいね。おまえに後ろめたいことがあるから？」

　服部は穏やかな笑みを浮かべ、透夜を挑発するように問いかけた。

「何が言いたいんだ。服部」

「さあね。思い当たることがあるんじゃないか。彼女の顔を見たら」

　余計なことを言ってしまわないか、美澄はハラハラと見守るしかできない。

「美澄、これ以上こいつの口車に乗せられるな。悪趣味な男は放っておいて、帰るぞ」

　苛立ちを隠しきれない様子で、透夜が美澄の腕を掴む。美澄は慌てて立ち上がった。

　しかし服部の挑発は止まらない。彼はとうとう核心をついてきた。

「そんなに美澄ちゃんのことが大事なら、本気で向き合えよ。形だけじゃなく、ちゃんと結婚すればいいじゃない」

「なんで――」

　透夜は表情を硬くし、美澄の方を気にした。

　美澄もまた固まってしまう。

　だめ、終わってしまう。それ以上は言わないで。こっちを見ないで。

「ああ、言っておくけど、彼女が漏らしたわけじゃないよ。はたから見てればわかるんだ。それくらい、ね」

「こっちにはこっちの事情があるんだ。むやみに他には言いふらすなよ」

「ああ、もちろん。院長には黙っておくよ。相思相愛でよかったね」

　にこりと、服部が微笑む。その視線を受け止めた美澄はピンときた。

　服部は透夜を挑発するようなことをしかけた。けれど、ふたりの仲を壊す目的ではなく、わざとなのだ。透夜の想いを試すためだ。

（でも、透夜さんは、もうその人のことはいいの……？）

「本当に部屋についてきたらどうしようかと思ったけど。まあ、愛想尽かしたらいつでも僕のところにおいでよ」

「ありえないから心配するな」

　透夜はきっぱりと言った。その言葉を、美澄は信じたいと思った。

　けれど、彼の話を聞かないことには、この先の関係を続けることはできない。知ってしまったからには、見て見ぬふりをすることはもうできない。

　レストランの外に連れ出されたあと、透夜はきまりわるそうに髪をかきあげた。

「このまま家に送っていく。俺は、病院に戻らないとなんないからな」

　タクシーはすぐに捕まり、ふたりはマンションへと向かう。さっき服部に言われたことが頭の中でぐるぐる回って気分が悪くなりそうだった。

　なんて切り出したらいいか、美澄は悩んでいた。

　車の中ではお互いに何も喋らなかった。何を喋ったらいいかわからなかったといった方が正しいかもしれない。

　透夜が必要な時以外無口なのはいつものとおりだったが、美澄はすっかり落ち込んでいた。

「美澄、着いた」

　透夜に声をかけられ、美澄は彼に続いてタクシーを降りた。マンションの部屋に行けば、ふたりの日々が続いていく。あたりまえのように、契約結婚が――。

（契約結婚……って、結局は、透夜さんが、幼なじみを忘れられるか試すために必要な期間だったっていうこと？）

　一度胸に抱いたモヤモヤは時間の経過と共に大きくなるばかりで、このままなかったことになんてできそうにない。

　エントランスの前まで来ると、美澄は衝動的に口を開いた。

「透夜さん、大事なこと聞いてもいいですか？」

「服部の言うことは気にするな。いつもあんな調子だ。張り合ってきたりからかってみたり、今日のことも、おまえを構ってみたかっただけだろう。まったく迷惑な話だな」

　透夜はこちらを見ない。それが、隠したいことがあると暗に意味するようで、美澄はたまらなく泣きたくなった。

「はぐらかすんですか」

「美澄、あいつの言うことを真に受けるな」

　諭そうとする透夜の声を遮り、美澄は言い募った。

「私を気に入ったって、透夜さんは言ってくれました。それって嘘だったんですね」

「あれは嘘じゃない。本心だ」

　透夜が冷静であればあるほど、美澄は激昂した。

「本心は違うでしょう！　私が、あなたの忘れられない人に似ているからなんじゃないですか？」

　美澄の激しい追及に、透夜は目を丸くし、それから、彼は参ったと言わんばかりに額に手をやった。

　どんどん真実味が帯びてくる。否、もう真実だと語っているも同然ではないか。美澄は黙っていることができなくなってしまった。

「幼なじみの女性に似ているって、服部先生は言っていました。だったら、強引にでも彼女に結婚を申し込んだらよかったじゃないですか。同じようにお試しで契約結婚してくれって。そうはできない理由が何かあるんですか」

「美澄、彼女にはもう会えないんだ」

「どうして。それだけ強く想っているのに！」

　美澄の涙を浮かべた顔を見て、透夜は苦しそうに表情を歪めたあと、小さくため息をつく。

「もう二度と会えないからだ」

「だから、どうして」

　食い下がる美澄に、透夜は沈んだ声で言った。

「彼女は、この世にはいない。もう随分前に……死んだんだよ」

「……死……？」

　まさか、そんな回答が返ってくるとは思わず、美澄はショックを受けて言葉を失う。

　透夜は静かに「ああ」と頷く。

　美澄はそれ以上追及できなくなり、押し黙った。

　ふたりの間に気まずい沈黙が下りる。

「その調子じゃ、服部からはかいつまんだ情報だけちらつかせられたんだろう。本当にあいつは……」

　そうひと言添えてから、透夜は改めて美澄をまっすぐに見た。

「これに関しては、おまえは知る必要がないことと思っていた。ただ、知りたいと思うなら順序立てて話をしようと考えていたんだ」

「知りたいです。ちゃんと聞きたい……透夜さんが、辛くないのなら」

「……わかった」と、透夜は美澄の頭をやさしく撫でた。

「まず、おまえは誤解しているようだが、その亡くなった彼女とは別に恋仲だったわけじゃない。しいて言うなら、そうだな……妹のような存在だった」

　と、透夜は美澄を見て、憂いを帯びた表情を浮かべる。

「少し、おまえに性格は近いかな。素直で元気で逞しくて。とにかく表情がくるくる動く、見ていて飽きない存在だった。俺には姉貴がいたが、下にはきょうだいがいなかったから、兄貴分として彼女を守ってやらなければという使命感のようなものがあったかもしれない。それも小さな頃の話だ」

　そう語る透夜の眼差しは、どこか遠い記憶に想いを馳せるようだった。

　彼の穏やかな語り口調から、何にも代えがたいやさしい思い出なのだろうというのが伝わってくる。

　しかし美澄の胸にはちくりと棘のようなものが刺さる。やがて、じわじわと痛みが広がっていって、息ができなくなりそうになる。彼女への嫉妬と理性とを必死に天秤にかけていた。

「彼女が亡くなったのはいつ……病気ですか？」

「俺がまだ二十代で、研修医から医師になりたての頃だな。彼女は至って健康だった。好きな男と結婚して妊娠して、これから出産を控えているっていうときだった。ある冬の日……雨の降る日に、事故に遭ったんだ」

「事故……」

「ああ。おまえと同じで、他人を助けようとして巻き込まれた」

　美澄の脳裏に、あの日のことがまた浮かんだ。彼が必死に助けてくれたことを。

「俺は、主治医と一緒に救急で対応にあたった。だが――結局、彼女も、お腹の子も、どっちも……助けてやることができなかった。医者っていうのは無力なもんだよ。もしも俺じゃなかったなら、そう何度も思った。後にも先にもあれほど後悔したことはない」

　苦悶の表情を浮かべる透夜からは、まだ癒しきれていない傷が彼の中に残されていることを感じ取れる。

「……だから、私に重ねて見ていたんですか」

　契約結婚を持ちかけてきたとき、癒されたいと、透夜が言っていたことを美澄は思い出していた。彼は結婚に癒しを求めていた――。何気ない「癒されたい」という言葉にこんな事実が隠されていたなんて思わなかった。

「最初は、そうかもしれないな。彼女にどこか似ているおまえを助けることで、救えなかった過去の贖罪になるような気がしていた。医者として大切な人を救えなかった過去の無力感を忘れられるかもしれないと思ったんだ。こういう俺の身勝手さでおまえを傷つけてしまっていたのなら謝る……申し訳ない」

　透夜がそう言い、目を伏せる。

　彼を苦しめたいわけじゃなかったのに、掘り起こしてしまったことがいたたまれない。その一方、そんなことを言われたら、彼の記憶の中の彼女に対抗することなんて到底できないと美澄は萎縮する。想いの深さが違うことを、まざまざと見せつけられ、自分の不甲斐なさに悲しくもなってくる。

「言い訳になるかもしれないが、一緒にいるうちに、おまえは彼女とは全然違うことに気付いた。その違いこそが俺にとっては新鮮で、ひとつひとつが愛しくも感じられて、いつの間にか目が離せなくなっていた。おまえとだったら恋愛がしてみたいと思った。一緒にいることに居心地の良さを見出していた。その気持ちは本当だ」

　まっすぐにこちらを見つめる透夜の表情を見て、どう受け止めていいかわからなくて、美澄は喉のあたりまでせり上がってくる痛みを必死にこらえていた。彼を責めてしまいたくない。嫌な言葉を言ってしまいたくない。一緒にいたいと思ってくれていることを信じたい。でも、それほどまでに深い想いを知らされたあとで、すんなり受け止めていいものだろうか。そんな迷いも生じる。

「……なんて言ったらいいかわかりません。子どもが苦手なのも、その件があるからなんですね。全部……彼女に関わることだったんですね」

　いつの間にか、視界が揺らいでいた。

「美澄……」

　透夜は美澄の目尻に流れていく涙を指でぬぐう。

「そういうときだけ、やさしいんですね。ううん。あなたは本当はやさしい人……私わかったんです。私が怪我をしたときに叱ってくれたのも、本気で心配してくれたんだっていうこと。東雲透夜っていう医者はそういう人なんですね。もう誰もできるなら死なせたくないと思った。そして今も、苦しんでる。私を見て思い出してしまうなら、私の存在は何なんでしょう」

　透夜は何も言えずに悲しげに微笑むだけだった。そんな表情をさせてしまったことに、美澄はまた傷つく。

　夜、眠れないのも、そのせい。彼は、ずっと後悔している。彼女に何もできなかったことをずっと忘れられないと思っている。

　たとえ恋仲じゃなかったとはいえ、大切な人には代わりないのだ。彼女を超えることなんて、ちょっとやそっとじゃいかないことを示しているのではないか。

　彼の心を奪ったまま逝ってしまった彼女に、勝てるはずがない。まして彼はずっと覚えていて、これからもふとした拍子に重ねて見てしまうこともあるかもしれない。それは、お互いがとても辛いことなのではないだろうか。

　しかし透夜は言い訳だけはしなかった。

「すぐに理解を示そうとしないでいい」

「今はただ、混乱しています」

「無理もないだろう。すまなかった」

　彼は瞳を逸らさない。懺悔をいとわない。

　きっと美澄が彼を責めても受け止める覚悟をしている。

　別れてほしいと美澄がひと言告げれば、透夜は頷いてしまうことだろう。

　ちょっと前なら、そうしてしまえば済む話だった。でも、今は簡単に別れを告げられない。

　本当の彼を知ったつもりになって嬉しくて、お互いに寄り添って、いつかは本当の夫婦になれたら……という夢を見はじめていた。

　もうとっくに彼に恋をしているから。

「私、しばらく頭を冷やしてきます。今夜はどこか別のところにでも――」

「待て。その必要はないし、だいたい、おまえには行くところがないだろう？」

　透夜は労わるように言った。

「それは……」

　八重のことや叔母のことが思い浮かんだ。急に帰ったらびっくりするかもしれない。それに、透夜とは結婚したことになっているのだ。今、ふたりのことを聞かれてもうまく説明できる自信がない。

　透夜が美澄の頭をぽんと軽く撫でる。

「今夜は宿直だし、しばらく病院に泊まる。おまえはうちにいればいい」

　こういうときにやさしいから、ますます胸が苦しくなるっていうことを、彼はきっと知らない。時々、やさしさが残酷になるということを、彼はまるで気付けていない。そういう気遣いが彼の傲慢さだということも。
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　透夜と別れてから、美澄はベッドに倒れ込んで、枕を抱きしめたまま突っ伏した。

「はぁ。なんで私……巻き込まれて、契約結婚なんかして、こんなに好きになっちゃってるんだろう。透夜さんのバカ、バカ……」

　胸にため込んでおくのが辛くなってきて、美澄は思わず声を荒らげる。

　片足を突っ込んだくらいで引き返していたらよかったのに。身も心も彼に捧げてしまったあとでは、もう元のようには戻れるわけがないのだ。

　絶望に打ちひしがれてから、美澄はなんとか自分を奮い立たせる。

　いや、まだ、大丈夫。本当に結婚してしまう前に気付けてよかったのではないか。

　荷が重すぎる。そんな辛い過去を一緒に背負う覚悟なんて、そう簡単にはできない。

（だいたい、恋仲だったわけじゃないとはいっていたけど、昔は好きだったとかじゃないのかな）

　沸々と小さな嫉妬が胸を占めていく。その一方、彼を信じたいという気持ちも芽生える。

　透夜が嘘をついているようには見えなかった。彼はごまかさなかった。だったら、過去は過去と受け止め、透夜と一緒にこれから幸せになればいいのではないか。

　でも、それでも透夜が彼女を忘れられなかったら？　やっぱり離婚してほしいと言われるのが落ちではないのか。そうなってからでは遅い。

　服部が言っていたようにこれ以上深入りしてからではより傷つくだけだ。だったら、そうなる前に手を引くべきではないだろうか。幸い、ふたりはまだ契約結婚という状況なのだから。

　ぐるぐる考えた。前進しては後退し、吐くくらい考えた。それでも結論は出ない。

（私は、どうしたいの）

　冷たいベッドにひとりでいると泣きたくなってくる。透夜の温もりが恋しかった。

（だめだよ、私……もう、無理だよ）

　もうとっくに深入りしてしまっていることに気付いてしまったから。

　――いつの間にか朝を迎えていた。

　けれど、ベッドから起き上がる気力がなくて、その日はだらだら過ごしていた。

　翌日、雨音で目を覚ました。気だるい身体を起こし、なんとかシャワーを浴びてみる。けれど、リビングに移動したあとも、ソファに座ったまま何もする気になれない。

　外は雨が降り続けている。いつまでも彼女の気分は鬱々として晴れない。この空のように――。




　三日ほどその繰り返しをしてみたところで、美澄は我に返った。

「うぁーだめだめ。こんなふうに腐ってるの、私らしくもない」

　掃除、洗濯、料理。規則正しい生活！

　でも、誰のために頑張っていたのだろう。

　好きになるかどうかなんてわからなかったのはお互い様だ。好きになってもらえるように努力をすればいい話。

「しょうがないよ。だって、好きになっちゃったんだもん」

　三日だって顔が見えなければ恋しくて、お互いをあんなふうに求めていた。今もそう。数日姿が見えないだけでこんなに寂しい。

　別れてしまったらもうずっと顔を見ることはできない。

（そんなの嫌！）

　テーブルに置いていたスマホを手にとり、メッセージ画面を開く。すると未読の通知がいくつか入っていた。すべて透夜からだ。

　確認しようとしたところで、インターフォンが鳴る。

　ディスプレイ画面を覗き込んで見れば、薫子と服部が揃って手を振っていた。

「え、薫子さんと、服部先生。なんで？」

　なぜ、この組み合わせ？

　不思議に思いながらも返事をして、玄関のドアを開く。

「美澄ちゃん、遊びに来ちゃった。この間はありがとうね。柊もまた美澄ちゃんに会いたいみたいよ」

「は、はい。私もまた会いたいです。ところで、どうして服部先生がご一緒に？」

　ちょっとだけ警戒心を募らせつつ、美澄は服部を見る。

　すると薫子が服部をキッと睨んだ。

「私の可愛い義妹いもうとをいじめた悪い外科医がいるようだったから連行しちゃったわ」

「はは。僕はおせっかいをしただけなのにな。学会の帰りにこのとおり彼女に捕まっちゃってね」

「はぁ」

　どういうなりゆきかはわからないが、とりあえず彼らを部屋の中に招くことにした。

「どうぞ。ソファにでも座っていてください。コーヒーとお茶どっちがいいですか？」

　美澄はケトルに水を入れてスイッチを押した。それからキッチンの戸棚からコーヒーとグリーンティーのパックを取り出す。

　もちろん彼らセレブに失礼のないよう、お買い得用のではなく、おいしい店で購入しているものをチョイスする。

「なんでも大丈夫よ。ねえ、服部」

「まずはお詫びをしないとならないからね。お茶菓子持ってきました」

　服部が差し出したのは、有名なお店のフルーツ大福だった。

「わざわざ、ありがとうございます」

　甘いものには目がない美澄が目を輝かせると、

「まだ受け取らない方がいいかもよ？　だって許さなきゃいけなくなっちゃうじゃない？」

　薫子が冗談交じりに言い、美澄はハッとする。

　一方で服部は困ったように笑った。

「そういう打算はないよ。本当にお詫びだから」

「だって。安心していいみたい。ということで、遠慮なくお邪魔しまーす。美澄ちゃんと暮らしはじめる前は、我が家のようだったから不思議な気分だわ」

　薫子と服部のふたりはソファに並んで座った。なんだか不思議な取り合わせだ。

　透夜と服部は同期だという話だし、姉の薫子が知り合いでもおかしくはないだろうけれど。

　コーヒーを淹れながら、キッチンからふたりの様子を眺めていると、

「あ、一応ついでに言っておくけど、服部はね、私の元カレなのよ」

「えっ、そうなんですか!?」

　衝撃の告白をさらっと出され、美澄は運ぼうとしていたコーヒーをこぼしそうになった。

「じゃあ、柊くんは……」

「それはまた別の人。その前っていうこと」

　随分雑な紹介だ。あまり深いことは聞かれたくないらしい。

「そ、そうなんですね」

「まあ、短い期間だったんだけどね。すぐに新しい人見つけちゃって、こちらは用済み」

　服部もまたひと言添える。それに対し、薫子はしらけた顔をしている。

「よく言うわ。このとおり飄々としててむかつく男よ。だから、服部の言うことはいちいち気にしちゃだめ」

「一応、振られたのは僕の方なんだけど」

　不服そうな服部の肩をずいっと押しのけ、薫子はその場をとりなした。

「まあ、いいじゃない、その話は。今日は、美澄ちゃんと透夜の件で、ね」

　薫子が服部を肘で突く。

「どうぞ」

　と、美澄はふたりの前にコーヒーを置く。服部は礼を言ってから、申し訳なさそうな顔をした。

「あいつ……宿直でもないのにここ数日、病院に寝泊りしてるから、これは雨降って地固まるどころか、崩落でも起こしちゃったかなと。そそのかした僕のせいだよね」

　レストランでのやりとりが、美澄の脳裏に蘇ってくる。それから、マンションに戻ってきたあとのことも。

「いえ。服部先生が教えてくださらなくても、いずれはぶつかった問題だと思いますし……」

　美澄はしゅんとして俯く。

　元々、透夜の不眠を心配していたというのに、彼を病院で寝泊りさせているなんて、ひどいことをしてしまったと思う。

　彼をますます追い詰めてはいないだろうかと、心配になってしまった。

「美澄ちゃん、そのことなんだけど、透夜の幼なじみの千ち代よちゃんは、本当に妹みたいに可愛がってた子でね」

「千代ちゃんっていうんだ」

　名前を知ってしまうと、ますます形として浮き上がってしまい、美澄の中に暗い影が広がっていく。

「彼女のことは恋愛関係とかじゃなかったのよ。ただ、本当に透夜を慕っていた子だったから、彼女が亡くなったとき、透夜はものすごくショックを受けていた」

「はい。聞きました」

「……雨の降る前は、今でも、不眠になりやすいらしい。当時は、医者をやめたいって言い出したくらいだったから、相当にね……絶望していたと思う」

　服部が困ったように言い、コーヒーカップに口をつけた。

「それだけ大きな存在だったっていうことですね」

　美澄の肩にどんどん荷物が乗せられていく。しかし耳を塞ぐのは簡単でも、知らないままではいられない段階にきているのだ。なんとかぐっとこらえて彼らの話に耳を傾けていたのだが。

「だから、結婚したって聞いたときは、本当に寝耳に水だったんだ、去年、いきなりひとめぼれをした相手だとかなんとか言って――」

　服部の話の途中で、美澄は顔を上げた。

「え？　ひとめぼれ？」

　疑問符が大量に頭に浮かんだところで、薫子が思わずといったふうに服部の膝の上を叩く。

「ちょっと。服部が口を挟むと、混乱するから黙っててちょうだい」

「はいはい。でもほんとだからね、美澄ちゃん」

「ひとめぼれってどういう」

　美澄の方が寝耳に水だった。そんなこと透夜の口から一度も聞いたことがない。

「私から説明するわ」と薫子が話を続けた。

「去年のクリスマス間近のときだったわ。柊の予防接種で病院に顔を出したとき、透夜がなんか面白い患者が運ばれてきたって言うのよ。話を聞けば、子どもをかばって怪我をしたんだけれど、けっこうひどい具合だったのに自分のことを顧みない、やたら元気な子がいるって」

　あの怪我をした日のことを、美澄は再び思い出していた。

「透夜はあのとおりそっけない感じだけど、実際は心配で気になったらしくて、診察の合間に何度か美澄ちゃんの様子を見に行ってたそうよ。そしたら、少しもじっとしていないし……挙句の果てに、迷い込んだ小児科病棟の子どもたちの前で朗読劇をしていたとか。続々と子どもたちが集まる中、遊んであげたりとか」

「あ、はは。そんなこともあったかな」

　美澄は思い出したら恥ずかしくなってきた。じっとしていられないのは性分というか、一種の職業病だったかもしれない。

「明るい性格でお話好きで、ちょうど孫みたいな年だったからか、一緒の病室のおばあちゃんもにこにこしてて、どんどん元気になっていって……。それを見てから、透夜は美澄ちゃんから目を離せなくなったみたいで――それが、ひとめぼれの真実。と言っても、これは姉のカンで、当の透夜は自覚してなかったみたいだけどね」

　薫子はそこまで言うと、美澄に微笑みかけた。

「あのとおり愛想もへったくれもない可愛くない男でしょう？　私、服部から透夜の様子を聞いて、八重さんに相談したの。そのとき、八重さんと美澄ちゃんが深く関わりがあることがわかって、そこから私と八重さんのお見合い大作戦が生まれて、運命の出逢いのできあがりっていうわけ」

　薫子は透夜の姉なのだから、院長の知り合いという八重と通じているのも不思議なことではない。

　けれど、まさかそんなことになっていたなんて。

「し、知らなかった。じゃあ、あのお見合いは……仕組まれたことだったんですか」

「まあ、きっかけを作っただけよ。それをどうするかは透夜次第だもの。美澄ちゃんは何も知らないわけだから」

　美澄は改めて八重からいきなり縁談を持ちかけられたことを思い返していた。

　あまりにも突然のことだったし、透夜がやたら強引に話を進めてきたのはそういうことだったと思えば、腑に落ちる。

「はぁ……」

　幼なじみの女の子のことで頭がいっぱいになっていた美澄は、突然の情報にがくりと脱力する。

「お見合い相手が君とわかって内心嬉しかったはずなのに、どんな気持ちでポーカーフェイス決めていたんだろうと想像すると楽しくて笑っちゃうね」

　服部がふっと噴き出す。

「服部先生は仕組まれたお見合いだと知っていたんですね？」

　美澄は恨めしい目で服部を見る。

「いや。それからすぐに結婚することになったって聞いて、あまりにもうまくいきすぎじゃないかと、ちょっと引っかかっていてね。薫子に探りを入れたあと、割と僕も本気で君のことを気に入ってたから、あわよくばと思ってかまをかけたつもりだったんだけど、あの晩……君の表情でピンときたんだ。ふたりは本当に結婚したわけじゃなく、仮初の関係なんだろうなってね。まあ、ああ見えて慎重なところがある、あいつらしいよ」

「まったく。うまくいきかけていたのに、余計なことして拗らせちゃったんだから、しょうもない」

　薫子が服部を睨みつけると、服部は肩を竦めた。

「うん。それは反省してます。この間は、本当にごめんね」

「ひょっとして、わざわざそれを伝えに来てくれたんですか？」

　薫子と服部は揃って頷く。

「どれだけの人を救っても、過去の痛みは消せない。どんどん抱えるものが増えていくばかりだって、透夜は言っていた。そんな中、やっと弟が自分の人生に目を向けるようになったの、嬉しかったのよ。幸せになってほしいと思ってる」

「あいつに外科医をやめられたら、僕もチームの一員として困ることになるからね」

　ふたりの言葉や表情には透夜を想う気持ちが溢れていた。

　透夜のことを思い浮かべ、美澄は胸にせり上がってくる熱い感情をひとりで処理できず、どうしていいかわからなくなった。

「美澄ちゃんは、透夜のこと今、どう思っているのかしら？」

　薫子にそっと問いかけられ、美澄は一気にこみ上げてきそうな感情を我慢するように唇をぐっと噛んでから、整理のつかない想いを、絡まり合った糸を解いていくように、ゆっくり吐露する。

「最初の出逢い――私が救急車で運ばれて入院したときは、どうしようもなく腹が立つお医者さんでした。口は悪いし、態度もなんかとにかくひどくて。なんでこんなに傷ついたのに、医者のくせにひどいこと言うんだろうって思いました」

「その場面はなんとなく想像がつくわね」

　薫子が苦笑する。まったくだ、と呆れたように服部が同調する。

「……でも、八重さんから持ちかけられたお見合いの場で再会して、なりゆきで契約結婚することになって、なんだかんだ透夜さんと一緒に過ごしていくうちに、本当の彼が少しずつ見えるようになっていった。そっけないのはやさしさの裏返しで、口が悪いのは照れ隠しなんだってわかりました」

　言葉に出すことで、不思議なくらいに気持ちが落ち着いていく。そして、彼に対する想いがはっきりと形になっていくのを感じる。やっぱり、もうとっくに彼に恋をしていたのだと。

「……それから、自分でも驚くくらい彼を……どんどん好きになっていきました。本当の彼を知っていって、もっと知りたくなった。もっと一緒にいて、たくさんの時間を過ごしたいと思うようになっていました」

　そばにいない時間は透夜のことばかり考えてしまう。彼の笑顔が見たいと思う。

「美澄ちゃん……」

「私、もう、こんな状態じゃ、後戻りなんてできないんです。とっくに深入りしてしまっているんです。だから私、仮初の契約結婚なんかじゃなくて、透夜さんと、ちゃんと結婚したいです。彼の……本物の奥さんになりたい」

　言葉にしたら想いがこみ上げてきて、あっという間に視界が潤み、涙が溢れて止まらなくなってしまった。

　大事な彼女のことを忘れられなくてもいい。いつか一番にしてもらえたら、それでいい。それでもいいから、彼と離れたくない。発露した想いは、どんどん育って、自分の手に負えないくらいに大きくなっていく。

「美澄ちゃん……ありがとう。そんなふうに透夜のこと想ってくれて。あいつは幸せもんだわ」

「本当に、あいつにもったいない」

　薫子と服部に慰められるうちに、美澄はだんだんと腹が立ってきた。

「でも、ひどいです、透夜さん。君にひとめぼれしましたって言ってくれてたら、まだるっこしいことだってなかったのに。なんか悔しいです」

　美澄はそう言い、思わず拳を握った。泣いて折れるだけじゃおさまらないのが彼女の性格だった。

「はは。僕ならきっと言ってたのにな。やっぱり乗り換える？」

　服部がそう言い、ずいっと顔を近づけてきた。しかしすぐに薫子から牽制が入る。

「服部～？」

「はいはい。じゃあ、そういうことで皆でフルーツ大福を食べようか」

　あえなく退散した服部は、矛先をよけるようにフルーツ大福の箱を開く。

「まったく、あんたって人は」

「甘い食べ物は、疲弊した心を癒す天才だよ」

　そんなふたりの楽しいやりとりを眺めながら、美澄は改めて透夜への気持ちを温める。

「そういえば」

　美澄はスマホのメッセージを確認した。薫子と服部が来る前に、確認しようとしていたのだ。

　メッセージにはこう書かれてあった。

【会いたい。明日の夕方、最初に出逢った店に来てほしい。やり直しがしたい】と。

「なになに？　透夜から？」

「はい。なんか……会いたい。やり直しがしたいって」

　その言葉をかみしめると、胸の内側からあたたかいものが溢れ出していくのを感じた。

「そっか。今度こそ、雨降って地固まる、かな」

　と、服部はほっとしたようにため息をついた。

「ねえ、美澄ちゃん、透夜とちゃんと話しておいで。うまくいくように応援しているから」

　薫子に励まされ、美澄は涙をぬぐい頷く。

　会いたい。顔が見たい。話がしたい。

　透夜からちゃんと真実を聞きたい。

　そうしたら、ちゃんとこの想いを伝えよう。

　今、思っていること、ありのまま、すべてを。










６　好きだよ




　翌日の夕方、フレンチレストラン、porte-bonheur の前まで行くと、美澄は一旦立ち止まり、深呼吸する。

　あのときは何がなんだかわからないうちにお見合いに向かうことになって、妙なドキドキ感と緊張でふわふわしていた。今日は別の意味で緊張している。

　やり直しがしたいと彼が言っていたので、美澄はあのときと同じ服を着ていた。そして、あの日と同じように美澄は案内係に声をかけた。

「――真下です。東雲透夜の名前で予約してあるかと思うのですが」

「真下、美澄様でいらっしゃいますね。お待ちしておりました。どうぞ」

　まるでタイムリープしたみたいに不思議な気分を抱きつつ、美澄は案内係についていく。

　あの日と同じ席に透夜は座っていた。

　けれど、今はあのときとはまったく違う感情がここにある。ほんの二ヶ月くらい前の話なのに、もう随分前のことのように感じるくらい、彼への想いは変化していた。

　同じように彼も――。

　美澄を目にした途端、やさしく微笑んだ。

　初対面のときにそっけなかった彼とは大違いだ。時間はちゃんと動いている。そんなふうに美澄は実感する。

「待ってた」

「来ちゃいました」

　お互い照れくさいからか言葉少なく、そのまま着席する。しかし、そわそわしているのは、透夜の方だったかもしれない。だから、美澄は反撃の隙を狙っていた。

「美澄、今夜は、おまえにちゃんと話をしようと思ってる」

「はい。聞きたいと思います」

　戦に挑むような面持ちで告げると、透夜に緊張の色が見えた。彼の表情が硬くなる。それを見届けてから、美澄は先に口を開いた。

「……っていっても、残念なことに、色々聞いちゃったんですけれどね」

　美澄が言うと、透夜は狼狽えていた。

「は？　色々って……誰に」

「透夜さんが、実は私にひとめぼれしたっていう話とか、裏で仕組まれていた、おせっかいなお見合いの話とか……薫子さんと、服部先生に」

　美澄は指折り数えながら、薫子と服部のことを思い浮かべた。

「はぁ……あのふたり。余計なことを」と、予想していたように透夜は項垂れた。

「あなたには色々言いたいことはありますし、聞きたいことはありますけれど、でも、これだけは先に伝えておきたいんです。透夜さんはやり直したいって言ったけれど、私が今日ここに来たのは、やり直したいのではなく、続きがしたいからです」

　ここに来るまでの間、整理してきた想いを、美澄は一言一句丁寧に伝える。

　透夜は急かすことなく、彼女にその意味を問うた。

「続き？」

「はい。私が出逢った最低最悪のお医者様。その人とお見合いをして契約結婚をして過ごしてきた日々……それがあったからこそ、今の私たちが在るわけじゃないですか。裏側に真相はあったかもしれませんが、そこだけは変わらないんですよ」

　透夜は一拍置いてから、

「……そうだな。おまえの言うとおりだ」

　と言い、テーブル越しに美澄の手を握った。

　その瞬間、まるで電流が走ったような感覚がした。

　――ああ、どうしよう。指先が触れ合っただけでドキドキする。彼に触れられていなかった数日でさえ、こんなにも貪欲に恋しさを募らせていたのだ。否応なしに思い知らされる。

　美澄はさっそく泣きたい気持ちになってきた。用意してきたはずの言葉が出てこない。

「美澄……今夜、おまえにどうしても伝えたいことがあるんだ」

　透夜はそう言い、美澄の指をやさしく搦めとる。

「この数日ずっと美澄のことばかり考えていた。おまえを傷つけたことを悔やんだ。おまえの幸せを願うなら、引くべきなんじゃないかとも思ったよ。でも、何をしていてもおまえの顔ばかりが浮かぶんだ。笑った顔、怒った顔、照れた顔、喜んだ顔、泣き顔……。一緒に過ごした時間が愛しくてたまらなくて、声が聞きたくて、触れたくて、苦しくて仕方なかった。俺はどうしてもおまえを放したくない。どうしたって手放せない。この先もずっと、他の誰かなんかじゃなく、美澄……俺はおまえと一緒にいたい。俺が、おまえを幸せにしたいんだ」

　透夜は言って、彼のジャケットの内ポケットから箱を取り出した。ふたつ折りのそれが迷うことなく開かれ、闇夜に瞬く星のように、きらきらと指輪が輝く。

　あまりの眩さに、美澄は思わず息を呑み、彼を見つめた。

「改めて結婚を申し込ませてほしい。真下美澄さん。俺と、結婚してくれませんか」

　緊張した面持ちで、いつもと違う真剣な表情で、かしこまったように彼が言う。その拙い仕草を愛しく感じて、胸が熱くなる。

　――ああ、どうしよう。本当に、この人のことが好き。美澄はまた、彼への想いを実感するほかになかった。

「私が断っても、きっとあなたはそれでも私をどうにかして、頷かせるつもりなんでしょう？　あの日、契約結婚を迫ったときみたいに」

「もちろんだ。あの日以上に引き止めるつもりだ。もう、どうしようもなく惚れちまったんだからな。誰にもやらない。何があってもおまえを放さない」

　透夜の瞳に情熱の色が滲む。彼の真摯な想いに打たれて、美澄の指先は震え、やがて我慢していた涙がとうとう溢れてきてしまった。

「本当、勝手な人。どうして私、あなたと出逢っちゃったのかな」

　そうでも言わなければ、体裁を保っていられそうにない。

　もちろん、それは後悔の意味ではなく、それほど彼に深くはまってしまったことに対して、完敗した自分を慰めるためのものだ。

「美澄……」

　透夜の長い指先が、美澄の細い指に絡まる。

「でも、はじまってしまったんだもの。時間は前にしか進まない。もう後戻りなんてできないの。私、透夜さんのこと……好きになっちゃったんだから」

「おまえは、俺のことが嫌いだったはずなのにな」

　皮肉げに彼は微笑む。

「私は、あなたに巻き込まれたんだから、責任をとって幸せにしてくれなきゃ許さない」

　美澄が言うと、透夜はテーブル越しに彼女の唇を塞いだ。

「――必ず、幸せにする」

　その言葉があれば、この先ずっと幸せでいられると思った。

「……はい」

　頷いたら、涙の粒が頬を滑り落ちていった。それは止めどなく。何度も涙で視界が揺らぐ。

　けれど、しっかりと指輪が填められていく感覚がわかった。

　ここから、ふたりの恋の続きがはじまるのだ。

　契約に縛られた結婚じゃなく、これから先の未来を約束をするために。




＊　＊　＊




　食事を楽しんだあと、ふたりはどちらともなく手を繋いで店を出た。

　気持ちが昂っているせいなのか、そんなにお酒を飲んだつもりはないのに、ふわふわしている。

　左の薬指にしっかりと填められた指輪がくすぐったい。夜でもちゃんと星のようにキラキラ輝いている。まるで奇跡みたいに綺麗だ。それが、透夜の純粋な気持ちを表しているのだと思うと、どうしようもなく愛おしくてたまらなかった。

　ぽつりと頬が濡れるのを感じ、美澄は空を見上げた。

　さっきまで曇り空だったが、とうとう雨が降ってきたらしい。

「そういえば、服部先生が――」

　雨降って地固まるって言っていましたよ――まで口にすることはできなかった。

　振り向くと、ぱっと傘が開く音がしたかと思えば、透夜の唇に言葉を封じられていたのだ。

「プロポーズの後で……他の男の名前を出すなんて無粋なことはするなよ」

　唇を少し離してから、独占欲の固まりをぶつけるような顔をして、彼は言った。

　驚いた美澄の顔を眺めつつ、透夜はふっと囁く。

「雨の日はいいな。いつでもキスしたくなったらこうしてキスできる。晴れの日も折りたたみ傘くらいは持ち歩くことにしようか」

　ふたりきりの傘というカーテンの中、美澄は照れながらも透夜を見つめる。そして、彼のことを気にかけた。

「雨の前の日、眠れなくなることがあったんですね」

「ああ、たまにな」

「今は、大丈夫ですか？」

「おまえがいてくれるから、癒されてるよ」

「もう、私なしではダメな体になったってことですね？」

　美澄が茶化すように言うと、透夜は微かに頬を赤くして押し黙ってから、彼女の唇を指先でなぞった。

「おまえの方こそ、俺なしじゃダメな体になってるだろ」

「自覚はありますよ」

　今だって彼に抱かれたい、愛されたいという欲求がこみ上げてくるのだ。

「自覚があるようなら何より。まったく。煽る天才というか……おまえのそういう素直さが、俺はたまらない気持ちになるんだ」

　軽口を叩き合いながらも、お互いの気持ちはちゃんと向き合っている。

　今度はどちらからともなく唇を重ねる。誰も見ていない傘の中だと思うと、一度きりじゃ足りない欲求が抑えきれず、そっと唇を啄みながら、やがて夢中で何度もキスを交わした。

　苦しくなって離れると、透夜が美澄の耳に唇を寄せて囁く。

「家に着くまで待てない」

　耳朶を食まれ、首筋に唇を這わせられ、美澄はびくりとする。

「……！　だ、だめです。さすがに外でそんなことできませんよ」

　慌てて透夜の胸を押し返すと、「ふっ」と彼は笑った。

「まったく、ムードもへったくれもないな。言葉通りにとって、じたばたするんだから」

「そうやって、なんか子ども扱いするようなところありますよね」

　顔を赤らめた美澄が首筋を手で押さえつつ透夜を軽く睨むと、彼はわざと美澄の髪をくしゃりと撫でた。妹にでもそうするかのように。

　その瞬間、つきりと胸を刺すような痛みを感じた。千代という子のことが脳裏をよぎったのだ。

　彼の過去をまだ切り離せない。これからも切り離すことはできないのだろう。それなら、どう乗り越えたらいいだろう。これから夫婦として。

「そういえば、私、透夜さんに言いましたよね？」

「何をだ」

「だから、す……」

　最後まで告げるのが恥ずかしくなり引っ込めると、透夜が首を傾げた。

「す？」

　そのまま止められると、ますます恥ずかしくなってくる。だからもう言っちゃえと、美澄は勢いに任せた。

「だから～好きって！」

「ああ」

　透夜はさらっと流す。知らんぷりをしている。

　これはとぼける気だな、と美澄は悟った。

　透夜にもちゃんと言葉にして、好きだと言ってほしいのだけれど。

（まあ、ここで好きって言われても、どうしたらいいかわからなくなるだけだし……強制するようなものでもないし）

　悶々としていると、透夜がなだめるように言った。

「拗ねるなよ」

「……拗ねてませんよ」

　と言いながら、実は拗ねているけれど。

　しかし次に聞こえてきた声に、美澄は耳を疑う。

「好きだよ。美澄」

「……！」

　弾かれたように透夜の顔を見た。彼は真剣な表情をしていた。それから彼は瞳を甘く滲ませ、もう一度、愛の言葉を囁く。今度は、もっとやさしく。

「……好きだよ。美澄」

　その威力は絶大で。

　瞬く間に美澄の顔は赤くなっていく。

「～ずるい」

　床に転がってバンバンと叩いてしまいたいくらい、恥ずかしいやら嬉しいやら、どうしていいかわからない。

「なんだよ。言ってほしかったんじゃないのか」

　女心はよくわからないと、透夜は照れた顔でぼやく。

「だって、家に着くまで待てなく……なるじゃないですか」

　美澄が上目遣いで訴えると、透夜はふっと表情を綻ばせて、あるものを目の前に出した。

「今夜はホテルに宿泊する」

　そう、それはホテルのルームキーだった。

「え？」

「予約してあるんだ」

　美澄は目をぱちくりする。

「透夜さん、さては、最初からやる気満々だったんですね」

「悪いか。というか、おまえな。もう少し言い方に気をつけろよ」

　通行人がくすくすと笑っていた。美澄は肩を竦めつつ、開き直ることにする。

「別にいいじゃないですか。婚約している身なんですから」

「ほら、行くぞ」

　手を握り直してから、透夜は歩き出す。それに美澄はついていく。

「これから、結婚式のこと考えようか」

「式、やるんですか？」

「籍もちゃんと入れて。正式に結婚するんだ。親父や姉貴、八重さんにも報告する。服部は……まあ、いいとして、今度は堂々と周りに紹介する。おまえの亡くなった両親にも報告しないとな」

「はい！」

　笑顔を交わし合ったあと、お互いに思ったことは同じだったかもしれない。

　――その前に、ふたりにはやることがある。

　それは、お互いの愛を確かめ合うことだ。

　ホテルの部屋にたどり着くと、マンションの部屋とはまた違った広々とした光景が広がり、美澄は窓際へ駆けよって、わぁと感嘆の声をあげた。

　一流ホテルの最上階、スイートルーム。窓からは都会の夜景が一望できる。きらきらと輝くそれは、まるで星空の中に浮かんでいるようだった。

「やっぱり、おまえもこういうのに憧れるんだな」

「私をなんだと思ってるんですか？」

「マンションに連れていった日に、そういう顔してたから」

　美澄はきょとんとしたあとで、そういえば……と思い出した。

『さすがは東雲先生……立派なところにお住まいなんですね。さぞかし景色もよさそうで……』

『病院から一番近いマンションがここだ。おまえが夢見ているような高層階の眺めは望めないから安心しろ』

　……そんなふうに言っていたことを。

「……さすが東雲先生ですね」

「おまえのためだよ」

　照れている透夜を見て、美澄は目を丸くする。

「望んでいることは叶えてやりたいと思うんだ。たとえ、些細なことでも、な」

　熱っぽい眼差しに加えてストレートな告白に、美澄は身悶える。

　ウォッカを流し込んだのではないかというくらい熱いものが喉のあたりをくすぐっている。

　この人は、もう。どれほど罪作りな男なのだろう。

　美澄は押し黙ったまま、思わず呼吸を止めてしまいそうになった。

「美澄？」

　透夜は怪訝な顔をしている。この非常事態がどこから来るのかなんて、彼にはまったくわかっていない様子。

「……はぁ。いきなりデレすぎではないですか」

　目の前がちかちかする。それほど、彼の情熱的な想いに衝撃を受けたのだ。

「照れてるのか。可愛いやつ」

　と、透夜は笑った。

　彼はよく笑ってくれるようになった。その自然体の笑顔もまた素敵なものだから困る。ひと言ずつ愛情を込められているのが伝わるし、心臓がびっくりすることばかりだ。

「すみませんが、過剰摂取しちゃうと、中毒になっちゃいますから、できたら少しずつにしてください」

「俺としちゃ本望だけどな。さっさと俺なしではいられなくしてやりたいわけだから」

「……っあ」

　後ろから抱きすくめられ、耳の後ろに唇が滑っていくのを感じて、美澄はびくりと戦慄く。

「おまえ、いつもいい匂いがするんだよな」

「……飢えた獣ですか」

「うん。おまえを余すところなく、全部喰いたいよ」

　手に触れていたガラスがよりいっそうひんやりと感じる。ワンピースの後ろのファスナーをおろされ、透夜の手がやわらかいふくらみを捉えようとする。

　指先が触れた瞬間、美澄はこらえきれず声を漏らす。その声をもっと聞きたいと言わんばかりに、彼の指先は淫らに動こうとする。

「ん！　待って、透夜さ、シャワーくらい……」

　美澄は吐息をこぼし、なんとか彼の腕から逃れようとする。

　けれど、彼の方がずっと上手だった。

「待てない」

「ん……」

　吐息が乱れるその合間に、透夜が美澄の手を引き、大きなベッドへと誘った。

「美澄……」

　ネクタイを緩め、透夜が美澄をベッドに押し倒す。あらわになった筋肉質な胸板にドキリとする。色気の塊みたいな彼の求愛に、美澄は息を弾ませた。

「透夜さん、待って」

　待てない、という言葉すら紡げずに、彼はシャツを脱ぎながら、美澄に覆いかぶさる。

　衣擦れの音をかき消すくらいに、激しいキスの雨が降る。どんどん濡れて、緊張はほぐれていく。

　やがて素肌は余すところなく重なり、ときめきと共に高鳴る鼓動が、彼を受け入れた瞬間に、速度を速めていく。

「……ん」

　隠しきれないほどの狂暴な欲望を、絶え間なく溢れる情熱を、そして……その愛情を。彼は衝動のままに、全身でぶつけてくる。

「可愛い、美澄……」

　睦言を囁かれ、美澄もまたよりいっそう昂っていく。普段はそんなことあまり言ってくれないくせに。

　ずるい人だ。もうとっくに彼なしではいられない。彼にも同じように感じてほしい。

　意識が飛んでしまいそうなくらいの、とろけるような愛撫の後、彼の情熱を示した昂りを内に受け入れ……その深く激しい律動に、美澄は喉を反らし、唇を震わせた。

「あっ……透夜さっ」

　手を強く握られて、揺さぶられる中、やさしく唇を塞がれる。

　交わって結び合った互いを離さないように、何度も何度も求め合い、やがて高鳴る鼓動と共に、どこにもいけなくなった熱がどうっと中で激しく爆ぜた。

　神経の隅々まで痺れていくのを感じながら、いとおしそうに見つめる透夜を見つめ返し、彼からのキスを受け入れる。

　何度も何度も彼はそうして美澄を愛する。そして美澄は彼の愛に溺れていく。

「好き……っ」

　自然と想いが溢れ、唇からこぼれていく。

　何度だって、伝えたくて仕方なくなる。そして、同じように聞いていたい。

「……好きだ。美澄」

　彼から向けられる愛情を、その言葉を。

　彼を受け入れるたびに、好きだと言われているみたいだ。

　激しい揺さぶりと共に、止めどなく求められるにつれ、頭の中は彼でいっぱいに占領され、胸の中は彼への想いが降り積もり、いっぱいに満たされていく。

　その後のことはもう何も考えられなかった。

　想い合うままに混ざり合って、時間を惜しんで愛し合った。

　彼と身体を繋げたことは初めてではない。

　けれど、本当の意味では、今日、初めてふたりは結ばれたのだ。










７　相思相愛という名の奇跡




　プロポーズの日の一夜から、ふたりが交わした契約結婚は合意の上で解消することになった。

　金庫の中に保管していた二種の書類のうち、ルールを決めた誓約書は破棄し、婚姻届はふたりで役所に提出することに。そしてふたりは、ジューンブライドといわれる六月に正式に籍を入れたのだった。

（こうして真下美澄は、東雲美澄へ――お見合いから契約結婚を経て、東雲透夜の本当の妻になったんだとさ。めでたし、めでたし……ね）

　美澄はなんだか腑に落ちない気持ちではあった。端的にいうと、彼女はものすごく拗ねていたのだ。

「なんか、私だけが舞台の上で踊らされていた、みたいな感じじゃない？」

　婚姻届を出したあと、美澄は透夜にそう訴えたのだが、彼はいつも通り、どこ吹く風といった顔をしたあと――何故か美澄にキスをした。

　唇を強奪されて美澄は呆気にとられたというか、透夜の甘やかすような表情にドキッとし、あっけなく戦意喪失した。

「もう、透夜さん？」

　せめて軽く睨みつけてみるものの、

「おまえは笑っていた方が可愛いよ」

「くぅ……」

　……惨敗だ。

　唇で黙らせるなんてひどい。いきなり口説くなんて心臓に悪い。そう、このところ日々悪化していく。何がって致死量クラスの溺愛が。彼は出逢った頃とは大違い。詐欺にも程がある。

　美澄はこみ上げる羞恥心と闘った末、透夜の胸を軽く押し返す。一方、彼は困ったように微笑を浮かべた。

「俺がどれだけおまえを落とすのに必死だったかを、せいぜい記憶と照らし合わせて遡るんだな」

　言い方は相変わらず不遜。俺様魔王様は健在。だけれど、彼の愛情がどれほど深いものかは、美澄だってもうわかっている。

「じゃ、おまえからの苦情はまた帰ってから受け付けるわ」

「倍返しするんでしょ？」

「さあな。期待しないで待ってろ」

　そんなことを言い残し、役所から戻ってすぐに透夜は病院に戻っていった。いつでも彼は忙しく余韻に浸る暇はない。

　のぼせそうな溺愛の余韻に浸りつつ、マンションの部屋でいつものように献立を考えていると、薫子から電話があった。

　近くで雑誌の撮影をしていたらしく、柊を連れて遊びに行きたいということだった。美澄はもちろん了承し、うきうきと彼らが来るのを待つ。

　インターフォンが鳴って玄関へ急ぐと、薫子と、彼女にそっくりな小さな王子様がひょこっと顔を出して、「ばあ！」といたずらな顔をする。

「わぁ！　見ないうちに随分大きくなったんじゃないのー柊くん」

「みっしゅみー」

　久しぶりに会った柊も美澄に会えて嬉しかったらしい。はしゃいでハイタッチをしてくれた。

「ふふ。まるでおばちゃんみたい。まあ、間違えてないわよね。柊はあなたの甥っ子になるんだから」

　薫子はそう言い、綺麗なモデルの表情に母親らしい笑顔を覗かせた。

「薫子さん、待ってました。中にどうぞ」

　張り切って中に通すと、薫子が首を傾げる。

「なんか相談ごとでもある感じ？　また透夜から何かされた？」

「たっくさんありますよ、それはそれは」

「あらあら。じゃあ、お姉さんが聞いてあげましょうか」

「ぜひお願いします！」

　その後、抱きついてくる柊と歓迎の抱擁をし合ったあと、薫子が持ってきてくれたフルーツサンドやマカロンなどのお菓子を広げ、ティータイムを開始する。

　柊は持ってきた絵本を幾つか開いて、美澄の膝の上を占領していた。

　美澄は柊の髪を撫でながら、薫子と会話を楽しんだ。その中で、婚姻届を出したときの透夜とのやりとりを伝えたのだった。

「たしかに美澄ちゃんは振り回されちゃったわよね。でも、おめでたいわよ。相思相愛ってね、大げさじゃなくって本当に奇跡なことなのよ」

　薫子はかみしめるように言った。

「奇跡……かぁ」

「そう。奇跡。誰もが好きな人と結婚できるわけじゃないしね。それと、たとえ八重さんや私たちが舞台裏や脇役としてお膳立てをしたところで、主演の息が合わなければ、うまくいくこともいかなくなることもあったでしょうし」

　モデルをしている薫子らしいたとえ方だな、と美澄は感心しながら、紅茶を啜りつつ、肩を竦めた。

「その節は……大変お世話になりました」

「ふふ。美澄ちゃんと透夜がお互いに向き合うことができたことが、本当に素敵なことだわ」

　にっこりと薫子が笑う。

「私、薫子さんがお姉さんでよかったです」

「あら。可愛いこと言うのね。人たらしって言われない？」

「本心ですよ。柊くんのこといつでも頼りにしてくれて大丈夫ですからね」

「ありがとう。嬉しいけど、あまり張り切りすぎないようにね。まずはふたりのことちゃんとして。透夜はわかりにくいやつだけど、あれでいて美澄ちゃんのことものすごく大事に考えてるから。どうかこれからも末永くよろしくね」

「はい」

　ちょっと涙ぐみそうになったので急いでマカロンを頬張って甘酸っぱいスイーツを味わう。お腹も心もいつの間にか満たされていったのだった。

「ところで、この舞台の黒幕……八重さんからあの話聞いた？」

　薫子に尋ねられ、美澄はうんうんと頷く。

「驚きました……」

　美澄はため息をつく。

「ほんと。まさか、もうひとつの奇跡があったなんてね」

　薫子と美澄は顔を見合わせて困ったように笑った。

　婚姻届を出すちょっと前に、美澄は八重に会いに行った。その席には叔母の冴子がいて、何も知らない冴子に、八重から真相を説明してもらいつつ、正式に結婚することを報告したのだが。

　そのときに、八重からも報告があると言われ、とある大ニュースを教えてくれたのだ。

『美澄ちゃんたちのお母さんになるわ、私』

　何を言っているのだろうと、疑問符を浮かべている美澄と冴子を尻目に、相変わらず年齢不詳の美人な八重は幸せそうに微笑んだ。

　なんと東雲総合病院の院長、つまり透夜の父と再婚することになったと言うのだ。

　開いた口が塞がらなくなるなんてこと本当にあるんだと、そのとき美澄は思った。

「その件は、私も知らなかったのよ。父は再婚に前向きじゃなかったから。でも、透夜は色々と知ってたみたいね」

「はい。そのようですね」

　美澄が大衝撃を受け、その話を持ち帰って透夜に報告したところ、彼はさらっと説明してくれた。

　両親はだいぶ前に離婚していて院長は独り身だった。八重とは幼なじみの親しい関係で、美澄と透夜がお見合いしたことがきっかけで、より親密になっていったらしい。病院でふたりを見かけたときに話を聞いたそうだ。

「世の中、何があるかわからないものだわ。でも、幸せはたくさんあった方がいいもの」

「そうですね。八重さんにも幸せになってほしいです」

「役者はこれで揃った。あとは結婚式ね。楽しみにしてるわ。ねえ、柊、あんたはリングボーイでもやるといいわよ。私がデザインした子ども用のタキシード着せてあげる」

　柊はきょとんとしていたが、薫子が楽しそうにしているのを見て、うんうんと頭を振った。

「美澄ちゃんと透夜の赤ちゃんもこれから楽しみね」

　と薫子が言い出すので、美澄はまた顔を真っ赤にして、「気が早いですよー」と言っていたのだが。

　旦那様のいきなり豹変した溺愛っぷりを思えば、案外、そう遠くない未来に起こりえるできごとかもしれない。赤面しつつ、そんなふうに思い直す美澄だった。




＊　＊　＊




　様々なサプライズを浴びつつ、次の休日には美澄は透夜と一緒にブライダルプランナーに相談して婚礼プランを立ててもらい、十一月に挙式の予定で話を進めることになった。

　意外と決めることが多く、休日はほとんど式場が提示したスケジュールに沿って打ち合わせを重ねているこの頃――。

　六月半ばには美澄の誕生日も控えていた。しばらく公私ともにバタバタしていたが、当日は透夜が休みをとってくれ、ふたりで温泉旅行に出かけようとしていた。

「これで荷物は全部かな」

「まあ、一泊二日だから、足りないものがあれば向こうでも買えるしな」

「温泉旅行なんて久しぶり」

「束の間の休息だ。楽しむことにするか、色々」

　ちらりと透夜の視線がいたずらに刺さって、美澄はどきりとする。めくるめく溺愛の日々はあれからも止まることを知らない。

　温泉宿に宿泊したら――色々な妄想が捗ってしまう。

「顔に出しすぎ」

　と、透夜に笑われてしまった。

「意味深なことを言うからでしょう？」

　相変わらず美澄は透夜に振り回されている。

「はいはい。そろそろ出るぞ」

　荷物は透夜が全部持ってくれた。

　さっそく透夜に続いて玄関へ向かおうとしたときだった。

　ふわっとしためまいを感じて美澄は壁に手をつく。

　梅雨の時期による気圧の変化だろうか。少し気持ち悪さを感じる。ここのところそういうことが多いのだ。

「どうした？」

「ううん。なんでもないよ。先に行ってて」

　ミント飴を舐めればすっきりするかもと思い、テーブルの上に置いてあったポーチの中を探ろうとしたとき、こみ上げるような吐き気がやってきて、美澄は慌てて洗面所に駆け込んだ。

　動悸を感じて、冷や汗が流れる。ざわざわと鳥肌が立っていた。早く楽になりたくて吐き出そうとしても、出てくるのは胃液だけ。

（……びっくりした。朝は食欲なくてヨーグルトだけだったよね。昨日なんかへんなの食べたっけ？）

　しばらく落ち着くのを待ってから、美澄は昨晩のメニューを振り返ろうとして、ハッとする。

　そういえば、しばらく生理がきていない気がする。

「もしかして、妊娠――してる？」

　ドキドキと鼓動が速まってくる。美澄は思わず自分の下腹部をそっと触った。そして思い当たる節をいくつか辿った。

（いつだろう。あのときの……かな）

　無我夢中で求め合っていて、余裕がなかったときが幾度となくあった。

　正式に結婚したという事実が、トリガーになっているのも事実。

（いや、でも、最近の透夜さんの溺愛っぷりからすると、どのときかまったくわからない！）

　思い出せば出すほど、思い当たることが多すぎて、美澄はかあっと顔を染める。

（どうしよ。妊娠検査薬、買ってみた方がいい？）

　透夜はどう思うだろうか。一緒に産婦人科を受診した方がいいだろうか。子どもがあまり得意ではないと言う彼のことが気にかかる。

　そもそも、温泉旅行に行っていいものだろうか。

　悩んでいる間に、再び吐き気を催し、美澄は浅く息を吐く。寒気のようなものが背をざわりと撫で上げ、額に汗が伝っていった。

　一向に来る気配のない美澄を心配したらしい透夜が戻ってきて、慌てて美澄の背中をさすった。

「どうした。気分が悪くなったのか」

「うん、ちょっとだけ。でも大丈夫。だいぶ落ち着いてきたから」

　美澄は緊張しつつ透夜を見つめる。きっと話を先伸ばしにしたところで、医者の目は侮れない。もし妊娠していたら、つわりはこれからも続くだろう。それなら、今、打ち明けた方がいいかもしれない。

「あ、あのね」

　心臓が口から飛び出しそうになり、何度かどうしようかと引っ込めようとするが、黙っていることは無理だった。

「うん？」

「私、妊娠したかもしれない」

　透夜は驚いた顔をしたものの、なるほどそういうことかと悟ったらしい。美澄の頬をやさしく撫でた。

「そっか。これから身体もっと大事にしないとな」

「透夜さん、子どもが得意じゃないですけど、大丈夫ですか」

「そんなこと気にしてたのか。あたりまえだろう。過去と今は違う。それに、おまえとの子なら嬉しいよ」

「よかった」

　美澄は透夜が喜んでくれたことが嬉しくて頬を緩ませる。まだ少し胃はむかむかするけれど、それが赤ちゃんからのサインだと思うと、さっそく愛おしさを感じてならなかった。

　念のため、急ぎ近くのドラッグストアで簡易検査薬を購入し、さっそく試してみたところ、やはり妊娠陽性だった。

「しかし。そうなると、旅行は中止か」

「残念だけど、そう、だよね。ごめんね。せっかくお休みとってくれたのに」

　美澄がしゅんとすると、透夜は彼女の髪をやさしく撫でた。

「いいさ。温泉に入らないにしても、旅先で何があるかわからないからな。まずは、病院ではっきりさせた方がいい」

「赤ちゃんがいたら、ダブルでお祝いしなくちゃね」

「ああ、そうだな」

　そういうわけで、ふたりは急きょ東雲総合病院に向かうことにした。

　産婦人科を受診すると、妊娠七週～八週目つまり妊娠三ヶ月に入る時期ということがわかった。出産予定日は来年の一月頃になるらしい。

　産科医から診断画像と共に説明を受けた美澄と透夜は、顔を見合わせて微笑む。

（すごい……あんなふうに、もう形になって見えるんだ。私のお腹の中に……赤ちゃんがいるんだ）

　感動しつつ診察室から出ると、たくさんの妊婦さんたちの姿が見え、美澄はいずれ自分のお腹もだんだん大きくなっていくのだと、気が引き締まる想いになる。

　産婦人科外来から移動しようとしたとき、白衣を来た医師の往来を見た美澄は、ふと透夜のことが気にかかった。

「そういえば、透夜さん付き添いに来てよかったんですか。もし服部先生に見つかったら、冷やかされますよ」

「別に、隠れることじゃないだろう。今日はプライベートだ。それに、外科病棟は離れてるんだ。産科にはめったに来ないから大丈夫――」

　と透夜が言いかけたが、どうやら大丈夫ではなかったらしい。その噂の相手、服部の姿が見えたのだ。

「なんであいつは、こういうときに妙にタイミングが合うんだ？　すまないが、向こう行ったら教えてくれ」

　絡まれるのが面倒だと、透夜は背を向けて通りすぎるのを待った。

　ミッションを無事に達成したあと、美澄は透夜の方を振り向く。

「行ったみたいです。何か用事があったんでしょうか」

「病状に関連性があれば出向くこともあるが、あいつの場合は、気に入った看護師がいるところにはどこでも出没するからな」

「でも、服部先生は、透夜さんのこと心配してましたし、実はいい人ですよね」

「おまえもそうやってすぐ騙されないように。あいつは調子がいいんだ。そんなもんで、外科部長や教授にも可愛がられているよ。出世欲があって世渡り上手なんだ」

　透夜は白い目を向けてきた。けっこう根に持つタイプのようだ。美澄は笑う。

「安心してください。私は透夜さんしか見てませんからね」

「……そういうのは家に帰ってからにしろ」

　はっきり主張すれば照れてしまうのだから、困った旦那様だ。

　けれど、そっけないのも口が悪いのも今ではご愛敬……。言葉の端々で、彼の態度で、たくさん愛情を感じることができる。

　お腹の中には、そんな愛しい旦那様との子が宿っている。こんなに幸せなことはないと美澄は思った。

　そして、これからもっと幸せなことが待っているのだ。そんなふうに信じていた。




＊　＊　＊




　――ところが。

　安定期を迎えた美澄がいよいよ結婚式を控えていた十一月半ばのある日のこと。

　まもなく妊娠九ヶ月……妊娠周期としては三十二週に入る頃。お腹に強い張りを感じ、心配になって受診した美澄が医師から告げられたのは、切迫早産の危険がある、ということだった。

「――切迫早産、ですか」

　美澄は頭が真っ白になった。

　知識としては少しだけ本で読んだことがあるが、その詳細は知らない。

　まさか自分がその当事者になるとは思わず、不安がこみ上げてくる。

「赤ちゃんは、大丈夫なんでしょうか」

　落ち着かない様子で手を握った美澄を見て、医師は話を続ける。

「あくまでこのままだったら危険性があるということです。現在、東雲さんは妊娠三十二週に入るところなので、三十七週まではなんとかお腹の中で持ちこたえられるようにしたいんです。ここがリスクを回避できる最小の週数なんです。ですから、ひとまず二週間は入院して様子を見た方がいいでしょう」

「もしも……止められなかったら、このまま未熟児のまま出産になることもありえるっていうことですか？」

「そうですね。ただ、心配しすぎないでください。安全な週数までお腹にいられるように万全の体制で処置をします。万が一、出産となった場合でも、当院にはきちんとフォローできる体制が整っていますから、あまり気に病まずに。ストレスが一番よくないですからね」

　医師は安心させるように言った。

　そばに控えていた助産師や看護スタッフが、美澄に入院手続きについての説明をしてくれる。しかし現実を受け止めるのに精一杯で、美澄は生きた心地がしなかった。

　一瞬、透夜の幼なじみで亡くなった千代と彼女の子どものことが脳裏をよぎったのだ。

（大丈夫。無事に生まれるように、頑張るから……もうちょっと、お腹の中にいてね。もう少しだけパパママに会えるのを待っていてね）

　美澄は願いを込めて、お腹をゆっくりとさすった。

　それから美澄は産科病棟へと移動し、ナースステーションで受付を済ませると、看護師に病室を案内してもらった。

　六人部屋の四つのベッドが埋まっていて、美澄は一番手前のベッドだった。

　隣は誰もいないようだが、窓際のベッドに寝ているひとりと目が合い、美澄は挨拶をした。

「はじめまして、東雲美澄です。今日からこちらでしばらくお世話になります。どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ。ご丁寧にありがとう。私、佐さ藤とう芽め衣いっていいます」

　彼女はわざわざ電動リクライニングのボタンでベッドの背もたれを起こしながら、やわらかな笑顔を見せてくれた。

「美澄ってすごく綺麗な名前ですね。美澄さんって呼んでもいい？　私のことは芽衣でいいから」

「うん。もちろん。じゃあ、芽衣さん」

　気さくな人でよかったと、美澄は胸を撫で下ろす。彼女とは仲良くなれそうだ。

「美澄さんはお産の入院？」

「実は、切迫早産で、まだ三十二週なの」

「そっかぁ。でも、きっと大丈夫よ。そこまで大きく育ってくれたんだもの」

「芽衣さんは？」

「私はね、切迫流産の方。これで二度目よ。だから、ベッドから動いちゃダメなの」

　切迫早産が三十七週未満で未熟なまま産まれてきそうな状態であることに対し、切迫流産は、妊娠二十二週未満で流産しかけている状態だ。

「そうなんだ。二度も……大変だよね」

　なんて言ったらいいかわからず言葉を濁すと、

「あ、気を遣わないで。もうすぐ二十二週になるの。そしたら美澄さんと同じ仲間になれるから待ってて」

　芽衣は明るくそう言い、話を続けた。

「……っていうのもね、ここはお産を控えている人も、切迫流産・早産の人も一緒の大部屋よ。色んな人がいるわ。だから、一応、最初に聞くことにしているの」

　そういうことだったのか、と美澄は納得する。話をしていると、看護師たちが廊下を忙しく往来している様子が見えた。

「満月だから、出産ラッシュだって看護師さんがバタバタしてるみたいね。今夜はもっと大変かも」

「そういう神秘ってやっぱりあるのかな？」

「あるよ、ある。うめき声が夜な夜な聞こえてくるから」

　脅かすように芽衣が言うので、美澄はぞっと背中に悪寒を感じてしまう。

「なんかそれ違う意味じゃあ……」

「覚悟しといて。あれを聞くと、出産するの怖くなっちゃったりするけど……そのうち慣れるよ。人間も動物なんだなって、しみじみ思うわ」

「そ、そうなんだ」

　芽衣のお喋りに圧倒されつつ、美澄はふと考えた。

　慣れてしまうくらい芽衣は長くここにいるということなのだろうか。

　あまり詳しいことを聞くのはなんとなく躊躇われた。

「検温ですよー」

　看護師の声が聞こえてきて、美澄は出入り口の方を見る。

　すると、その後方に白衣を着た透夜の姿が見えた。

「あれっ……透夜さん」

　無論、病院に勤めているのだから白衣あるいはオペ着なんかを着ているのは当然なのだが、まさか彼が産科を訪れるとは思わなかったのだ。

「入院になったって聞いて、顔見に来た。休憩の間ちょっとだけな」

「わざわざよかったのに」

　美澄はそう言いつつも、心強さを感じて胸があたたかくなる。

「そういうわけにはいかないだろ」

　大事な妻なんだからと、口にしなくても彼の表情からは伝わってきた。そういう彼の気遣いが嬉しくて、美澄は自然と笑顔になった。

「嘘。東雲先生っていったら、有名なイケメン先生じゃない？　看護師さんたちもよく噂してた……あ、東雲美澄さんって、もしかして先生の奥さん!?」

　後方から飛んできた芽衣の大声に、美澄も透夜も目を丸くする。

「えっと、実は」

　そうだった。今は芽衣と話をしていたのだ。新婚モードでふたりの世界になりがちな自分を反省する。

「わぁ、すごい人と知り合いになっちゃった」

　芽衣は声を弾ませるようにして言った。すると、看護師がこらこらと彼女をとりなす。

「佐藤さん、あんまり興奮して動かないように。もう少しの辛抱だから安静にね」

「はーい」

　芽衣が看護師と話しはじめたのを見計らい、

「ちょっと失礼」

　透夜が言ってカーテンを閉め、美澄とふたりきりになる。状況を察した看護師から代わりに受け取った体温計を美澄に渡してくれた。

「体調は？」

　声を潜めるようにして透夜が美澄に尋ねる。

「私自身は大丈夫」

　美澄は笑顔で応える。しかし彼はまだ神妙な面持ちをしていた。

「個室に希望出すか？」

「あ、どうしたらいいかわからなくて、希望はしなかったんだけど」

「騒がしいのが嫌じゃなければ、おまえに任せる。その代わり、他の患者に影響が出るとまずいんで、あまり頻繁に顔は出せなくなるが」

「その方がいいですよ。先生の業務を邪魔するのもなんだし、芽衣さんとも仲良くなれそうですし。個室に閉じこもっているより、ずっと寂しくないかも」

「そっか。なんか気になることがあれば産科の医師に相談するんだ。このあと、看護師が点滴に来るようだから、着替えを済ませておけ」

　医師であり夫である彼の心配加減に、美澄は心強さと共にくすぐったさを感じていた。

「ふふ」

「なんだ」

「透夜さん、日に日に過保護になっていきますね」

「……っそれじゃあ、俺は戻る。いい子にしてな」

　はにかんだようにそっぽを向いてから、透夜は美澄の頭を撫でてカーテンを開いた。

　背中が照れている。振り返らなかったけれど、透夜のやさしさはちゃんと感じられた。

（久しぶりに見たけれど、やっぱりお医者様の姿はかっこいいな）

　一日に一回見たいくらいには。美澄の本音を告げたら、透夜は「よく言う」と呆れるかもしれないけれど。

　最初の頃は、あの口の悪い外科医……と散々彼を敵視していたのだから。

（なんだか、懐かしいな……）

　うっかり思い出し笑いをしていたら、

「ねえ、ねえ、美澄さん」

　さっそく芽衣から声をかけられ、慌てて振り向いた。すると、他の患者たちもこちらに視線を向けていた。

「びっくりした。東雲先生の奥さんがいらっしゃるなんて」

「東雲先生って、普段どんな感じですか？」

「えっと……」

「すっごくやさしそうでいいよね」

　ん？と美澄は違和感を覚える。

　……そうだった。患者には人気者。美澄への当たりは強かったけれど、基本、医師としての彼はやさしさで満ちている。

「でも、ちょっとクールな感じがたまらないよね」

「そういう人がやさしいと、もうギャップがね！」

「はぁ。羨ましい。どうやったらお医者様とお知り合いになれるんですか」

「ねえ、出逢いはどこで？　どっちから告白したの？」

　急に圧力が強まった！

「は、えっ、えっと」

　みんなに質問攻めされて、美澄の顔がどんどん赤くなっていく。この場に透夜がいなくてよかった。

「ほらほら、楽しくお喋りしたい気持ちは充分わかりますけれど、もう少しだけ静かにお願いしますよ」

　看護師たちが入ってきて、皆がそれぞれおとなしくなる。芽衣と目があって、お互いに笑った。

　自分ひとりじゃないと思えたからかもしれない。仲間に囲まれ、心配だった気持ちはいつの間にか霧散していたのだった。

　――その日から美澄の入院生活はしばらく続いた。

　一日置きに張り止めの点滴をしてもらい、基本はできるだけ安静に、シャワーは三日に一度だけ許可されていて、予約できるようになっている。

　体調がよいときは談話室に移動して、お見舞いにきてくれた薫子や柊、それから八重や冴子と話をしたり、透夜と通話をしたりした。そして時々、服部がふらっと現れては同室の女性たちを沸かせていたのだった。

「なんだか美澄さんが来てから、一日が経過するの早く感じる」

「そう？　でも、私も芽衣さんとお話ししてると、気が紛れて楽しいよ」

「そういってもらえると嬉しい。ねえ、お互いに無事に生まれたら、ママ友になろうよ」

「え、もう友達のつもりだったよ」

「それはそれ。ママ同士の交流って憧れなんだよね。私、美澄さんみたいにあんまり友達いないからさ。それに、同室の人と仲良くなっても次々に卒業していくしね」

　たしかに芽衣のところにはあまりお見舞いに来る人がいない。二週間が経過しても、旦那さんらしき人の姿もなかった。彼女が言うには、彼女の夫は単身赴任中なのだと言う。職業柄、なかなか戻ってこられないらしい。

　そうしている間にも、日々、同室の人たちが何人か分娩室に運ばれたあと、別の病室に母子共に移動することになり、入れ替わりが激しい中、美澄と芽衣だけが変わらず同じベッドにいた。

　ほとんど動かないようにしている芽衣のベッドに美澄がお邪魔してお喋りしていることもある。今日もそうして雑談をして、そろそろベッドに戻ろうとしていたときだった。

　芽衣が急に顔を歪め、お腹を押さえてうずくまった。

「芽衣さんっ、どうしたの。大丈夫？」

「……お腹が。でも、平気……ちょっとだけだから」

　そういう彼女の顔面は蒼白だった。小さく呻いては呼吸がどんどん荒くなっていく。

　美澄はハッとして慌ててナースコールを押す。すぐに看護師が二名やってきて芽衣の様子を確認したあと、彼女を車椅子に乗せて運んでいった。そのとき、足から血が滴っているのが見えて、美澄の顔からも血の気が引いた。

『あ、気を遣わないで。もうすぐ二十二週になるの。そしたら美澄さんと同じ仲間になれるから待ってて』

　そんなふうに言っていた芽衣のことが思い浮かんだ。どうかお願い無事でいて……美澄は手を握りしめ、願っているほかになかった。

　――その日、結局、芽衣は戻ってこなかった。

　朝目覚めると、看護師たちがベッドを整理しているのを見て、だめだったのだと、美澄は察した。

（芽衣さん……）

　美澄の目に涙が浮かぶ。しかしこぼれてしまわないように必死にこらえた。芽衣は同情なんかされたくないだろう。二度も絶望した彼女に、今の自分がかけられる言葉なんてない。

　美澄はすっかり落ち込んでしまい、それから数日はカーテンを閉め、ベッドに寝たまま何もする気になれなくなってしまった。

　芽衣は病室に顔を出さないまま病院を去った。彼女の心境を考えれば、挨拶できる余裕なんてなかったことだろう。

（連絡先も交換できなかったな……）

　ママ友になりたいと言ってくれたのに。

　日々、分娩室に運ばれていく妊婦。遠くの方で聞こえる声を聴きながら、美澄は点滴が落ちていくのをぼんやりと眺めていた。

　そんなある日、カーテンがいきなりしゃっと開けられた。入ってきたのは透夜だった。彼が直接病室を訪れるのは二度目だ。

「美澄、大丈夫か。看護師から、おまえが落ち込んでるようだって聞いた」

　透夜がやさしく慰めるように声をかけてくる。

「わざわざ心配して来てくれたんですね。先生だって忙しいのに」

　愛想笑いをする美澄に気付いたのか、透夜は無表情のままカーテンを閉め直し、ベッド脇の椅子に座った。まるで診察するかのように。

「不安があれば言えばいい。医者や看護師に言えないことも、俺には言ってほしい」

「先生だってお医者さんじゃないですか」

「俺は、医者である前に、ひとりの男だ。おまえにとって、たったひとりの夫だろ」

　医者の顔から旦那様の顔になる。そんな透夜のやわらかな空気を感じて、美澄は喉のあたりに詰まって流しきれない感情をゆっくり解いていった。

「透夜さん、あのね」

「うん。なんでも聞いてやる。ゆっくりでいいからな」

　泣きそうになるのを見られたくなくて、美澄はこらえていたのだが、やはり透夜を前にすると何も隠せないみたいだ。

「急に、怖くなって」

「うん」

「この間まで頑張るって言ってた彼女が……あ、赤ちゃんダメになって……私、何も声をかけてあげられなかった」

「……うん」

「それに、私も、もし赤ちゃんに何かあったらどうしようとか、考えて……そしたら、不安でいっぱいになって……それで」

「ああ」

　透夜はすぐそばにきて美澄を抱きしめ、彼女の背中をさすった。その手があたたかくて、美澄の目からは瞬く間に涙が溢れていく。ぽろりと、頬を伝っていった涙が、透夜の白衣を濡らした。

「不安になるのも当たりまえだ。我慢はしなくていい」

　透夜は多くの言葉を告げない。けれど、ただそれだけでよかった。

　ただ聞いてくれて、彼の手がやさしくさすってくれることで、美澄の中で大きく膨れていた冷たい氷の塊のような不安が瓦解していく。やがて彼の胸でわんわんと泣いて、すべて流れていった。

　しばらくそうしてどのくらい経過したのか。

「――やれやれ白衣がびしょびしょだ」

　困惑したように透夜が言った。

「ごめん、なさい。私のために」

　美澄は涙をぬぐいながら、透夜から離れた。

「少しは……すっきりしたか？」

「はい……」

「ならいい」

　透夜がほっとしたように言う。

　改めて美澄は自分のお腹のふくらみに触れる。

　こんなふうに弱気になっていたらだめだ。閊つかえていたものが取れたら、急に力が湧いてきた。

「私、強くなります。自分がこんな弱っていたらだめですね。赤ちゃんが頑張ってるんですから」

「さすが単純なやつ。立ち直りが早いことで」

　透夜はやさしく微笑んだ。それからカーテンを開けようとして一旦戻ってきて、頬にキスをする。

「……っ」

　声を出しそうになった美澄に、唇の前で人差し指を立てる。

「今はこれで勘弁してやる。続きは退院したら、な」

「もう」

　美澄の表情に笑みが浮かんだのを見て、透夜は安心したように戻って行った。

（透夜さん、ありがとう……私、頑張るね）
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　その後、お腹の張りはだんだんと落ち着き、美澄の精神状態もだいぶ安定するようになった。

　やがて三十七週を迎え、これからはいつ出産を迎えても大丈夫だと産科医にお墨付きをもらい、めでたく年内のうちに退院することになったのだった。結婚式は延期にし、また落ち着いたころに改めて仕切り直しをする予定だ。

　退院当日――。

　透夜は仕事があって抜けられない。美澄は自分で退院手続きを済ませ、荷物をまとめて病院を出た。

（はぁ。外の空気がおいしい……！）

　基本安静スタイルで入院していたので、だいぶ体力が落ちている。これからは少しずつ散歩をしたりヨガをしたりして出産に備えなくてはならないだろう。

　入院している間に季節が変わっていた。もうすぐまたクリスマスがやってくるのだ。

（最初に、透夜さんと出逢った頃から一年、か）

　ふたりにとって夫婦になってから、初めて迎えるクリスマスになる。そして、クリスマスは透夜の誕生日でもあるのだ。

　彼はクリスマスがあまり好きではないらしい。なぜなら、彼の母親がいなくなったのも、幼なじみの彼女が亡くなったのも、クリスマス間近という日だったからだそうだ。だからこそ、なおさらクリスマスを楽しい時間に塗り替えたいという気持ちが美澄にはあった。癒してほしいと願った、彼のその希望を、美澄は叶えたいと思うのだ。

（透夜さんが帰ってきたら一緒にツリーの飾り付けをしたいな）

　そんなことを思いながらのマンションまでの帰り道、久しぶりに透夜のために夕食を振舞いたいと考えた美澄は、回り道をしてスーパーに立ち寄ろうとしていたのだが――。

　スマホの通知音が歩くたびに鳴った。最初はスーパーに到着してから確認しようとしていたのだが、ピコンピコン連続でうるさいので、美澄は仕方なくポケットからスマホを取り出した。

　画面を確認したところ、十件以上の通知が入っていた。

【病院はもう出たのか】

【体調はどうだ。無理はするな】

【寄り道はするなよ。あまり重い物は持つな】

【もう家に到着したか】

【おい。今どうしている】

【返事は？　大丈夫なのか】

【連絡をくれ】

【連絡を】

【連絡】

　……

　美澄はスマホの通知件数の多さにぎょっとする。

（一体いつから私の夫はこんなに過保護に……）

　電話をするとすぐに出た。そのことにも驚いた。ちょうど休憩中だったのだろうか。メッセージは合間を縫って送ってくれていたのだろうか。

　しかし。

「――怖いですよ」

　美澄の第一声はそれだった。

『なんだよ。心配しちゃ悪いのか』

　きっと、同室だった芽衣が流産したことで落ち込んでいたのを見ているからだろう。

　ますます過保護というか心配性の旦那様になっているようだ。それと、この季節がまた彼を縛り付けているのかもしれない。

　しかしあれから、美澄も気を強く持つようになった。切迫早産という状況に不安になり、入院という普段とは違う環境に置かれて、どこかナイーブになっていたのだと思う。

「東雲先生は、ご自身の仕事を優先してください。私だって、一応医者の妻なんですから、そのくらいの覚悟はありますよ。それから、母親になる覚悟も」

『美澄……』

「ちょっと感動しました？」

『いや。おまえはすぐに調子に乗るやつだなと、呆れてるんだよ。この間までめそめそとしていたやつとは思えん』

「先生のおかげですよ。本当、不思議なくらい落ち着きましたね。もうちょっとお腹の中にいたいんですね。甘えんぼかもしれません。透夜さんに似て」

『はあ？　何言ってるんだ。それは、おまえの方に似てるんだろう』

　そういう彼の声が照れていた。

「私がふたりになったらうるさいですよ」

『くれぐれも無茶はしないようにな。お産は何があるかわからないんだ』

「わかってます」

『今日はなるべく早く帰れるようにする』

「透夜さんも、お仕事無理しないように」

『ああ、じゃああとでな』

　それから通話をオフにし、美澄はスーパーで買い物を済ませた。透夜に忠告されたことを思い浮かべ、あまり荷物が重たくならないように、軽めの食材をチョイスする。

　その帰り道――。

　横断歩道で信号待ちをし、赤から青に変わって歩き出そうとしていたときだった。

　突如けたたましいクラクションの音が鳴り響く。美澄は足を止めて何が起きたのかまわりを見渡す。

　飛び出した子どもを避けた弾みでトラックが車と次々に衝突したらしい。呆然としていると、歩道へと投げ出されてきた一台の車がスピンし、そばにいた人達を巻き込まんとしていた。

「危ない！　逃げて！」

　美澄が大声を張り上げると茫然としていた通行人は一斉に悲鳴をあげて散り散りに逃げる。あわや通行人に突っ込むところで車はなんとか止まったものの、激しい衝撃音は別の方からも聞こえる。

　現場はパニックだった。悲鳴と怒号に気をとられ、どこへ行っていいかもわからなくなる。逃げ遅れた女性に車は接触したらしい。倒れた彼女からみるみるうちに血が流れていく。

　美澄の顔から血の気が引いた。慌てて彼女に駆け寄る。

「大丈夫ですか？」

「足が……っ」

　怪我している。膝から下がアスファルトに削られていた。足首がへんな方向に曲がっているようにも見える。このまま動かさない方がいいかもしれない。

「まずは止血しないと！　他に痛いところはありますか？　反対側の足は動かせますか？」

　女性は苦悶の表情を浮かべ、首を振った。足をくじいたらしい。反対側も力が入らないようだ。

　あたりは騒然としていた。六台くらいが大破している。通行人たちがざわついていた。

　美澄はまわりを見渡した。他にも巻き込まれた人がいるかもしれない。大きめのタオルハンカチをバッグから取り出し、女性の足に巻き付けた。

「今、救急車呼びますから」

　お年寄りがその場で座り込んでいたり、泣いている子どもたちがいる。運転手が出てきて、ざわざわとしている。電話をしている人たちもいる。

　美澄は女性の足から流れる血をなんとか止めようとするので精一杯だった。

　程なくして救急車のサイレンの音が近づいてきた。すぐに救急隊員が散り散りになり、要救助者へと駆け寄っていく。

「怪我人、ここにもいます」

　美澄は必死に声を張り上げた。

　そのとき、急に締め付けるような痛みが下腹部に走った。くらりと一瞬眩暈がする。

（――え？）

　ぶつりと切れたような衝撃が走った。何かが流れてくる感覚がする。足元を見ると、透明の液体がぽたぽたと滴っていた。

（嘘――こんなときに、破水）

　気付いたときには、だんだんとお腹に鈍痛を感じ、美澄は呻くようにお腹を押さえ、膝をつく。

「誰か！　妊婦さんが！」

「いた……っ」

　陣痛がはじまってしまったのかもしれない。刻々と痛みは強くなる。その場で、力が入らなくなり息を整えるのでやっとだ。

（だめ、こんなところじゃ……！）

　助けられなくてはいけない怪我人が大勢いるかもしれないのだ。今、美澄が倒れるわけにはいかないし、こんな混乱している場で、衛生環境上もよくない。自分でタクシーを呼んで、それから……。

　必死に耐えようとする美澄の努力もむなしく、どんどん痛みは強くなり、意識が遠くなっていく気配すらあった。

（透夜さん……）

　美澄は透夜のことを思い浮かべていた。絶対にこの子は守らなければならない。自分も必ず無事でいなければ。

　しかし痛みが強まり呼吸は浅くなり、どんどん汗が流れていく。そこから先はもう考えることを放棄し、お腹を守ることだけで精一杯だった。
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「覚悟、か」

　透夜は美澄との通話を終えたあと、逞しくなった彼女を想い、表情を綻ばせた。

『東雲先生は、ご自身の仕事を優先してください。私だって、一応医者の妻なんですから、そのくらいの覚悟はありますよ。それから、母親になる覚悟も』

（元々出逢ったときから、逞しい女だと思ったけどな）

　そういうところが好ましくもあるのだが。

　今日はこれから一件手術が入っているが、なるべく早く帰れるようにすると告げた。退院できたからといってすぐに無茶をする彼女のことが心配だった。

　それから二時間ほど経過したとき。

　神妙な面持ちをした服部が駆けつけてくる。

「東雲、こっちに急いでくれ」

「服部、どうした」

「おまえの奥さんが――」

　病院とマンションのちょうど間にある交差点付近で多重事故が発生。その事故に巻き込まれ、数名救急車で運ばれてきた。その中に妊婦がいたらしい――。

　その言葉を聞いたとき、他のことは何ひとつ考えられなくなった。時が止まったようにさえ感じた。否、止まってくれと願っていた。

　どちらも救いたい。けれど無理だという状況に陥ったら、そのときは――。

　過去なんて繰り返すものか。

　もう二度と大事なものを失うわけにはいかないんだ。

　泣いていた美澄の表情がちらつく。笑顔を見せてくれた彼女のことも。命を懸けて守りたいと思った、大事な妻と、お腹の子――。

　透夜の脳裏に、美澄が入院していたとき、病室で交わしたある会話が蘇った。

『透夜さんはクリスマスが好きじゃないんですか？』

『ああ。ガキの頃から、誕生日とクリスマスは一緒にされがちだったし、俺の誕生日よりもサンタが優遇されるのを見ればな……拗ねてたわけだ』

『透夜さんにもそんな時代があったんですね』

　それは建前だった。クリスマスが嫌いな理由は、その季節には、大切なものを失うことが多かったからだ。

　母親が家からいなくなったのも、幼なじみの彼女が事故で死んだのも、クリスマス間近という日だった。

『それから、おまえが運ばれてきた日も、そうだったな。俺は、自分が死神とすら思うことがあるよ』

『でも、私は生きているじゃないですか。失うものは多かったかもしれない。けれど、透夜さんがいてくれたからこそ、たくさんの人が救われてきたわけじゃないですか』

『医者は神様じゃないぞ』

『ええ。そうです。おこがましいです。神様だなんて。せめて、魔王というポジションで満足してください』

　彼女は、たくましく凛々しく、沈みかけていた気持ちを引き上げてくれる、パワーのようなものを持っている。彼女の笑顔を見ていると、ほっとするし癒される。そして、その笑顔を守りたいと切に願っていた。

　なくしたくない。彼女だけは、なくしたくないんだ。

　頼むから、俺の目の前からいなくならないでくれ。

「美澄！」

　透夜が息を切らしていった救急病棟には、どこにも美澄の姿はなかった。服部は緊急手術に入った。他の医師や看護師たちも対応に追われている。

「緊急で運ばれてきた患者に、美澄という女性の名前はありませんか」

　捜し回っていた透夜の元に、馴染みの看護師が駆けつけてくる。

　まさか……と血の気が引いた。

「東雲先生、奥さんなら、分娩室です」

　硬い表情を浮かべた看護師のその言葉を聞いて、透夜は眉根を寄せた。

「どういうことだ。事故に巻き込まれたって。怪我は？　あいつの様子はどうなんだ。お腹の子は？」

「先生、奥様は無事です。ただ、赤ちゃんの様子が――」

　透夜の顔から血の気が引いた。

　お産は何が起こるかわからない。万が一にも、子どもを助けるために、母親の寿命を削ることだってあるのだから。もしも美澄が選択を迫られたとき、あいつならばきっと子どもを優先するだろう。

　だめだ、そんなことは許さない。

　美澄、おまえは生きていてくれ。子どもと一緒に、どちらも無事でいてくれ。

　分娩室に入ると、対応にあたっている産科医がこちらを見た。

「東雲先生」

「どういう状況なんだ」

「へその緒が巻き付いて、時間がかかっています。あと、もう少しなんですが……」

　透夜は時間を確認する。まもなくオペの時間が迫っている。自分の代わりに引き受けられるやつは……透夜は一瞬考えた。服部は緊急搬送されてきた患者の手術に入った。他の医師も手が塞がっている。主治医の自分がオペを投げ出すわけにはいかない。だが――。

　美澄は陣痛に耐えているのか、うなり声を上げている。額からは露のような汗が流れていた。

「透夜さん」

　美澄に呼ばれ、透夜はハッとする。

「オペがあるんじゃないですか。東雲先生を待ってる人がいますよ」

　透夜は、とっさに美澄の手を握った。

「私なら、このとおり大丈夫です。絶対に、あなたと幸せになるって決めたから。何があってもこの子を産んで、私も健康であなたに会うんだって、覚悟してるんです」

　凛とした彼女のやわらかな笑顔に、透夜は胸を打たれていた。

　信じてほしい、そして信じて待っている、と彼女の眼差しが訴える。

　そうだった。もう自分は誰も死なせたくないんだった。

「行ってくる」

　美澄が頷く。

　絶対に大丈夫だ、と心に強く彼女の笑顔を焼き付ける。

　透夜は迷いを振り払い、オペに向かう。

　美澄は、生きようとしている。お腹の子は産まれようと頑張っている。

　自分にできることはなんだ。

　今、目の前の患者を助けることだ。透夜はそれだけを考えていた。
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　波のように襲ってくる陣痛と闘いながら、赤ちゃんの首に巻き付いているへその緒を丁寧にほどいて助けようと、必死に頑張ってくれている先生たちを見た美澄は、オペに戻って行った透夜のことを思い浮かべた。

　本当は心細い。ずっとそばにいてほしい。けれど、さっき言ったことは嘘じゃない。

　絶対にあの人と幸せになる。何があってもこの子を産んで、自分自身も健康であの人に会うんだ、と言ったこと。もう悲しい想いや苦しい過去を背負ってほしくない。一緒に未来を歩こうと決めたのだ。

　今頃、きっと透夜も助けを待っている患者のために頑張っているのだと想像する。すると、不思議なくらいに勇気が漲ってきた。

「もう少しですよー、大丈夫。ゆっくり息を吐いて、次の波に備えましょう」

　朦朧と霞む景色の中、美澄はこれまで一緒に過ごして来た日々、そしてこれから彼とお腹の赤ちゃんと三人で過ごしていく日々を思い浮かべる。

　愛しくて、愛しくて、涙がこぼれる。

　やがて永遠と思われた時間の中で、ようやくゴールが見えてくる。

「赤ちゃんの頭が出ましたよ！」

　看護師の声に、美澄は最後の勇気を振り絞った。

　そして――産声が高らかに響きわたる。

「おめでとうございます。元気な女の子ですよ」

　息を切らしながらゆっくりと力を抜いて、それから腕にあたたかい生命の奇跡を抱く。

「可愛い……おさるさんみたい」

　対面した途端、これまでのことが走馬燈のように頭をよぎった。小さな手に指を伸ばすと、ぎゅうっと握りしめてくる。

「やっと会えたね。生まれてきてくれて、ありがとう……」

　美澄の瞳から涙がこぼれていく。

　透夜さん、私、ちゃんと生きてますよ。

　この子も、元気いっぱいで生まれてきましたよ。
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　美澄と別れてから数時間後――。

　透夜は無事にオペを終わらせると、分娩室へと急ぎ向かった。

　息を切らして確かめに行ったときだった。いちだんと高らかな産声が響きわたった。

「おめでとうございます。元気な女の子ですよ」

　真っ赤な顔をして泣いている赤んぼうと、汗だくになりながら笑顔で赤んぼうに微笑みかけている美澄を見た瞬間、透夜はその場で立ち尽くし、自分でも気付かないうちに目からは涙が溢れていた。

　透夜は美澄の側に駆け寄り、彼女の手を握った。

「美澄……無事でよかった」

「透夜さん、駆けつけてくれたんですね」

「よく、頑張ったな」

「本当に、よかった。間に合って……あの子が無事に生まれてきてくれて」

　美澄は涙ぐみながらそう言い、赤んぼうのことばかりを見ている。

　透夜は彼女の手を強く握った。

「透夜さんも、オペ無事に終わったんですね」

「ああ、おまえのおかげだ。あのとき、俺は医者として間違うところだった。おまえのひと言で励まされたんだ」

「……東雲先生、かっこいいですよ。世界一、かっこいいです」

　美澄が微笑む。透夜は思わず脱力してしまう。

「事故に遭ったと聞いてから……こっちは肝が冷えたっていうのに、まったく。母親が強いというのは、本当なんだな」

「ふふ。そうです。ますますパワーアップですよ」

　美澄はそう言って笑った。

　透夜はしばらく奇跡のような面持ちで、美澄と赤んぼうを眺めていた。

　それから、透夜は分娩室から出たあと、あまりに脱力し、思わず壁に背中をもたれさせた。もう、一生分のオペをした気分だった。

「はぁ……ったく。驚かせてくれる」

　無事だった。美澄も赤んぼうも。無事だったんだ。

　何度も自分に言い聞かせる。何度だって実感したかった。

　そこへ、看護師が声をかけてきた。

「東雲先生、おめでとうございます。奥さんよかったですね」

「とっても、可愛い女の子ですよ。これからパパ大変ですね」

「あ、ああ」

　しんみりしている暇はないらしい。次から次へと声をかけられ、きまりわるくなった透夜はとりあえずこの場から離れようと踵を返すと、今度は服部とばったり会った。どうやら服部も気にかけてくれていたらしい。

「無事に生まれたよ」

　服部はホッと胸を撫で下ろし、それから激励するように透夜の肩を叩いた。

「頑張れよ、父親になったんだ。責任がのしかかるな」

「そうだな。今は実感が湧かないが……」

「それにしても、おまえの慌てようを見たら、美澄ちゃんの方がよっぽど逞しいなと思ったよ」

　服部の発言に透夜は眉根を寄せる。

「どういうことか詳しく聞かせてくれないか？」

　改めて事故発生の状況を聞いたところ、多重事故の現場に居合わせた美澄が、怪我人の応急処置をして、救急車が到着するまで、その場で動いていたことがわかった。

　そんな特別な状況で動いているうちに、彼女自身破水してしまいすぐに陣痛がはじまったのだという。

　何台かやってきた救急車で美澄が運ばれたというわけだった。元々切迫早産の心配があった美澄は赤んぼうが下がりやすくなっていて、初産だが二時間半というスピード出産だった、というわけだ。

（まったく……）

　透夜は再び産科病棟へと移動する。

　出血は多めだったので輸血を受け、それから美澄は個室へと移動となり、赤んぼうは看護ケアのために一時的に新生児科に預けられたということだった。

　悶々とした感情を抱えつつ、透夜は美澄のいる個室のドアをがらっと開いた。

「このお人よしバカ」

「なっ……入ってくるなり、いきなりなんですか」

　病室で美澄とふたりきりになった途端、透夜は我慢に我慢を重ねていたのだが、たまらなくなり彼女を叱りつけたのだった。

　美澄は目を丸くし、そしてむっとした顔を赤くした。しかし透夜の気はおさまらなかった。

「おまえは、出逢った頃から変わらない。あれだけ俺が言ったこと、聞きやしない」

「満身創痍なんですよ、これでも」

「そうだ。お産は何が起こるかわからないんだ。他人を気にかけている場合か？」

「じゃあ、先生は放っておくんですか。倒れている人がいたら？　困っている人がいたら？　命がけで助けるでしょう？」

「はぁ。俺とおまえじゃ違うだろ」

「同じですよ。人間です」

「あのな……子どもの言い合いをしているんじゃない」

「呆れてるんですね。でも、私だって必死ですよ。自分の命もこの子の命も守らなきゃって……だから、他人だけを気にかけていたわけじゃないです。透夜さんと一緒です。絶対とは言い切れない。でも、せめて手の届く範囲にいる人のことを助けたいっていう」

　美澄の一丁前の発言をはじめは呆れ顔のまま聞いていた透夜だったが、彼女の予想外の言葉に虚を衝かれる。そして、彼女の凛とした強さを一層いとしく思った。

「よく頑張ったな。無事でよかった。本当によかった」

　透夜は言って、美澄をやさしく抱きしめる。彼女は戸惑いながらも頷いて、透夜の腕に手を添えた。

「心配かけてごめんなさい。透夜さんのトラウマは……やっぱりずっと残ったままですか」

　遠慮がちに美澄は言った。

　不意に脳裏に蘇った過去の記憶に、透夜はゆっくりと幕をおろさせた。

「いや。乗り越えられそうだ」

「よかった」

　美澄はホッと胸を撫で下ろす。彼女の柔らかな笑顔を見ていると、何もかものしがらみがなだめられていく気がした。

「おまえのおかげだよ」

「これからですよ。私たちが頑張らなきゃいけないの」

「ああ」

　美澄の言うとおり、真っ赤な顔で泣いていた我が子のことを想うと、ますます守ってやらなければという力が湧いてくる。

「そうだ。名前、考えている途中でしたよ」

　鞄の中からノートを取り出す美澄だったが、その前に透夜の口からするりとある名前がこぼれていった。

「りのんはどうだ」

「りのん……どんな漢字？」

　透夜はメモに【凛音りのん】と、ペンを走らせる。

「……産声が、凛とした音色に聞こえたんだ。冬の澄んだ空気の中、心にまっすぐに響いてきた」

　照れくさかったけれど、透夜は自分の想いを告げる。

　美澄は頷いて、笑顔を咲かせた。

「……凛音ちゃん。素敵な名前だわ。すごくいいと思います」

「あの子が気にいるといいが」

　お互いに顔を見合わせて微笑み合う。

「凛々しく、まっすぐに、勇ましい、凛とした、人になってほしいな」

「そうだな。美澄、おまえみたいに」

　からかわれた美澄は、また頬を赤くしていた。

　それから、新生児室から戻ってきた赤んぼう――凛音を抱かせてもらったのだが。

　うっかり頬を緩ませている透夜に、美澄はじっと何かを言いたげにしていた。

「なんだ。言いたいことがあるなら受け付ける。似合わないとか、俺らしくないとか、柄にもないとか思っているんだろ。一応、それは自覚しているぞ」

「違いますよ。私が心配しているのは……溺愛の矢印、変わったりしません？」

　透夜は意表を突かれた顔をし、ふっと笑みをこぼした。

「今からやきもちか？　それはおまえの方じゃないのか」

「娘にデレデレな医者が多いって、服部先生が言ってましたから」

「またあいつは余計なことを――それがなければ、いいやつなんだがな」

　服部のにやけた顔を思い浮かべ、透夜はため息をついた。

「実際はどうなんですか？」

「俺は、どっちもだ」

「透夜さんも、欲張りな男なんですね」

　そう言いながらも顔が緩んでいる美澄を見て、透夜はくすりと微笑を浮かべる。

「おまえと似合いだろ」

　そのとき、凛音があーと声をあげる。

　まるで同意をしたみたいだったので、ふたりは笑ったのだった。

「初めて出逢った日から一年になりますね。三人でクリスマスツリー飾りましょう」

　ジングルベルの鈴の音が聞こえてくる。

　辛い胸の痛みも、失ってきた過去にも、もう怯えたり振り返ったりしなくていい。

　愛しい妻と、我が子と、本当の幸せがここからはじまる――。










８　幸福を呼ぶウエディングベル




　それから一年後――。

　凛音が一歳の誕生日を迎えた日、美澄と透夜は改めて結婚式を挙げることになった。

　子連れのウエディングは何かと大変なので、いつものように周りの協力者たちが主演を盛り上げるべく、企画してくれたものだ。

「美澄ちゃん、とっても綺麗！」

　高らかな声が聞こえて、美澄は振り向く。

　控室でメイクとドレスの支度が終わった頃合いを見て、薫子が入ってきたのだ。彼女はタキシードを着た柊とミニドレスを着た凛音のふたりを連れていた。

「薫子さん、凛音のこと面倒見てくださってありがとうございます」

「いいのいいの。いっつもお世話になってるのこっちの方だもん。お互い様よ。今日は任せて。ね、ちびっこたちもばっちりでしょ？」

「はい。すごく可愛いです。あとでいっぱい写真撮らなきゃ」

　我が子ながらまるでお姫様のよう。結われたふわふわの髪にリボンをつけられ、淡いピンク色のフリルのドレスが可愛い。今年三歳になる柊の美少年っぷりにも感服だ。さすが薫子の遺伝子を引いている。これから凛音にとって柊は憧れの存在になるかもしれない。

「カメラマンは服部に任せてるわ。あいつ案外、医者よりも向いてるんじゃないかと思うわ。格好がいいのよ。様になっているもの」

　誉め言葉なのかどうなのか、どちらにもとれる薫子の言い方に、美澄は思わず笑った。薫子のこういうところは透夜とどこか似ている部分がある。

　そういえば、服部と薫子が今またいい感じになっているということは透夜から聞いている。そのうちひょっとしたら復縁するのかもしれない。

（透夜さんは、あいつが義理の兄なんて死んでも嫌だって言ってたけれど……）

　談笑していると、続いて陰の立役者である八重がひょっこりと顔を出した。

「わぁ。ウエディングドレス本当に素敵ね。美澄ちゃん、おめでとう」

　和服を着た美しい――年齢不詳の――女性が、慎ましい笑顔を浮かべ、美澄の側にやってきた。

「八重さん、ありがとう」

「あなたの人生、これまで色々あったけど、今日この日が迎えられて幸せね」

　穏やかに語りかける八重の柔らかな表情を見たら、美澄はたちまち感極まってしまった。八重の後ろに控えていた叔母の冴子もハンカチで目元を押さえている。

「本当に。兄さんも義姉ねえさんも喜んでいるわよ。元気で健康で、生きているってそれだけで奇跡よ。孫の姿も見せてあげたかったわ」

「やだ。冴子叔母さんも八重さんも、せっかく綺麗にしてもらったのに、メイク落ちちゃうから……」

　そう言いながら熱いものがこみ上げてきて、瞳が潤んでしまう。

　しんみりした空気を察して、薫子がちびっこたちの手を繋ぎ、唇に人差し指をあてる。そして控室をそっと出て行った。

「女性としての幸せ、母親としての幸せ、それから、家族としての幸せ、これからも大事なパートナーと見つけていきなさいね。天国にいるあなたのご両親も、きっと今日までの日を見守っていてくれて、こんなふうに伝えたと思うわ」

　本当に母となった八重からの言葉は、ずっと見守っていてくれたその想いと共に、美澄の胸に染みていく。叔母の冴子も同じ気持ちだったのだろう。それ以上は何も言うまいと、聞き入っている。

「……はい」

　美澄はかみしめるように頷いた。

「そろそろ時間です」

　介添人がやってきたようだ。

「それじゃあ、エスコート係は、予定どおり私のダーリンに頼んであるから。今ごろ緊張して待っているわ」

「ダーリン……」

　美澄は八重の言葉にちょっとだけ笑ってしまった。以前に再婚の話を聞いていたとおり、東雲総合病院の院長であり透夜の父である東雲春はる樹きと、八重は結婚した。

　美澄が凛音を出産した翌年のお正月に報告は受けていたが、あれから約一年経過した今もラブラブのようだ。

　その春樹が、天国にいる美澄の父親の代わりにエスコートしてくれるらしいが、そこでも服部が立候補して即却下されるなど、ひと悶着あったことを美澄は思い出していた。

（いつの間にか私のまわりには、大切な人が増えていたんだね……）

　感謝の気持ちを胸に灯しつつ、美澄は介添人と共にチャペルの前へと移動する。そこには、八重が言っていたように緊張して落ち着かない様子の春樹の姿があった。

（透夜さんのお父さん……ううん、私のお義父とうさん）

　実をいうと、春樹とふたりきりになるのは、今日が初めてだった。

　美澄もまた緊張に身を包んだ。

　透夜と春樹は仲が悪いわけではないが、病院の院長と医師としての立場上、一線を引いた関係でいるようだ。

　結婚の報告も事務的に済ませただけだし、凛音が生まれたときも透夜の口からさらっと挨拶をして終わってしまった。どんな人なのか、まだ把握しきれていない。

　けれど、春樹が振り向いたとき、美澄は緊張よりもずっと、透夜に似たその人が、透夜の未来の姿にも重なって見えて、感動してしまっていた。

「お義父さん」

「ああ。美澄さん。とても綺麗だ。今日はおめでとう」

　ふわっと笑みを刻んだ表情も、透夜によく似ていた。ドキドキしながら、美澄は頷く。

「あ、ありがとうございます」

「こういうのは不慣れでね。頼りないかもしれないが、精一杯エスコートさせてもらおう」

「はい。よろしくお願いします。それから、八重さんのことも……どうかお幸せに」

「もちろんだ。君たちに負けないくらい幸せになるよ。今度は、忙しいという理由で嫁さんに逃げられないように……透夜を見習うべきだな」

　春樹はそう言い困ったように微笑んだ。

「美澄さん、息子を愛してくれてありがとう。どうか、これからも透夜のことをよろしく頼む」

「はい」

　美澄もまた柔らかく微笑み返した。

　チャペルの前の扉が開く。

　春樹が差し出してくれた腕に手を添え、美澄は深紅色のヴァージンロードの上を、一歩ずつ歩いた。

　左右にいる列席者たちに見守られる中、美澄はゆっくりと歩を進めながら前を向く。

　ヴェール越しに透夜の姿が映った。今日の彼は白衣……ではなく、純白のタキシードに身を包んでいる。また一段と格好がいい。その見慣れない姿に胸がときめいて、早く彼の腕に掴まりたい気持ちになってしまった。

　逸る気持ちを抑えながら、美澄は春樹の腕から離れ、透夜の元へと寄り添う。

　祭壇の前にふたり揃って並び、高鳴る胸のまま、讃美歌を唄い、共に誓いの言葉を結んだ。

　リングボーイとフラワーガールは、柊と凛音が拙いながらも一生懸命に務めてくれ、和やかな空気の中、ふたりは改めて夫婦の証を交換する。

　そして、永遠の愛を誓うキスを――。

　美澄はドキドキしながら目を瞑り、透夜の唇が触れるまでの間、これまでのことを振り返っていた。愛しい日々が走馬燈のように駆け巡っていく。どれも、かけがえのない思い出だ。そして、これからも奇跡のような日々を大切に紡いでいく。

　目を開けて、美澄は透夜と微笑み合う。

　相思相愛という名の奇跡、愛する人と結ばれることの尊さを改めてかみしめていた。

「おめでとう！」

「ふたりとも、末永くお幸せに！」

　列席者からの祝福の花を浴びながら、美澄は透夜の腕に掴まり、幸せのウエディングベルをおもいきり鳴らすのだった。

　ブーケは薫子の腕の中にキャッチされ、服部と並んでいい雰囲気になっているのが見えて、美澄まで嬉しくなった。柊も服部に心を開いているようだし、三人でうまくやっていけそうな感じがする。

　八重と春樹そして冴子が、柊と凛音に構っている。子どもたちの可愛らしい仕草を見て、やさしく微笑んでいた。新しい家族の形がそこには在った。

「――やっぱり、挙式は格別ですね。しなくてもいいかなぁなんて思ってたけど、してよかったです」

　美澄は晴れやかな笑顔を見せた。

「ああ」

　透夜が頷く。

　美澄は、隣に立つ背の高い透夜を見つめる。彼はまたいちだんとかっこよく凛々しい。時間があれば穴があく程眺めていたいくらい。

（撮影してもらった写真は見えるところに飾ろう。ふたりの……というか、透夜さんソロのポスターがほしい）

「美澄、なんで睨んでいるんだ。せっかくの綺麗な花嫁が台無しになるぞ」

「悔しいくらい似合ってるからです。悔しいけどかっこいい。本当に透夜さんってずるい」

　美澄が身悶えていると、透夜は若干引き気味に苦笑した。

「はぁ。おまえは……なんですぐに俺に対抗意識を燃やすんだ。だいたい、こういうのって花嫁の方が主役っていうか、目立つもんじゃないか？」

「そんなことないですよ。大人になった凛音が見たときに、若い頃のお母さん綺麗……よりも、絶対にお父さんって若い時もかっこいい……になると思います」

　美澄はこれについては自信があった。もちろん未来予知ができるわけではないけれど、その光景が目に浮かぶようなのだ。

「白衣もかっこいい、タキシードもかっこいい。憧れにしかならないじゃないですか。やっぱり悔しいです」

　この発言に透夜はまた呆れた顔をしつつも、美澄の頬をやさしく包んだ。

「そんなことはない。おまえのウエディングドレス姿綺麗だ。このまま攫ってどこか狭いところに閉じ込めて、朝が来るまでめちゃくちゃに抱きたいくらいだ」

「……！」

　純白の衣を着た獣の甘い誘惑に、美澄はどきりとした。

　いつからこんなふうにさらっと口説くようになったのだろうか。夫の溺愛は日々激しくなっていくばかり。それは凛音が生まれてからも。というか生まれてからの方が強いかもしれない。

（色々と歯止めが利かなくなったというか……）

　キッチンだってお風呂だって……どこだって愛し合う精神は見習いたいくらいに素晴らしい。

『医者みたいな忙しい人間は性欲強いし、時間と場所さえあればどこでも……』

　という服部のセリフまでが脳内に流れてきてしまう。

　美澄はそれを慌てて打ち消した。それは人それぞれというもの。比べたことがないから美澄にはわからない。ただ、透夜がものすごく絶倫なことだけは身をもって体験している。

　出逢ったころのクールな魔王は一体どこへいったのだろうか。今や見る影もなし。彼の誘惑は極上に甘い。

「そ、そういうことを神聖な誓いのあとで言いますか」

「この一年バタバタしてたからな。そろそろおまえに構いたくなっただけだよ」

　悪びれもせずに彼は言う。

「キスも一回誓ったくらいじゃ足りないっての」

　ぐいぐいと迫ってくる夫に、美澄は気圧される。すっかり彼は愛妻家なのだった。

「も、もう、透夜さんってば、ちょっと落ち着きましょう」

「結婚式くらい浮かれてたって罰は当たらないだろ」

　美澄が懸命になだめようとするが、いよいよ歯止めが利かなくなってしまったらしい。さっそく透夜が顔を近づけてくる。

　たしかに凛音のお世話に奔走した一年だった。子育ては本当に大変だ。小さなうちは感染症にかかりやすかったり熱を出しやすかったり。わからないことでうろたえては必死に過ごしてきたと思う。

　保育士に復帰するなんてまだまだ考えられない。それに、透夜はいつでも忙しい。すれ違うこともしばしばある。溺愛モードが続いているとはいえ、ふたりきりの甘い時間はさほどとれていなかった。

　美澄も透夜と同じ気持ちだ。愛している彼に身を預けて溺れたいときだってある。

「そこのラブラブな新婚夫婦～」

　と、突然声をかけられて、美澄と透夜は揃って振り向いた。

「記念撮影するって」

　薫子が手招きをしている。いつの間にかふたりの世界に入ってしまっていて、皆が集まっていることに気付かなかった。

　凛音のことは薫子が柊と一緒にお世話をしてくれている。すっかりお兄さん気分の柊を見ると微笑ましい。兄妹のようだ。

　八重、それから春樹の姿が見えた。

「勝手に厳格そうなイメージでいたけど、なんか見る目が変わったというか……透夜さんが年をとったら、あんな感じになるんでしょうか」

　そんなことを考えたら、美澄はまたドキドキしてきた。

「まあ、親子で不器用なところは似てるかもしれないな」

「え？　不器用？　器用の間違いでは……」

「うまく想いを告げられないくらい、妻には溺愛。とことん甘いってところが」

「それ、自分で言いますか？」

　突っ込みながら美澄は顔が熱くなっていくのを感じていた。

「照れるなよ」

「もうっ」

「さて、おあずけされた分、初夜が楽しみだな」

　誘惑めいた視線を感じて、美澄の鼓動はまた跳ねてしまう。いつまで経っても彼にはドキドキさせられてばかりいる。

「手加減はしてくださいね？」

「それはおまえ次第」

　きっと彼は要領よくする。でも、手加減はしてくれない。そんな甘い予感にくらくらした。

「凛音がいるんだし……」

　という僅かばかりの抵抗もあっけなく散らされてしまう。

「今夜くらいは姉貴が預かるってさ。きょうだいができたらもっと楽しくなるわとか言って」

「薫子さんったら」

　と言いつつ、美澄は将来のことを思い浮かべた。

「きょうだいがいたらきっと、楽しいでしょうね」

「ひとりでもふたりでも三人でも……」

　透夜が微笑み、美澄が恥じらう中、賑やかな写真撮影がはじまったのだった。










エピローグ　～Duきみ undと Ichぼく～




　夜明けの白々した空がカーテンの隙間から見えていた。時計は朝の六時を示している。いつもなら病院の仮眠室で目覚めるような時間だ。

　汗ばんだ肌が冷えて寒くなったのか、美澄が寄り添ってくる。毛布を引き上げてぴったりとくっついてくるのがくすぐったい。

　結婚式の後、初夜を過ごした余韻のまま、俺たちはしばらくまどろんでいた。

「透夜さんのせいで、寝坊しちゃいそう」

　既に二度寝をする気満々の美澄の言葉に笑って、

「凛音のことは姉貴が昼前に連れてくるって言ってたんだし、それまで、ゆっくりしてればいい」

　俺はそう言って、さっそく彼女を求めはじめる。

「ちょっと、待って……あ、あんなにしたのに」

「まだ時間はある」

「時間の問題じゃなくって。私、もう……いっぱいいっぱい」

　困った顔で照れている彼女のことが可愛くて、ますます欲求は高まるばかりだ。

「俺はまだ足りない」

「……っ」

　久しぶりに思う存分に彼女を抱いてから、思わず口を突いて出た。

「この世に絶対なんてないんだなって思った」

　まさか自分が結婚して子どもを持つことになる未来なんか想像していなかった。

「そうよね。あなたなんて絶対に好きにならないと思ってたし」

　何かにかこつけて美澄はそう言う。契約結婚のことを未だに持ち出すのだ。しかし、あの一件があったからこそ、今の俺たちが在るといっても過言ではない。

「で？　今はどうなんだ」

「後悔していませんよ。愛してますもん」

　ぴったりと額を押し付けてきた彼女の髪を撫でながら、込み上がってくる想いをあたためていた。

「それだけか」

「それだけって……」

「俺はそれ以上に、愛してる」

「もう、透夜さんの方こそ、張り合ってくるじゃないですか」

　なんとでも言うがいい。ずっとこれからも俺は君に飽きられるくらい『溺愛』するだろうさ。時間と場所が許す限り……せいぜい覚悟しておいてくれ。

「一生、大事にする」

　君に、心からの『愛』を捧げよう。










あとがき




　こんにちは。著者の立花実咲です。この度は数ある本の中から【絶対に愛さないと決めた俺様外科医の子を授かりました】を選んでくださり誠にありがとうございます。

　ベリーズ文庫さんから現代ものの恋愛小説を発行していただくのは久しぶりなので、初めましての方も多いかもしれませんね。ぜひとも、あとがきの方もお付き合いいただけたら嬉しいです。どうぞよろしくお願いします！

　今回大事にしたポイントは、ヒーローの透夜は多くの人の命を救うかっこいい外科医ですが、そんな素敵な彼に押し負けない「ヒーローみたいなヒロイン」を描くことでした。とはいえ、ヒロインの美澄はただ気が強いのではなく、親しみやすい可愛らしい魅力を引き出せるように意識しました。また、彼女こそが唯一ヒーローの心を動かす存在であったらいいなと思いながら執筆にあたりました。

　一方、ヒーローの透夜については、ヒロイン攻略のためグイグイいってほしいという期待を込めつつ、男性としての獣な魅力だけではなく、医者としての向き合い方だとか、初対面では冷たく見えた彼の意外な顔とか、内側にあったかい人間味の溢れる魅力を込めてみたつもりです。

　ぜひ、美澄と透夜の恋の攻防戦を楽しんでいただきつつ、「絶対に愛さないと決めた」はずなのに……いつの間にか、「絶対に離れたくない」最高のパートナーとして絆を深めていく二人を見守っていただけたら嬉しいです。

　本作のイラストはうすくち先生に担当していただきました。うすくち先生、とても素敵なイラストをありがとうございます！　イラストを拝見しましたが、透夜と美澄の魅力がぞんぶんに引き出されていて、本が完成する日が楽しみでなりません。

　また、本作を発行するにあたってお世話になりました出版関係の皆様、お力添えをいただきましたことを心よりお礼を申し上げます。担当編集様には的確なアドバイスをいただき、ご感想をいただけたのが楽しくてモチベーションになりましたし、校正さんや校閲さんのご指摘なども大変勉強になりました。その他、関わってくださった各位に感謝しております。

　最後に、読者の皆様へ。大変な世の中になってきておりますが、やはりこういうときだからこそエンターテインメントは大事だと感じております。皆様の心がホッと一息つけるような本になっていたら幸いです。皆様、ご自愛の上、お過ごしくださいませ。

立たち花ばな実み咲さき
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